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24 カル テッ ト 
デー マ で る ゴー ロッ パ 


| 美術 鑑賞 」 | ラプ 音楽 の 旅 」 [専門 書 師 同行 」 


ベル リン ・ フ ィ ル ハー モニ ー 大 ホー ル (内 観 ) ⑥Stephan Rabold Phil ヴェ ロ ネ ー ゼ 「 カ ナ の 婚礼 ] ルー ブル 美術 館 


記 5 」TB ロ イヤ セル ロー ド 銀 卒 


次 の 旅行 は | 見 る | ふら | 知 る | 二 
あな た の 知 的 好奇 心 を 満た す 、 テ ー マ あ る 旅 
放 7 カルテット 


久しぶり の 海外 旅行 で は 、 

| 好き な も の を じっくり 味わい た い ]、 

「 最 近 始 め た 趣味 に 関連 する 場所 を 訪ね た い | 

と いう 方 も 多い の で は な いで し ょ うか 。 雪 ' 功 
自分 の 興味 ある テー マ に 沿っ て 丹念 に 街 を 歩き 、 
“本 物 "に 出逢う か ら こ そ 気 付く 新 発 見 が ある は ず 。 
単に 「 見 る | だ け よ り [知る | 喜び は 、 

旅 を 何 倍 も 思い 出 深い も の に し て くれ る こと で し ょ う 
次 の ご 旅行 は テー マ で 巡る TB カル テッ ト ] ヘーーー 9 


ーー ジテ テー 


セー ヌ 河 畔 より 眺め る ルー ブル 美術 館 


@Olena Zn - stock.adobe.com/jp 


[TB カル テッ ト 」| と は …… 
ー マ 」 に 沿っ て 、 よ り 深く 知る 旅 - 


"四重奏 "を 意味 する カル テッ ト の 言葉 の 通り 「4 つの テー マ 』 に 沿っ て 、 
単なる 観光 ツア ー と は 異な る 一 歩 踏 み 込ん だ 見 学内 容 の 旅 で す 。 


4 つの テー マ は 「 美 術 鑑 賞 」「 音 楽 鑑賞 ] 「 専 門 講師 同行 ]、 そ し て 「 ハ イ 
キン グ ・ 自 然 観察 」。2022 年 秋 ~- 2023 年 早春 パン フレ ッ ト で は 、 「 美 術 」 
[音楽 」「 講 師 同 行 ] の 旅 を ご 用 意 さ きせ て 頂き まし た (※「 ハ イキ ング ・ 自 然 
観察 」 は 2023 年 春秋 パン フレ ッ ト よ り 発表 致し ます ) 。 


どの コー ス も 、 そ れ ぞ れ の テー マ を 十分 に 味わっ て 頂く た め 、 見 学 箇所 
は も ちろ ん の こと 、 ホ テル 選定 や 設定 人 数 な ども こだわ っ て お り ま す 。 
それ ぞ れ の テー マ 旅 行 の コン セプト や こだわ り に つい て は 次 ペー ジ を ご 
覧 下さ い 。 


7 カルテット 人 4 つ ゎ > テー マ o ご 案内 


美術 鑑賞 の 旅 - 林 の 名 曽 建築 に 出逢う ~ 


美術 鑑賞 を 意識 し た 日 程 
・ 美 術 作品 (絵画 、 彫 刻 、 建 築 な 
ど ) の 鑑賞 に 重点 を お き 、 各 
美術 館 で 十分 に 見 学 ・ 鑑 賞 で 
きる 時 間 に ゆ と り を 持っ た 日 
程 に し まし た 。 

・ 大 き な 美 術 館 だ け で な く 、 小 
さく て も 珠玉 の 美術 館 や 個人 
で は な か な か が 行き に くい 美術 
館 も 訪ね ます 。 

・ 絵 画 だ け で な く 、 教 会 の ステ ンド グラ ス や フレ スコ 画 、 建 築 や 遺跡 、 
さら に は 名 画 の 舞台 や 画家 ゆか り の 地 な ど 、 美 術 に 関連 する 様々 な 
箇所 を 見 学 し ます 。 


ご 自身 の ペー ス で の 鑑賞 も 楽し め ま す 

・ 館 内 で は 主要 作品 を ガイ ド が 解説 し た 後 、 自 由 鑑賞 の 時 間 も 設 定 し 
て お り ま す 。 お 好き な 作品 を あら た め て ご 鑑賞 下さ い 。 

・ 昼 食 は 美術 館 に よっ て は あえ て 館内 で 自由 食 と し 、 ご 自身 の 鑑賞 ペ 
NSR CTO すす 

・ 宿 泊 ホ テル は 位置 を 最 
優先 し 、 人 気 美術 館 ま 
で 徒歩 園内 、 ま た は 地 
下 鉄 駅 近く な ど 、 お 客 
様 自 身 で の “美術 散歩" 
が 楽し め る ホテ ル 選 定 
で す 。 


ラ ヤ イプ 音楽 の 旅 水彩 る 感動 の 一 叶 に 出逢う ~ 


選りすぐり の 音楽 会 プロ グラ ム に ご 案内 
ヨー ロッ パ を 中 心 に 世界 で 数 多 開 
か れる 音楽 会 の 中 か ら 、 演 目 、 出 演 
予定 の アー ティ スト な ど を チェ ッ 
ク し て 厳選 し まし た 。 選りすぐっ た 
珠玉 の 公演 を 本 場 の 劇場 で お 楽し 
み 下 さい 。 

金 音楽 鑑賞 を 中 心 に 組ん だ 日 程 
観劇 に 主眼 を お き 、 毎 日 の 観光 は 他 の テー マ 以 上 に ゆとり を 持た せ 、 観 
劇 の 日 は 午後 また は 終日 自由 行動 と し て お り ま す 。 


人 「 良 い お 席 」 の 確保 に 力 を 入れ て いま す 
どの 席 で ご 鑑賞 いた だ く の が ベス ト か を 常 
に 考え 、 こ れ ま で 培っ て きた コネ クシ ョ ン 
を も と に 良い お 席 を 提供 させ て 頂き ます 。 


希少 価値 の 高い チケ ッ ト 付 コー ス NN の 
一 般 に は 入手 が 難し い 人気 の 公演 の チケ ッ ト が 含ま れ て いる コー ス を 
多数 設定 し て お り ま す 。 

※ 音 楽 会 時 の 服装 や 、 お 席 な どの ご 案 
い 。 


内 に つい て P28 も あわ わせ て ご 覧 くだ さ 


専門 講師 同行 の 旅 学ぶ 楽し み ・ 知 る 講 び “" 本 物 " に 出逢う 


専門 講師 が ツア ー に 同行 、 多 彩 な テー マ で 学び ・ 楽 し お 
美術 、 音楽 は わ ちろ ん 、 さ ら に 建築 や 歴史 、 美 食 な ど 、 再 門 分 野 の 講 
師 が 同行 し 、 見 学 箇所 で 丁寧 か つ 分 か りや すい 解説 を 致し ます 。 テ ー 
マ 旅 行 を 最も 追求 し た 旅 と 言え る で し ょ う 。 


@⑥7horses - stock.adobe.com/jp 


スハ イキ ング ・ . 自 然 稚 察 の 旅 雄大 な 自然 に 出逢う ー 


旬 の 時 期 を 中 心 に 設定 し た 、 シ ニア の た め の ゆ と りあ る 行程 
「 ゆ と り を 最 優先 ] と し た ルー ト で 自然 を 楽し みな が ら ゆ っ た り 歩 きま す 。 
初心 者 で も 楽し め る 自然 観察 や 簡単 な ウォ ー キ ング か ら 、 ハ イキ ング 、 ト レッ キン グ ま で 多彩 な ライ 


ン ナ ッ プ を 揃え て お り ま す 。 


充実 の 講師 陣 
今回 の パン フレ ッ ト で は 右 
記 講 師 に ご 同行 頂く 旅 を ご 
用 意 い た し まし た 。 

※ ( ) は ご 専門 の 分 野 

※ コ ー ス 詳細 は 掲載 ペー ジ 
を ご 覧 くだ さい 。 


塚本 博 氏 池田 健 
(イタ リア 絵画 P.12) (ロマ ネス クノ 術 P.18) 


條 名 


山本 乃子 Mel 中 俊明 氏 
本 軒 築 (日 中 韓 交流 史 ) 


as 


さら に 今後 も 右記 講師 を 
始め 、 様 々 な 専門 講師 同 
行 の 旅 を 予定 し て お り ま 
す 。 ご 期待 下さ い ! 

※ ( ) は ご 専門 の 分 野 


※ こ の 度 の 秋冬 の パン フレ ッ ト に は 含ま れ て お り ま せん が 、2023 年 春 夏 に 設 


E を 予定 し て お り ま す 。 ご 期待 下 


さい ! 


@⑥Bergfee - stock.adobe.com/jp 
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駅 舎 を 改装 し た パリ ・ オ ル セ ー 美 術 館 


| その 国 の 魅力 ・ 歴 史 ・ 文 化 を 深く 知る 日 程 


| 
人 気 ス ポッ ト の 見 学 は も ちろ ん で す が 、 通 常 の ツア ー で は な か 
な か 訪れ る こと の な い 小 さ な 街 や 美術 館 な ども 訪ね ます 。 単 に 
多く の 見 学 箇所 を 巡る の で は な く 、 そ の ツア ー の テー マ に 則 し 
て 訪問 科 所 を 選定 。 そ の 分 、 十 分 に 時 間 を か け て 見 学 し ます 。 
歴史 的 ・ 芸 術 的 に 価値 の 高い "本物 ′" に 出逢う こと で 、 そ の 日 : Sa 
の 本 当 の 魅力 を 味 わ りえ る こと で し ょ う 。 。。。 イタリ ア ・ ト スカ ー ナ 地方 の 美和 都市 アレ レッツ ォ の グラ ン テ 広場 


@bbsferrari - stock.adobe.com/jp 
| テー マ に 詳し い 現 地 ガ イド を 選定 


見 学 時 は 各 テ ー マ に 関し て 詳し い 知 識 を 持つ 現地 ガイ ド を 選定 し て お り ま す 。 
丁寧 か つ 分 か りや すい 解説 を 聴く こと で 、 よ り 深 い 鑑 賞 を お 楽し み ] 頂 け ま す 。 


連 泊 中 心 の ゆとり ある 日 程 


の お 荷物 の 整理 が 必要 な い 連 泊 中 心 で 、 適度 に 自由 行動 も 取り 入れ て お り ま す 。 1 都市 3 ~ 5 連 泊 の 滞在 型 コ ー ス 
も 多数 ご ざい ます 。 そ の 街 に 「 暮 ら す ] よう な 感覚 で 旅 を お 楽し み 下 さい 。 


少 人 数 限定 、8 名 様 か ら 催行 、 最 大 16 名 様 


じっくり と 見 学 ・ 和 鑑賞 を お 楽し み 頂 く た め 、8 名 様 か ら (音楽 の 旅 は 6 名 様 か ら ) ツア ー を 催行 、 最 大 16 名 の 


少 人 数 設定 と し て お り ま す 。 コ ー ス に よっ て は 少 人 数 だ か ら こ そ 見 学 で きる 特別 な 訪問 筒 所 へ ご 案内 致し ます 。 


街 歩 き を 楽し め る ホテ ル 


ヨー ロッ パ は 街 そ の も の が 「 文 化 ]。 そ の 文化 を 味わう た め 、 ホ テル は 上 H 市 街中 心 
部 また は 駅 近く に 位置 する 4 ツ 旦 クラ ス 以上 を ご 用 意 し て お り ま す 。 観光 に も 自 
貼 行動 時 の 散策 に も 便利 な ロケ ーション で す 。 ま た 、 さ ら に ゆとり ある 滞在 を ご 
希望 の 方 の た め に 、 コー ス に よっ て は go 久 良 4 の ルム 42) 


| ます (ジュ ニア スイ ー ト 等 、 広 さ 39 ~ 52m う 較 : 滞 acka の iR フィ レン ツェ 上 上 市街 中心 部 の ホテ ル 「 ア ドリ アテ ィ コ ] 
ジュ ニア スイ ー ト ルー ム (40m2) 


お 料理 の 一 例 (イメ ー ジ ) 
@denira - stock.adobe.com/jp 


| お 食事 
地方 料理 ・ 卿 土 料理 は その 国 の 風土 に 育ま れ た ーー つの 文化 | 
と いえ ます 。 そ の 国 な ら で は の お 料理 を 、 味 は も ちろ ん 、 雰 
囲 気 も 含め て お 召し 上 が り 下 さい 。 地元 の 人 で 賑わう お 店 | 
か ら 伝 統 的 な 老舗 レス トラ ン 、 時 に は 高級 店 まで 、 パ ラ エ | 
ティ に 富ん だ レス トラ ン を 選定 し て お り ます 。 
また 、 せ っ か く の お 料理 を 美味 し く お 召 し 上 が り 頂く た め 、 
お 腹 が 重く な ら な いよ う 、 あ えて お 食事 を 付け て いな い 
も ご ざい ます 。 そ の 際 は 、 も ちろ ん 添乗 員 が 皆様 の ご 質問 ・ 


ご 要望 に 対応 致し ます の で ご 安心 下さ い 。 天井 装飾 も 見 事 な 計 ks ヨ 
オル セー 美術 館内 の 年 菩 
レス トラ ン 


| 安心 の 添乗 員 同行 

| 
旅 を 楽し く 演 出す る と と も に 、 旅 行 時 の 安全 管理 に 努め ます 。 現地 の 知識 や 経験 を 積ん で いる の は も ちろ ん で 
す が 、 一 番 大 切な "お も て な し の 心 ” に あぶ れ た 添乗 員 が ご 一 緒 さ せ て 頂き ます 。 


| 自由 行動 時 も 安心 ! 添乗 員 は ツア ー ア ドバイ ザー 

| 

自由 行動 ・ 自 由 食 の 時 は 、 添 乗員 に ご 相談 下さ い 。 様 々 な ご 提案 や アド バイ ス 
を させ て 頂き ます 。 添乗 員 か ら も お 勧め 観光 スポ ッ ト や レス トラ ン 等 を ご 案内 
し て 、 ご 希望 の 方 と ご 一 緒 致し ます 。 


カフ ェ や レス トラ ン が 並ぶ 
フィ レン ツェ の 街角 


コー スラ イン ナッ プ 


コー ス 名 
時 を 越え て 輝く ロー マ に 5 連 泊 ! 周辺 の 古都 ・ 世 界 遺 産 も 訪ね る 
ロー マ 徹 底 探訪 7 日間 
フィ レン ツェ 上 市 街 5 連 泊 ルネ サン ス 時 代 の 街並み を 歩き 、 一 級 の 芸術 に ふれ る 旅 
フィ レン ツェ 美術 散歩 7 日 間 
マドリ ー ド 4 連 泊 & バ パ バルセロナ 3 連 泊 ! 「 個 性 の 国 ] スペ イン 美術 ・ 建 築 を 満喫 
滞在 マドリ ー ド & バ ル セ ロ ナ スペ イン 芸術 紀行 8 日 間 
パリ 中 心 部 に 5 連 泊 ! 芸術 の 都 パ リ の 名 画 ・ 名 美術 館 を 訪ね る 
パリ 美術 館 め ぐり 7 日 間 
パリ ・ オ ペラ 座 ガ ル ニ エ 宮 と オペ ラ ・ バ パ バスティーユ 
2 つの 歌劇 場 パリ 音楽 の 旅 6 日 間 
ウィ ー ン 国立 歌劇 場 ヒ と ウィー ン ・ フ ォ ル クス オー パー 
オペ ラ 堪 能 ウィ ー ン 音楽 の 旅 6 日 間 
ウィ ー ン 楽 友 協会 大 ホー ル 《 黄 金 の 問 》) と ウィ ー ン ・ コ ン ツ ェ ル ト ハ ウス 
オー ケス トラ 演奏 会 坦 能 ウィ ー ン 音楽 の 旅 6 日 間 ・7 日 間 
ベル リン 国立 歌劇 場 オ ペラ 公演 と ベル リン ・ フ ィ ル ハー モニ ー 管 弦楽 団 演奏 会 
至高 の 響き ベル リン 音楽 の 旅 6 日 間 
フィ レン ツェ と ロー マ に 滞在 し て じっくり と イタ リア 美術 を 味わう 
塚本 博 氏 (美術 史家 ) 同行 フィ レン ツェ 美術 と ロー マ の 至宝 9 日 間 
陽 礁 の 南 フ ラン ス で ロマ ネス 美術 に ぬれ る 
池田 健二 氏 (美術 史家 ) 同行 プロ ヴァ ンス ・ ロ マネ スク の 休日 10 日 間 


イタ リア | 10 ペー ジ 


スペ イン | 14 ペー ジ 


ォ - ス トリ | 22 ペー ジ 


ォ ー ス トリ ア | 24 ペー ジ 


ドイ ツ |26 ペー ジ 


イタ リア | 12 ペー ジ 


安心 ・ 快 適 な 旅 の た め に 


ご 予約 後 の ご 相談 快適 な バス 移動 
現地 の 気候 や 服装 に 関す る ご 質問 、 自 由 行 動 の 過 | 移動 距離 100km を 
ご し 方 な ど 、 経験 豊富 な 添乗 員 ま た は ロイ ヤル ロ | 超え る 移動 は バス の 
ー ド 銀座 スタ ッ フ が 詳し く お 応 え し ます 。 お 気軽 座席 を お 1 人 様 2 席 ご 


に お 問い 合わ せく だ さい 。 (お 問合せ の 際 は 、 コ ー ス 
番号 、 ご 出発 日 、 お 名 前 を お 申し 出 く だ さい ) 


電話 :03-6731-7660 間 人 計 誠 (0 


添乗 員 ま た は スタ ダ ツブ か ら の ご 反 拶 


ご 出発 の 約 1 ヶ月 前 に は 同 
行 す る 添乗 員 ま た は ロイ 
ヤル ロー ド 銀 座 ス タッ フ 
か ら 、 ま た ご 出発 の 約 1 週 
間 前 に は 添乗 員 か ら お 人 荷 
物 の 準備 や 最新 情報 を 電 
茜 ま た は メー ル で ご 運 絡 いた し ます 。 ご 参加 アン 
ケー ト に 書か れ た ご 要望 や ご 心配 ご と な ど お 気 軽 
に ご 相談 くだ さい 。 

※ 不 要 な 場合 は あら か じ め JTB ロ イヤ ル ロ ー ド 銀座 スタ ッ フ また は お 申込 み 
の 販売 店 に お 知ら せく だ さい 。 


航空 機 の 座席 の 希望 を 承り ます 


日 本 発着 便 に つい て 、「 前 方 ] 「 後 方 」「 窓 側 ] 「 通 
路側 ]」 の ご 希望 を 承り ます 。 ツ アー の お 申込 時 に 
ご 希望 を お 申し 出 く だ さい 。 確約 は いた し か ね ま 
す が 、 ご 希望 に 添え ます よう に 手配 努力 いた し ます 。 


※ 出 発 日 の 前 日 か ら 起 算 し て 90 日 前 まで の お 申込 み の お 客 様 が 優先 と な り ま 
す 。 


お 人 荷物 は 往復 宅配 サー ビス で 


ご 自宅 ~ 国 際 線 発着 空港 間 
の 往復 で スー ツケ ー ス 
( お 1 人 様 1 個 ・30kg 以 内 ) 
の 宅配 サー ビス を ご 利用 い 
た だ け ま す 。 


用 意 し 、 走 行 時 間 約 
2 時 間 に 1 回 トイ レ 休 
題 を 取り ます 。 

ロー マ の 旧 市 街 で は ミ 


ニ バ ス を ご 用 意 。 狭い 路地 
で も 効率 的 な 観光 が 可能 で す 。 


イヤ ホ ボン で ご 案内 


混雑 する 観光 地 で は 、 は っ きり と ガイ ド の 説明 が 
耳元 で 聞こ える よう に イヤ ホン (受信 機 ) を 利用 し 
て ご 案内 し ます 。 


※ 一 部 、 該 当 し な い コ ー ス が あり ます 。 


昼食 ・ 夕 食 時 は 


ミネ ラル ウォ ー タ ー、 ぁ gV? 
夕食 時 は Ng 
コー ビー また は 紅茶 も ご 用 意 


各種 アレ ンジ 、 別 手配 も 承り ます 


現地 で の 延 泊 や 途中 離 団 、 お 部 屋 の アッ プ グ レー 
な ど 、 各 種 ア レン ジ も 承り ます 。( 別 料金 ) 


ご 帰国 前 PCR 検 査 を サポ ー ト 


言葉 の 心配 が ある 海外 で の 「 日 本 ご 帰国 前 の PCR 
検査 ] は ツア ー 日 程 中 に ご 案内 し ます 。 

また 、 そ の 際 検 査 に か か る 費用 は ロイ ヤル ロー ド 
銀座 で 負担 し ます 。 


※ 当 パン フレ ッ ト 作 成 時 点 で は 、 日 本 へ の 帰国 便 搭乗 前 に 、 日 本 政府 が 求め 
る PCR 検 査 の 陰性 証明 の 取得 が 必要 と な り ま す 。 上 記 の サポ ー ト は 旅行 実 
施 時 点 で も 継続 され て いる 場合 に 限り ます 。 


お 申込 みか ら こ ご 帰国 後 ま で の 流れ 


お 電話 また は ウェ ブサ イト 、 ま た お 近く の 販売 店 に て お 申込 み が 可能 
で す 。 


現地 の 気候 や 服装 に 関す る ご 質問 、 自 由 行 動 の 過ごし 方 な ど 、 経 験 豊富 な 
添乗 員 ま た は ロイ ヤル ロー ド 銀 座 ス タッ フ が 詳し く お 応 え し ます 。 


出発 日 の 60 日 前 40 日 前 頃 に 催行 状況 を お 知ら せ し ま す 。 
※ ウ ェ ブ サイ ト 「 催 行 決定 ・ 催 行 予定 お すす め ツ アー」 で も ご 確認 いた だ け ま す 。 
※ 最 少 催行 人 員 に 満た な い 場合 な ど 、 ツ アー が 中 止 に な る 場合 が び ざ い ます 。 


催行 決定 後に 、 ご 旅行 に あたっ て の 必要 事項 や ご 要望 を お 聞き する [ご 参加 
お 伺い アン ケー ト 」 を お 送り し ます 。 


靖 
添乗 員 ま た は 出発 日 の 約 1 ヶ月 前 か ら 順 次 、 添 乗員 また は ロイ ヤル ロー ド 銀 座 ス タッ フ 


スタ ッ フ の に ご 挨拶 が お 電話 を いた し ます 。 ツ アー 内 容 の ご 質問 な ど お 気軽 に ご 相談 下さ い 。 


ゃ ma 
Y 
* 
間 
ャ 


_ 最 終日 程 表 出発 日 の 約 2 週間 前 に 、 利 用 する 航空 便 名 や ホテ ル 名 が 記載 され た 最終 
の お 届け 日 程 表 ( 旅 の し お り ) を お 届け し ます 。 
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出発 日 の 約 7ー3 日 前 を 目安 に お 電話 等 に て ご 旅行 出発 前 の 最終 の ご 挨拶 


< 天 語 か 志 
| 六 乗員 か の と ご 案内 を いた し ます 。 旅 行 前 の 準備 に つい て も 丁寧 に ご 案内 し ます の で 
最終 案内 


安心 し て ご 出発 を お 迎え いた だ け ま す 。 


空港 の 集合 カウ ンタ ー 前 で 添乗 員 が お 出迎え し ます 。 


添乗 員 は 、 お 客 様 に 心から お 楽し みい た だ ける よう 、 お 一 人 ひと り の ご 要 思 
実現 の た め 精 一 杯 お 手伝い を いた し ます 。 気 候 や 体調 に 合わ せ た 対応 も 可 
能 で す 。 


4 


た き 紀 次 回 の ご 帰国 後 、 次 回 の 旅行 を ご 検討 の 際 は 、 お 気軽 に 同行 し た 添乗 員 や 担当 者 に 
記 ) ご 旅行 相談 ご 相談 くだ さい 。 


美術 館 鑑 賞 の 旅 
時 を 越え て 灯 く ロー マ に 5 連 泊 ! 周辺 の 古都 ・ 世 界 遺 産 も 訪ね る 


ロー マ 令 辰 探訪 


ーー ーーーーーー 


ま ae 
ボル ゲー せ 美 術 館 「 プ ロ セ ル ピ ナ の 略奪 ] ベル ニー ニ 作 
@⑥TravelFlow - stock.adobe.com/jp 


カト リッ ク の 総本山 ・ サ ン ピ エ トロ 大 聖堂 ヴァ チカ ン の らせん 階段 
@Alexander Agulyansk - stock.adobe.com/jpy 


バ ロ ッ ン 美術 の 殿堂 ボルゲーゼ 美術 館 (s 日 自 ) 


全 ロ ー マ に 滞在 5 連 泊 


・ 歴代 ロ ー マ 教 宇 の 至宝 が 集う ヴァ チカ ン 市 国 は じっくり 終 1 

凍 ま 3 ゼ 人 園内 に ある 完全 了 約 制 の 珠 

・ バ ロッ ク 美 術 の 殿堂 ボル ゲー ゼ 美 術 館 や ロー マ 市 内 を 彩る 。 の プラ イベ ー ト コレ クシ ョ ン 。 わ 

珠玉 の 教会 や 広場 も 訪ね ます 。 SR 

の 高い コレ クシ ョ ン は イタ リア 有 

ロー マ 市 内 で は ミニ パス 利用 MO 

小回り の きく ミニ パス な ら 大 型 パス で は 入れ な い 狭 い 道 も 進 "な パロ ッ グ の 左 堂 ポル ゲー ゼ 美 条 

め て 、 徒歩 移動 の 負担 も 少な く な り ます 。 0 
※2 台 で の 分 来 と な り 、1 人 2 席 で は な い 場 合 ご ざい ます 。 で も 特に 傑作 の 誉れ 高い 「 ア ポロ ポル ダー 和 


@fabiomax - stock.adobe.com/jp 


ン と ダフ ネ ] を は じ め 、 絵 画 部 門 
ロー マ か ら 足 を の ば し て 、 郊 外 の 世界 遺産 や 絶景 の 村 も 訪問 で は カラ ヴァ ッ ジ ョ [果物 籠 と 少 
年 ] な ど 充実 の 作品 群 を じっくり 


最小 の 国家 に 集う 最高 の 美術 ・ ヴ ァ チ カン ” 美 術 館 sm" 


16 選 紀 始 め 教 宇 ユリ ウス 2 世 が 自身 の コレ フシ ョ ン を ヴァ チカ ン 宮 
内 に 配置 し た の が 始ま り で 、 以 後 、 歴 代 ロ ー マ 教 皇 の 郊 集 品 を 展示 す 

る 世界 最大 級 の 美術 館 ・ 博 物 館 。 了 上 

広大 な 美術 館 の ハイ ライ ト と いえ る 「 ラ ファ エロ の 間 」 と 「 シ ス ロー マ か ら 定 を の ば し て 


ティ ー ナ 礼拝 堂 ] は も ちろ ん 、 ダ ・ ヴ ィ ン チ や カラ ヴァ ッ ジ ョ の 傑作 古代 ロー マ の 美 と 絶景 の 村 を 堪能 (2 日 委 ) 
名 画 が 並ぶ 「 ピ ナコ テカ (絵画 館 ) 」 も 見 学 し ます 。 


ロー マ 時 代 か ら 多く の 貴族 た ち に 愛さ れ 
こ 自然 豊か な 保養 地 テ ィ ヴ ォ リ 。 世界 遺 
産 の ヴィ ッ ラ ・ ア ドリ アー ナ で は 、 ハ ド 
リア ヌス 天 が 広い ロー マ 帝 国 を 旅 し て 見 
た 、 素 晴らし い 建 造物 や 景観 を ここ に 再 
現し まし た 。 


また 、 エ トル リア 時 代 か ら の 歴史 を 持つ 
街 な が ら 、 個 人 で は 訪ね づら い 「 天 空 の 
街 ] チ ヴ ィ タ ・ デ ィ ・ バ パ バー ニョ レッ ジョ 
も 訪ね ます 。 


シス ティ ー ナ 礼拝 堂 の 天井 フレ スコ 画 「 ア ダム の 創造 ] ミケ ラン ジェ ロ 作 
@⑥Massimo Pizzotti - stock.adobe.com/jp 


「 天 空 の 街 ] チ ヴィ タ ・ デ ィ : バ ー ニ ョ レッ ジョ 


ロー マ 市 民 も お 気に入り の 広場 ・ ナ ヴォ ナ 広 場 @BRIAN_KINNEY - stock.adobe.com/jp 


大 地 の 恵 み を じっくり 味わう 

「 ア グリ ツー リズ モ 」 (日 目 昼食 ) 

ロー マ の 喧騒 か ら 離 れ て 、 大 地 の 恵 み を 味 

わい まし ょ う 。 大 都会 ロー マ て と は 違っ た の 困 誰 

ん びり と し た 時 間 が 流れ ます 。 自然 に 囲ま れ た アグ リツ ー リ ズ モ 
( 


空 撮 - イ メー ジ ) 


小 粋 な トラ ッ ト リ ア 「 ポ レー ゼ 」 
(5 日 目 昼食 ) 

ボル ジア 家 の 邸 宅 と し て も 使わ れ た こと の 
ある 、 歴 史 あ る 建物 を 利用 し た トラ ッ ト リ 
ア 。 ロ ー マ ら し い 、 気 楽 な 夫 囲 気 で す 。 伝 統 
の ロー マ 料 理 を どう ぞ 。 


の 
@⑥trattoria polese 


) 内 は グレ ー ド 


ロー マン ベ ッ ト イ ア ・ メ ディ テラ ネオ (の ) 
国立 オペ ラ 座 や テル ミニ 駅 に も 近く 、 観 
光 に も 街 歩 き に も 便利 な 位置 に 建つ アー 
ル デ コ 調 の 4 ツ 星 ホ テル 。 


お 部 屋 の グレ ー ド アッ プ の 
アレ ンジ も 承り ます 
スイ ー ト ルー ム ( 約 40 一 45m) 


お 部 屋 の 一 例 


※ お 問い 合わ せい た だ いて か ら の 手配 と な り ま す 。 満 室 で 確保 で き な 
い 場 合 も ご ざい ます 。 予め ご 了承 くだ さい 。 


利用 予定 航空 会 社 : ル フト ハン ザ ドイ ツ 航 空 (LH) プス イス イン ター ナシ ョ ナル エア 
ライ ンズ (LX) ANA(NH) ノエ ー ル フラ ンス 航空 (AF) 
計ら の 1 


依 添 乗員 : 同 行 し ます 。 

最少 催行 人 数 :8 名 様 (定員 16 名 様 ) 

ilK シェ ン ゲ ン 協 定 加盟 国 出国 時 3 ヶ月 以上 、 未 使用 査証 欄 見 開き 2 
ペー ジ 以 


旅行 代金 (1 名 様 /2 名 1 室 利用 ) 


コー ス No.112T7 


ミー クラ 上 級 ょ sy 計 
出発 日 遇 l/ 革 コ の の エミ ニク ラッ ビジ ネス クラ ス 


11 月 21 日 衣 発 798.000 円 1.008,000 円 1.288,.000 円 
3 月 13 日 衣 発 828,000 円 1.038,000 円 1.318,000 円 
1 人 部 屋 利用 追加 代金 78,.000 円 (ダブ ル ) 


※1 人 部 屋 利用 追加 代金 は 個室 を 確保 する た め の 代金 で あり 、 グ レー ドア ッ プ の 差額 で 
は あり ませ ん 。 

※ ビ ジネス フラ ス 、 上 級 エ コノ ミー クラ ス の 利用 区 間 は 、 東 京 一 欧州 内 乗 継 都市 間 の 往 
復 と な り ま す 。 

※ ビ ジネス クラ ス 、 上 級 エ コノ ミー クラ ス の お 席 は お 問合せ 頂い て か ら の 手配 と な り ま 
す 。 満 席 で 確保 で き な い 場合 も ご ざい ます 。 予 め ご 了承 下さ い 。 

人 旅行 代金 に は 燃油 サー チャ ー ジ 、 宿 泊 税 を 含み ます 。 
※ 今 後 、 金 額 が 変動 し て も 差額 の 徴収 や 返金 は ど び ざ い ませ ん 。 予 め ご 了承 下さ い 。 

金 空港 税 等 ( 約 14.420 円 ・22 年 6 月 1 日 現在 ) を 販売 店 に お 支払 いく だ さい 。 

※ 今 後 の 為 替 の 変動 な ど に より 、 空 港 税 等 は 増 また は 減 と な る 場合 が あり ます 。 予 め ご 
了承 下さ い 。 


(08:30 一 12:15) 羽田 また は 成田 テ 欧 州 内 乗 継 都市 テロ ー マ 


ロー マ 到 着 後 、 ホ テル へ 。 


[ロー マ 泊 ] 団 球 


郊外 に 残る 古代 ロー マ の 美 と 絶景 の / 村 へ タ 
ロー マ 器 ティ ヴォ リ 唆 チ ヴ ィ タ ・ デ ィ ・ バ パー ニョ レッ ジョ 中 ロ ー マ 
語 叶 世界 遺産 ティ ヴォ リ の ヴィ ッ ラ ・ ア ドリ アー ナ 入場 ) へ 。 
賢 益 の 一 人 ハドリアヌス 芝 に よっ て 造ら れ た 別荘 を 見 学 し ます 。 

の 硬 傘 罰 ア グリ ツー リズ モ に て 、 滋 味 豊 か な 料理 を お 召し 上 が り 
監 詳 | 死に ゆく 街 ] と 呼ば れる 本 当 に 小さ な 村 チ ヴ ィ タ ・ デ ィ ・ 
バー ニョ レッ ジョ へ 。 断 崖 絶 礎 の 上 に ポッ ン と 残さ れ た 小さ な 村 の 
住人 は 現在 20 人 程度 。 そ の 独特 の 景観 は 「 天 空 の 村 」 と も 呼ば れ 
て いま す 。 


[ ローマ 泊 ] 敢 IolI8 


小国 ヴァ チカ ン の 大 いな る 至宝 ロー マ 滞 在 
展 編 訓 ヴ ァ チ カン 博物 館 ( 入 場 ) を じっくり 見 学 。 ラ ファ エロ 『 キ リス 
ト の 変容 』 な ど 傑 作 を 所 蔵 する 総 画 館 (入場 )、 古 代 彫 刻 の ピオ * 
クレ メン ティ ー ン 美術 館 ( 入 場 ) 様々 な ギャ ラリ ー を 通り ラフ ァ エ 
3 ロ の 間 ( 入 場 ) へ 。 最 後に は シス ティ ー ナ 礼拝 堂 (入場 ) を ご 覧 頂 
きま す 。 ゆ っ くり と ご 覧 いた だ く た め に 、 昼 食 は ヴァ チカ ン 内 カフ ェ に て 
ご 自由 に お 取り 下さ い 。 そ の 後 、 カ トリ ッ ク の 総本山 サン ピエ トロ 聖 
堂 (入場 ) へ 。 見 学 後 、 テ ヴェ レ 川 に 架かる サン タン ジェ ロ 橋 より サン 
タン ジェ ロ 城 (外観 ) を 眺め ます 。 


天 宙 4ー ロ 


[ロー マ 泊 ] 


ロー マ の 休日 ロー マ 清 在 
4 開国 = 自由 行動 。 バ ス ・ 地 下 鉄 な ども 上 手 く 使っ て 街 を 散策 し 、 あ な 
た だ け の ロー マ を お 楽し み 下 さい 。 


[ロー マ 泊 ] 要 


バロック の 都 ロ ー マ タ ロー マ 少 在 
馬主 時 ボル ゲー ゼ 美 術 館 ( 入 場 ) に て ベル ニー ニ を 始め と し た バ 

ロッ ク の 傑作 を 鑑賞 。 そ の 後 、 彼 が 内 装 を 手がけ た サン タ ・ マ リア 

・ デ ル ・ ポ ポロ 教会 (入場 ) を 訪ね ます 。 

5 トラ ッ ト リ ア 「 ポ レー ゼ 」 に て 伝統 的 ロー マ 料 理 を どう ぞ 。 
馬 語 華 豚 な バロック の 噴水 に 彩 ら れ た ナ ヴ ォ ナ 広 場 (下車 ) を 
散策 し ます 。 そ の 後 、 ル ー ベ ンス が ロー マ 江 在 の 集大成 と し て 祭壇 
画 を 描い た ヌ オ ー ヴ ァ 教会 (入場 ) を 見 学 し ます 。 

[ロー マ 泊 ] 飛 


6 (07:30 一 15:35) ロー マ # 欧州 内 乗 締 都 市 テ 


[機内 泊 ] 小 


ッ (08:10 一 16:45) 羽田 また は 成田 


小 


※ 欧 州 内 乗 継 都市 は フラ ンク フル ト 、 ミ ュ ン ヘン 、 チ ュー リヒ 、 パ リ の いずれ か と な り ま 


※6 日 目 は 早朝 出発 に な る 場合 が あり ます 。 そ の 場合 、 朝 食 は 軽食 を ご 用 意 し ます 。 

※ 各 美術 館 の 絵画 が 予告 な し に 修復 や 貸出 に な る こ が あ り ま す 。 ま た 、 館 内 ガイ ド が 禁止 
され て いる 美術 館 で は 自由 鑑賞 と な り ま す 。 予 め ご 了承 下さ い 。 

※ 各 教会 が 宗教 行事 等 の 理由 で 急速 人 場 で さき なく な る こと が あり ます 。 その 場合 は 外観 見 
学 の み と な り ま す 。 予め ご 了承 下さ い 。 

※ 現 地 事情 に より 、 日 程 を 入れ 替え て ご 案内 する 場合 が ご ざい ます 。 

※ 記 載 の レス トラ ン は 、 急 な 休業 、 貸 切 等 の 理由 で 、 他 の 同等 クラ ス の お 店 に ご 案内 させ て 
頂く 場合 が ご ざい ます 。 


サン タ ・ マ リア ・ デ ル ・ ポ ポロ 教会 内 、 ラ ファ エロ が 設計 し た キー ジ 礼 拝 党 
⑥e55evu - stock.adobe.com/jp 9 


対 
トー 


氏 
具 
(の) 
旅 


美術 館 鑑 賞 の 旅 
ルネ サン ス 時 代 の 街並み を 歩き 、 一 級 の 芸術 に 触れ る 旅 


フィ レン ツェ 美術 散歩 


用 


ルネ ッ サ ンス が 菊 る 
ー フ レス コ 画 一 修復 工房 見 学 (e 頒 


る フィ レン ツェ 上 市 街 の 中 心 部 に 滞在 5 連 泊 
ルネ サン スズ 絵 男 の 騰 党 ウ フィ ッ ツ ィ 雲 休館 を じっくり 見 学 。 。 給 画 第 芝 と いえ ば 美術 館 や 教会 訪 問 に な り ま す が 、 世 界 的 芸術 を 守り 
文 ガ イド と 共に 主要 作品 を 鑑賞 の 後 は 、 館 内 で 解散 し て 自由 行動 。 ご 自身 の ペ 寺 ン パ らい で 寺 ココ デ 家 が 和 建て た 
ー ス で お 気に入り の 作品 を ご 第 賞 下 さい 7 有 続け る フ イ 0 エ な うら では の 特 別 見 学 と と の 人 

バッ ン 要 塞 の 修復 工房 を 訪問 し ます 。 フ レス コ 画 な どの 修復 解説 を お 


久 「 受 胎 告 各 ] の サン マル ニコ ユ 美 術 館 や 聞き いた だ き 、 実際 に 修復 現場 を ご 覧 いた だ く な か で 、 美 の 奥深 さ を 
「 ダ ヴィ デ 像 ] の アカ デミ ア 美 術 館 も 見 学 実感 し て いた だ ける こと で し ょ よう 。 


さら に 、 ア ル ノ 川 を 渡っ た 左岸 に 建つ 建物 自体 が 美術 品 と い 
える 壮麗 な パラ ティ ー ナ 美術 館 も 訪ね ます 。 


今 責 重 な フ レス コ 画 の 修復 工房 を 訪問 
ルネ サン ス 美 術 を 守る 職人 た ちの 技 と 心 に ふれ ます 。 


多 画 聖 ピ エロ ・ デ ラ ・ フ ラン チェ スカ の 傑作 も 鑑賞 し ます 


ラ ィ レン ツ ツ ェ か ら 足 を の ば 暫 で 修 後 の 風景 ( イ メー ジ )@Opificio delle Pietre Dure 
ES の ラッ フラ ンチ ョ ス 70 の ラフ ァ エ ロ の 名 画 と 華 股 な 室内 装飾 
聖 十字架 伝説 』 に 出会う 2B 到 パラ ティ ー ナ 美術 館 (5 人) 


ルネ サン ス の 偉大 な 芸術 家 、 ピ エロ ・ 9 5 ヴェ ッ キ オ 橋 を 渡っ た アル ノ 川 の 西岸 に 堂々 と 建つ メデ ィ チ 家 の 宮 殿 
デラ ・ フ ラン チェ スカ 。 ア レッ ツ ォ の サ Ne ピッ ティ 宮 の 中 に ある 美術 館 。 豪 華 な 内 装 の 室内 に は 、 多 数 の ラフ ァ 
ン ・ フ ラン チェ スコ 教会 や 門外 不 出 の 生計 5 エロ 作品 を 始め と し た 名 画 コ レフ ショ ン が 飾ら れ て いま す 。 

出産 の 聖母 | が ある モン テル キ 、 生 地 正 


サン セ ポ ボル クロ の 市 立 美術 館 で は 、 彼 の 
傑作 の 数 々 を ご 覧 いた だ け ま す 。 特に 約 
15 年 に 及 記 修復 を 終え た サン ・ フ ラン 
チェ スコ 教会 の 連作 フレ スコ 画 「 聖 十字 
架 伝説 』 は その 様式 の 厳格 さと 色彩 の 素 
晴らし さゆ え に 、 イ タリ アル ネ サ ンス に 
お ける 最も 重要 な 作品 の 一 つと され て い 
ます 。 


- 電 一 
アレ ッ ツ ォ サン フラ ンチ ェ ス コ 聖 党 「 聖 十字 架 伝 説 ] パラ ティ ー ナ 美術 館 
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サン マル ニコ 美術 館 「 受 胎 


Restaufant や で で Per ae 
フィ レン ツェ 市 民 に も 人 気 の 2 // 
| ダ ・ リ ノ ]| (3 日 目 昼食 ) 

フィ レン ツェ 地元 っ 子 も お 気に入り の レス 
トラ ン 。 指 揮 者 の 小澤 征爾 さん も フィ ン レ 
ン ツ ェ へ 来る と 必ず 利用 し て いま し た 。 
フィ レン ツェ 名 物 ビ ステ ッ カ を お 召し 上 が 
りく だ さい 


告知 | フラ ・ ア ンジ ェ リ コ 


@Historante da Lino 


ーー プーペ プー で の で っ ト の e 


) 内 は グレ ー ド 
フィ ピー プラン * ホ テル ・ ア ドリ アテ ィ コ (A) 

還 是 街 の 中 心 部 に 5 連 泊 ! 
サン タ ・ マ リア ・ ノ ヴェ ッ ラ 地区 の 川 
沿い に 建ち 、 ヴ ェ ッ キオ 橋 や ドゥ オモ に 
も 徒歩 較 内 の ホテ ル で す 。 


Hotel : 


お 部 屋 の グレ ー ド アッ プ の 
アレ ンジ も 承り ます 
ジュ ニア スイ ー ト ルー ム ( 約 40m) (お 部 屋 の 一 例 ) 


※ お 問い 合わ せい た だ いて か ら の 手配 と な り ま す 。 満 室 で 確保 で き な 
い 場 合 も ご ざい ます 。 予 め ご 了承 くだ さい 。 


人 づ 5 と ん ず ナー う 人 う コ ミ 
還 (08:30-12:15) 羽 田 ま た は 成田 テ 
欧州 内 乗 継 都市 史 フ ィ レ ン ツ ェ 
刷 フィ レン ツェ 到着 後 、 ホ テル へ 。 
[フィ レン ツェ 泊 ] 味 陵 
| く ピ エロ ・ デ ラ ・ フ ラン チェ スカ の フレ スコ 画 を 坦 能 
フィ レン ツェ 器 アレ ッ ツ ォ 吾 サン セ ポ ルク ロ 到 モ ン テ ル キ 政 
フィ レン ツェ 
馬 語 時 専用 バス に て アレ ッ ツ ォ へ 。 
し 、 傑 作 フ レス コ 画 「 聖 十字 架 伝説 』 を 1 
2 症 (入場) に て 鑑賞 し ます 。 
還 湯 出生 二 け 所 ルク 回 征 0623 0 
入場 ) を 訪ね 、 モ ン テ ル キ へ 。 マ ドン ナ ・ デ ル ・ バ 
(入場) に て 神秘 的 な 傑作 「 出 産 の 聖 ! 坪 』 を 鑑賞 し 、 フィ レン ツェ 負 
へ 戻り ます 。 | 


下車 ) を 散策 


フ 


[フィ レン ツェ 泊 ] 思 IoI 


叶 ベ フ ィ レ ン ツ ェ の 中 心 ・ 肌 し き 芸 術 に 魅せ られ て 
フィ レン ツェ 滞在 
七 主 細 フラ ・ ア ンジ ェ リ コ の 優美 な 天使 に 出会え る 

引 ( 入 場 )、 必 見 の 「 ダ ヴィ デ 像 ] の ある 
場 ) を 見 学 し ます 。 
屋 座 重 フ ィ レ ン ツ ェ 市 民 も お 気に入り の 「 リ スト ラン テ ・ ダ ・ 
リノ ! に て フィ レン ツェ 名 物 ビ ステ ッ カ を 。 
由 話 灸 フィ レン ツェ の シン ボル ドウ オモ ( (外観 ) と 
0 イタ リア 絵画 の 宝庫 、 世 界 に 名 高い ルネ サン 
ス 絵画 の 殿堂 ウフ ィ ッ (入場 ) に て 名 画 鑑賞 。 そ の 後 、 
NPG 


[フィ レン ツェ 泊 ] 較 Il 
フィ レン ツェ の 休日 フィ レン ツェ 滞在 
自由 行動 。 ご 希望 の 方 を 添乗 員 が 中 央 市 場 へ ご 和 案内 いた 
4 し ます 。“ フ ィ レ ン ツ ェ の 胃袋 "の 屋内 市 場 を 探索 し て み ま せ ん か 。 お 
し ゃ れ な GUCCI カ フェ な ど 見 所 は た くさ ん 。 街 めぐ 0 り を お 楽し みく だ 
さい 。 


[フィ レン ツェ 泊 ] 較 
麗しき パラ ティ ー ナ 美術 館 と フレ スコ 画 修復 工房 

フリ イツ 生 凍 人 
七 語 軒 ヴェ ッ キ Ma (入場 ) へ 。 ラ ファ 
5 エピ の 了 作 所蔵 する パ ティ (入場 ) を 訪れ ます 。 

還 詳 守 フ ィ ン レッ = の ルネ サン ス 芸 術 を 保護 する . バッ ソン 要 宣 の フレ 
スコ 画 房 ( 入 場 ) を 訪問 し ます 。 修 復 中 の 作品 の 解説 を 聞 
いた 後 現場 を 見 学 し ます 。 


議 呈 [フィ レン ツェ 泊 ] 罰 Iol 
(09:35 て 14:30) フィ レン ツェ テ 了 欧州 内 乗 継 都市 テ 
8 [機内 泊 ) 悦 [ ] 困 


っ ほ (08:10 一 16:45) 羽田 また は 成田 


Pi 


利用 予定 航空 会 社 : ル フト ハン ザ ドイ ツ 航 空 (LH) プス イス イン ター ナシ ョ ナル エア 
ライ ンズ (LX) ANA(NH) ノエ ー ル フラ ンス 航空 (AF) 

発着 地 : 東 京 ( 羽 田 また は 成田 ) 

食事 : 朝 5 回 の 昼 3 回 ノ 夕 1 回 付 ( 機 内 食 を 除く ) 

添乗 員 : 同 行 し ます 。 

人 最少 催行 人 数 :8 名 様 (定員 16 名 様 ) 

2 シェ ン ゲ ン 協 定 加盟 国 出国 時 3 ヶ月 以上 、 未 使用 査証 欄 見 開き 2 
ペー ジ 以 


旅行 代金 (1 名 様 /2 名 1 室 利用 ) 


出発 日 ) エコノ ミー ク ラス +-/ さ ピッ ラス ビジ ネス クラ ス 
11 月 7 日 月 発 798,.000 貴 998,000 円 1.288,000 円 


2 月 27 日 (月 発 798,000 貴 998,000 円 1.288,000 円 
1 人 部 屋 利用 追加 代金 88.000 円 (ダブ ル ) 


※1 人 部 屋 利 用 追加 代金 は 個室 を 確保 する た め の 代金 で あり 、 グ レー ドア ッ プ の 差額 で 

は あり ませ ん 。 

※ ビ ジネス フラ ス 、 上 級 エ コノ ミー クラ ス の 利用 区 間 は 、 東 京 一 欧州 内 乗 継 都市 間 の 往 

復 と な り ま す 。 

※ ビ ジネス クラ ス 、 上 級 エ コノ ミー クラ ス の お 席 は お 問合せ 頂い て か ら の 手配 と な り ま 
す 。 満 席 で 確保 で き な い 場合 も ご ざい ます 。 予 め ご 了承 下さ い 。 


※ 多 ※ 多 4 


※2 日 目 は 専用 バス で の 移動 、3・5 日 目 は 徒歩 で の 移動 と な り ま す 。 
※ 欧 州 内 乗 継 都市 は フラ ンク フル ト 、 ミ ュ ン ヘン 、 チ ュー リヒ 、 パ リ の いずれ か と な り ま す 。 
※6 日 目 は 早朝 出発 に な る 場合 が あり ます 。 そ の 場合 、 朝 食 は 軽食 を ご 用 意 し ます 。 
※ 各 美術 館 の 絵画 が 予告 な し に 修復 や 貸出 に な る こ が あ り ま す 。 ま た 、 館 内 ガイ ド が 禁止 さ 
れ て いる 美術 館 で は 自由 鑑賞 と な り ま す 。 予 め ご 了承 下さ い 。 
※ 各 教会 が 宗教 行事 等 の 理由 で 急速 入場 で き な く な る こと が あり ます 。 そ の 場合 は 外観 見 
学 の み と な り ま す 。 予 め ご 了承 下さ い 。 
生 吉本 に 日 程 を 入れ 替え て ご 案内 する 場合 が ご ざい ます 。 

※ 記 載 の レス トラ ン は 、 急 な 休業 、 貸 切 等 の 理由 で 、 他 の 同等 クラ ス の お 店 に ご 案内 させ て 
頂く 場合 が ご ざい ます 。 
金 フ ィ レ ン ツ ェ ・ ホ テル 事情 
歴史 的 建築 が 集まる 旧 市 街 で は 、 街 の 景観 に 合わ せる 為 ほ と ん どの ホテ ル が 大 型 で は な く 
ヨー ロ ピ アン タイ プ と な っ て お り ま す 。 雰囲気 が ある 分 、 部 屋 は 全体 的 に こち ん まり と し 
て お り 、 内 装 や 広 さ に 若干 の 違い が ある 場合 もご ざい ます 。 予め ご 了承 下さ い 。 


アル ノ 川 に 架かる 可愛 い ヴ ェ ッ キオ 橋 


1 1 


シス ティ ー ー ナ 礼拝 堂 の 天井 画 


MM 


フィ レン 92 に 帯 在 し て じっくり と イタ リア 美術 を 味わう 


フィ レン ツェ 美術 と ロー マ 謀 宝 の 旅 


2023 年 3 月 21 日 0ー 3 月 29 日 0 同行 講師 : 美術 史家 塚本 博 氏 


塚本 博 (つか も と ひろ し ) 氏 の 横顔 
1950 年 東京 生ま れ 。 早 稲田 大 学 大 学院 文学 
究 科 美術 史学 博士 課程 修了 イ 。 イ タリ ア ・ ル ネ サ 
ンス 美術 専攻 。 明 治 学院 大 学 、 横 浜 市 立 大 学 
な どの 講師 を 務め て きた 。 現在 は 、 朝 日 カル 
チャ ー セ ンタ ー 講 師 、NHK 文化 セン ター 講師 。 
著書 :『 イ タリ ア ・ ル ネ サ ンス 美術 の 水脈 』( 三 
元 社 )、『 イ タリ ア ・ ル ネ サ ンス の 扉 を 開く 』 (角川 書店 ) 、『 す ぐ 
わか る 作家 別 ・ ル ネ サ ンス の 美術 』 (東京 美術 ) 訳書 :R. ゴ ッ フ ェ 
ン 『 テ ィ ツ ィ ア ー ノ の 女性 た ち 』 ( 三 元 社 ) 
詩集 : 『 地 中 海 と 大 理 石 』 (DTP 出版 ) 


数 年 間 に わ た り 中 止 し て いた ヨー ロッ パ 美 術 ツ アー が いよ 
いよ 再開 され ます 。 そ の 新た な 最初 の 企画 は イタ リア 美術 の 
旅 で す 。 西洋 美術 の 基盤 を 形作っ た フィ レン ツェ と ロー マ の 
美術 に 焦点 を あわ せ 、 魅 力 的 な 美術 館 と 聖なる 教会 を 次 々 に 
巡り 、 久 し ぶり に 名 画 に 再会 し ます 。 

前 半 は フィ レン ツェ 美術 の 探求 で 今回 は 、 ル ネ サ ンス の 絵画 と 彫刻 を 均等 に 見 て 、 フ ィ レ ン ツ ェ 美 術 の 特色 で ある 
量感 ある 造形 的 な 美術 表現 を 掘り 下げ ば ます 。 ま ず バ ル ジ ェ ロ 美 術 館 で は ドナ テッ ロ の 名 作 を 鑑賞 し 、 メ ディ チ 家 の 墓 
顧 で は ミケ ラン ジェ ロ の 彫像 に 対面 し ます 。 こ の 彫刻 の 造形 を 確認 し た と ころ で 、 ウ フィ ツィ 美術 館 や ピッ ティ 宮殿 
の 華 調 な 絵画 を 見 て 廻り まし ょ う 。 教 会 で は サン タ ・ マ リア ・ ノ ヴェ ッ ラ 聖堂 や サン タ ・ クロ ー チ ェ 聖 堂 の 壁画 連 
作画 が 見 どこ ろ で す 。 さ ら に ルネ サン ス の 源流 は 古典 古代 美術 で ある こと か ら 、 今回 は 考古 学 博物 館 を 訪問 し 、 古 代 
陶器 フラ ン ソ ワ の 電 や 古代 彫刻 を 鑑賞 する 予定 で す 。 

フィ レン ツェ か ら 南 下 し 、 ペ ルー ジア で は 国立 ウン ブリ ア 美 術 館 で ピエ ロ の 聖 
母子 は じ め と し た 中 部 イタ リア の 絵画 を 見 学 し ます 。 そ の あと 聖地 アッ シ ジ ヘ へ 
向かい 、 名 高い サン ・ フ ラン チェ スコ 聖堂 で 各種 の 聖人 伝 を 拝観 し ます 。 最 終 
行程 の ロー マ で は 、 ボ ル ゲ ー ゼ 美術 館 の 名 作 と ヴァ ティ カン 美術 館 の シス ティ ー 
ナ 礼 拝 堂 に 加え て 、 ヴ ァ テ ィ カ ン 内 の エト ルリ ア 美 術 館 で 古代 陶器 の 画家 エク セ 
キア ス に よる 黒 像 式 陶 器 の 傑作 を 堪能 し ます 。 


同行 講師 塚本 博 ” ぶ ッ テ ィ チェ リ の プリ マ ヴ ェ ー ラ (ウフ ィ ッ ツィ 美術 館 蔵 


フィ レン ツェ 大 聖堂 ミケ ラン ジェ ロ の ドー ニ 家 の 聖家族 (ウフィツィ 和 美術館 蔵 ) アッ シ ジ の サン ・ フ ラン チェ スコ 可 堂 


サン タ ・ ク ロー チェ 聖堂 ( 空 撮 ・ イ メー ジ ) 
@Shchipkova Elena - stock.adobe.com/jp 


ー 彫 刻 ・ 時 代 ・ 空 間 一 
複合 的 な 視点 お ら ル ネ サ ンス 美術 を 
より 深く 理解 する 


今回 の ツア ー で は ルネ サン ス の 一 級 名 画 を 多数 鑑賞 する の は も ちろ ん 


で す が 、 加 えて 、 他 の 芸術 品 ・ 他 の 時 代 と の 比較 や 、 空 間 全体 で の 錯 

賞 を 楽し み ま す 。 塚 本 先生 お 勧め 美術 館 ・ 博物館 を 訪ね 、 ル ネ サ ンス 

美術 へ の 理解 を さら に 深め て いき まし よう 。 

・ バ ル ジ ェ ロビ 美術 館 に て ドナ テッ ロ な ど 有 名 彫刻 も 均衡 し て 氏 賞 。 

・ フ ィ レ ン ツ ェ の 考古 学 博物 館 や ヴァ ティ カン 内 の エト ルリ ア 美 術 館 
に て 、 古 代 陶 器 や 古代 彫刻 な ど ル ネ サ ンス の 源流 に ふれ る 。 


・ サ ンタ ・ マ リア ・ ノ ヴェ ッ ラ 聖堂 な どの フレ スコ 連作 画 を 、 実 際 の 
建築 空間 の 中 で "体感 ' す る 。 


ドナ テッ ロ の ダヴ ィ デ 像 (バル ジェ ロ 美 術 館 蔵 ) 
@Henry - stock.adobe.com/jp 


サン タ ・ マ リア ・ ノ ヴェ ッ ラ 教会 
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〇 フィ レン ツェ … ア ドリ アテ ィ コ (A) 
〇 アッ シ ジ … フ ォ ン テ ベ ッ ラ (A) 
〇 ロー マ … マ ッ シ モ ダ ゼ リオ (A) 、 メ ディ テラ オ ネ (A) 


利用 予定 航空 会 社 : ルフ ト ハ ン ザ ドイ ツ 航 空 (LH) 、 ス イス イン ター ナシ ョ ナル 
エア ライ ンズ (LX)、 エ ー ル フラ ンス 航空 (AF)、 日 本 航空 (JL) 、ANA(NH) 

発着 地 : 東京 (羽田 また は 成田 ) 

人 食事 : 朝 Z 回 の 昼 5 回 ノ タ 4 回 付 ( 機 内 食 を 除く ) 
人 添乗 貞 : 同行 し ます 。 

人 最少 催行 人 数 : 8 名 様 (定員 16 名 様 ) 
旅券 残存 有効 期限 : シェ ン ゲ ン 協 定 加盟 国 出国 時 3 ヶ月 以上 、 未 使用 査証 欄 見 開 
き 2 ペー ジ 以 上 


旅行 代金 (1 名 様 /2 名 1 室 利 用 ) 
出発 日 エコ ノミ ー ク ラス 語 当 2 二の次 ビジ ネス クラ ス 


3 月 21 日 % 発 978.000 円 、1.188,000 円 1.408,000 貴 
1 人 部 屋 利用 追加 代金 128.000 円 (ダブ ル ) 


※1 人 部 屋 利用 追加 代金 は 個室 を 確保 する た め の 代金 で あり 、 グ レー ドア ッ プ の 差 
額 で は あり ませ ん 。 

※ ビ ジネス クラ ス 、 上 級 エ コノ ミー クラ ス の 利用 区 間 は 、 東 京 一 欧州 内 乗 継 都市 間 
の 往復 と な り ま す 。 

※ ビ ジネス クラ ス 、 上 級 エ コノ ミー クラ ス の お 席 は お 問合せ 頂い て か ら の 手配 と な 
り ま す 。 満席 で 確保 で き な い 場合 も ご ざい ます 。 予 め ご 了承 下さ い 。 

金 旅行 代金 に は 燃油 サー チャ ー ジ 、 宿 泊 税 を 含み ます 。 

※ 今 後 、 金 額 が 変動 し て も 差額 の 徴収 や 返金 は ご ざい ませ ん 。 予め ご 了承 下さ い 。 
金 空港 税 等 ( 約 14.420 円 ・22 年 6 月 1 日 大 準 ) を 販売 店 に お 支払 い 下 さい 。 

※ 今 後 の 為 替 の 変動 な ど に より 増 ま た は 減 と な る 場合 が あり ます 。 予め ご 了承 下さ い 。 


(08:30 ~ 12:15) 羽田 また は 成田 ※ 欧 州 乗 継 都市 有 フ ィ レ ン ツ ェ 
民 計 フィ レン ツェ 到着 後 、 ホ テル へ 。 [フィ レン ツェ 泊 ] 団 了 


《 フ ィ レ ン ツ エ ェ 美術 探求 PART 1)1 フ ィ レ ン ツ エ ェ 滞在 
恒 語 時 フィ レン ツェ 大 聖堂 (入場 ) を ひと 巡り し て 、 歴 画 や 彫刻 
な ども 丹念 に 見 学 し ます 。 その後 、 幾 何 学 的 デザ イン の ファ サ 
ー ド が 美しい サン タ ・ マ リア ・ ノ ヴェ ッ ラ 聖堂 (入場 ) へ 。 教 会 
2 付属 の キオ スト ロ ・ ヴ ェ ル デ ( 緑 の 回 廊 ) の 歴 画 も 鑑賞 し ます 。 
ブル ネ レ スキ の 建築 に よる サン ・ ロ レン ツ ォ 聖堂 (人 場 ) 
と 代々 の 当主 が 眠る メデ ィ チ 家 墓 遍 ( 入 場 ) を 訪ね 、 バル ジェ ロ 
美術 館 ( 入 場 ) に て ドナ テッ ロ や ロッ ピア 一 族 の 傑作 彫刻 を 鑑賞 。 
[フィ レン ツェ 泊 ] 了 間 lollal 


《 フ ィ レ ン ツ エ ェ 美術 探求 PART 2》 フ ィ レ ン ツ エ ェ 滞在 
叫 七 庄 叶 ルネ サン ス 絵 画 の 宝庫 ウフ ィ ツ ィ 和 美術 館 ( 入 場 ) を 訪ね 、 
3 傑作 名 画 を 鑑賞 。 そ の 後 、 考 古 学 博物 館 ( 入 場 ) に て 古代 彫刻 
中 と 陶 避 画 を 鑑賞 し ます 。 
臨 詳 氏 サン タ ・ ク ロー チェ 聖堂 (入場 ) に て 壁画 と ミケ ラン ジェ 
ロ ら の 悦 面 墓碑 を 鑑賞 。 [フィ レン ツェ 泊 ] 了 還 Ioll ] 


《 フ ィ レ ン ツ ェ 美 術 探求 PART 33 フ ィ レ ン ツ ェ 少 在 

違 語 時 トス カー ナ 大 公 の 住居 だ っ た 壮 肛 な ビ ピッ ティ 宮殿 ( 入 
思 場 ) を 訪ね 、 ラ ファ エロ の 名 画 を 展示 する パラ ティ ー ナ 美術 館 

(入場 ) や 近代 美術 館 ( 入 場 ) を 見 学 し ます 。 

民放 灸 サン タ ・ フ ェ リ チタ 聖堂 (入場 ) の マニ エリ スム 絵画 を 

鑑賞 。 見 学 後 は 自由 行動 。 [フィ レン ツェ 泊 ] 田 lGl] 


《 ペ ルー ジア 経由 で 聖地 アッ シ ジ へ 》 
フィ レン ツェ 豆 ペ ルー ジア 豆 ア ッ シ ジ 
由井 則 ペル ー ジ ア に て ピエ ロ ・ デ ラ ・ フ ラン チェ スカ ら の 作品 を 
5 | 持つ 国立 ウン ブリ ア 美 術 館 (入場 ) と 街 の 中 心 に 作ら れ た ビ ピサ ー 
ノ の 大 噴水 (下車 ) を 見 学 。 
芽衣 尽 食後 、 ア ッ シ ジ へ 、。 到着 後 、 サ ン ・ フ ラン チェ スコ 聖堂 
(入場 ) に て ジョ ッ ト の 「 聖 フラ ンチ ェ ス コ の 生涯 」 奏 画 連 作 を 鑑賞 
し ます 。 [アッ シ ジ 泊 ] 田 lolIi| 
《 ア ッ シ ジ か ら 永 遠 の 都 ロー マ へ 》 アッ シ ジ 吾 ロー マ 
蛋 語 軒 一 路 、 ロー マ へ 。 
6 較 攻 詳 灸 バロック 美術 の 殿堂 ボル ゲー ゼ 美 術 館 ( 人 入場 ) に て 名 画 
号 や 彫刻 を 鑑賞 し し カラ ヴァ ッ ジ ョ 作品 が 見 事 な サ ンタ ・ マ リア ・ 
デル ・ ポ ポロ 聖堂 (入場 ) を 見 学 し ます 。 【〔 ロ ー マ 泊 ] 田 lolI5 
《 ロ ー マ の 至宝 氏 賞 》 ロー マ 滞 在 
当 語 庄 村 ヴァ ティ カン 美術 館 ( 入 場 ) に て 、 シス ティ ー ナ 礼拝 堂 
ァ 陣 | (へ 協 りや 署名 の 間 ( 入 場 ) の 鑑賞 は ちち ろ ん の こと 、 さ ら に エト 
ルリ ア 美 術 館 ( 入 場 ) の ギリ シア 陶器 画 、 キ リス ト 教 博物 館 ( 入 
場 ) も 見 学 し ます 。 


旋 詳 見 学 後 、 自 由 行動 。 [ロー マ 泊 ] 飛 [ 」 回 
8 | (07:30 ~ 15:25) ロー マ 了 欧州 乗 継 都市 テ 〔 機 内 泊 ] 選 | | 中 


9 | テ (08:10 一 16:45) 羽田 また は 成田 し 


フィ レン ツェ の ドゥ オモ 広場 @giuseppegreco - stock.adobe.com/jp 


※ 欧 州 内 乗 継 都市 は フラ ンク フル ト 、 ミ ュ ン ヘン 、 チ ュー リヒ 、 パ リ の いずれ か と な り ま 


※ 8 日 目 は 早朝 出発 に な る 場合 が ど ざ いま す 。 その 場合 、 朝 食 は 軽食 を ご 用 意 し ます 。 

※ 各 美術 館 の 絵画 が 予告 な し に 修復 や 貸出 に な る こ が あ り ま す 。 ま た 、 館 内 ガイ ド が 禁止 
され て いる 美術 館 で は 自由 鑑賞 と な り ま す 。 予 め ご 了承 下さ い 。 

※ 各 教会 が 宗教 行事 等 の 理由 で 急速 入場 で き な く な る こと が あり ます 。 その 場合 は 外観 見 
学 の み と な り ま す 。 予め ご 了承 下さ い 。 

※ 現 地 事情 に より 、 日 程 を 入れ 替え て ご 案内 する 場合 が ご ざい ます 。 
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美術 館 鑑賞 の 旅 
[個人 性 の 国 」 ス ペイ ン の 絵画 ・ 建 築 ・ 世 界 遺 産 を 鑑賞 


滞在 マドリ ー ド バル セロ ナ 
スペ イン 芸術 紀行 


タホ 川 に 抱か れ た トレ ド の 街並み 


人 マドリー ド 4 連 泊 & バ パル セロ ナ 3 連 泊 の ゆっ た り 滞 在 型 
市 内 の 一 級 美 術 館 ・ 建 築 を 鑑賞 し ます 。 


金 通常 は 訪れ る こと の 少な い 箇 所 も し っ つかり 訪問 
・ マ ドリ ー ド で は 重要 文化 時 で も ある 建物 に 多く の 芸術 品 
が ある デス カル サス ・ レ アレ ス 修 道 院 へ 。 
・ バ パ バルセロナ で は モデ ル ニ ス モ 建 築 の 傑作 カタ ルー ニャ 音 
楽堂 と 世界 遺産 の サン パウ 病院 、 そ し て 中 世 ロ マネ スク 
美術 の 宝庫 カタ ルー ニニ ャ 美術 館 へ 。 
エル ・ グ レコ が 愛し た 美しき 古都 トレ ド と 
スペ イン 黄金 期 の 象徴 ・ 世 界 遺 産 エ ル ・ エ スコ リア ル も 
訪ね ます 


マドリ ー ド か ら 足 を の ば し て 
肌 し き 古 都 ト レ ド と 
栄華 の 象徴 エル ・ エ スコ リア ル 修 道 院 


三方 を 夕 ホ 川 に 囲ま れ た 天然 の 要塞 都市 
トレ ド は 16 世 紀 半 ば まで 王国 の 首都 で 
し た 。 ギ リシア 人 の 画家 エル ・ グ レコ は 
放浪 の 未 、 こ の 地 を 愛し 移り 住み まし 
た 。 傑作 「 オ ル ガ ス 伯 の 埋葬 | や 大 聖堂 
の 「 聖 衣 麟 堆 ] な ど 彼 の 名 画 を 鑑賞 し ま 
し よう 。 


上 玲 史 .) 
トレ ド [ オ ル ガ ス 伯 の 埋葬 | 
エル ・ エ スコ リア ル 修 道 院 は 、 マ ドリ ー SSD 
ド か ら 北 西 約 50km に 建つ 王室 修道 院 ・ 
離宮 。 スペ イン 最 感 期 の フェ リ ペ 2 世 が 
フラ ンス に 勝利 し た こと を 記念 し て 建 
た 壮大 な 建築 で す 。 華 肌 な 空間 が 広がる 
内 部 に は 王家 が 収集 し た 一 級 美術 コレ フ 
ショ ン が 展示 され て いま す 。 

1 4 る 健 大 BSD 


絢 炉 豪 華 な バル セロ ナ の カタ ルー ニャ 音楽 堂 naruto_japan - stock.adobe.com/jp 


スペ イン 絵画 の 殿堂 プラ ド 美 術 館 と 
ティ ッ セ ン ・ ボ ルネ ミッ ザ 美 術 館 


プラ ド 美 術 館 は 王家 の コレ フシ ョ ン を 
基 に 設立 され た スペ イン 絵画 の 殿堂 で 
す 。 ベ ラス ケス 、 ム リリ ョ 、 ゴ ヤ な どの 
スペ イン 絵画 の 傑作 が 一 堂 に 集い ます 。 


一 方 、 テ チ ティッ セン ・ ボ ルネ ミッ サ 美 術 館 
は 貴族 の 個人 コレ フク ショ ン を 基 に し て お 
り 、 ス ペイ ン 美 術 の みな ら ず 、 イ タリ 
ア 、 フ ラン ドル 、 オ ラン ダ な ど 中 世 か ら 
バロック 期 、 フ ラン ス 印 象 派 、20 世 紀 
絵画 まで 幅広 い 作品 を 展示 し て いま す 。 


プラ ド 美 術 館 「 ラ ス ・ メ ニナ ス ] 
ベラ スケ ス 作 


現代 モデ ル ニ ス モ 建 築 と 
中 世 カ タル ー ニ ャ ・ ロ マネ スク 


19 世 紀 末 に バル セロ ナ を 中 心 に 起こ っ 
た 新しい 芸術 様式 モデ ル ニ ス モ 建 築 。 フ 
ラン ス ・ ア ー ル ヌー ボー と イス ラム の 影 
響 を 受け 、 流 用 で 美しい 室内 空間 が 広 が 
り ま す 。 ガ ウデ ィ の 傑作 群 は も ちろ ん 、 
同時 期 に 活躍 し た ド メ ネ ク ・ イ ・ モ ンタ 
ネー ル 設 計 の 世界 遺産 も 訪ね ます 。 


世界 遺産 の サン パウ 病院 
@⑥Scirocco340 - stock.adobe.com/jp 


また 、 ピ レネ ー 山 間 の カタ ルー ニニ ャ 地方 
ボ イ 渓 谷 に 点 在 す る ロマ ネス ク 教 会 の 彫 
刻 や 壁画 は カタ ルー ニニ ャ 美術 の 原点 と い 
えま す 。 教 会 美術 を 展示 する カタ ルー 
ニャ 美術 館 に て 時 を 超え て 人 々 を 惹き つ 
ける 壁画 や 彫刻 作品 を 錯覚 し まし ょ う 。 6 


カタ ルー ニャ 美術 館 
「 全 能 の キリ スト ] 


正面 に ペラ スケ ス の 彫像 が 出迎え る スペ イン 絵画 の 殿堂 プラ ド 美 術 館 
(@nito - stock.adobe.com/jp 


Restaurant 


老舗 レス トラ ン で 伝統 料理 を 


現存 する 世界 最 古 の レス トラ ン 
(2 日 目 昼食 ) 

1725 年 の 創業 より 営業 を 続け 、 ギネス ブッ ク に も 認定 され た [世界 
最 古 の レス トラ ン | 。 画 家 ゴ ヤ が 若い 頃 に 働い て いた と いう 記録 も あ 
り ま す 。 変 


ーー の で の で で ホ 史 


SN ディ | 


わら ぬ 伝 統 の 味 を お 召 上 が り 下 さい 。 


マドリ ー ド ーー バル セロ ナ 間 は 
スペ イン 新幹線 AVE で 移動 


1 等 車 に 乗車 し て 、 快 適 か つ 旅情 あふ れる 列 
車 旅 を お 楽し みく だ さい 。 


Hofel プー プー ター の の で の ペー 
( ) 内 は グレ ー ド 

マドリ ー ド ンプ ノア グマ ー ル (⑰ め 
市 内 中 心 部 、 レ ティ ー ロ 公園 や アト ー チ ャ 駅 に 近い ホテ ル 。 


バル セロ ナノカ タロ ニア ・ プ ラ ザ ・ カ タル ー ニ ャ (QA) 


モダ ニズム 様式 の 建物 を 利用 し た 、 カ タル ー ニ ャ 広場 近く に 建つ ホ 

テル 。 

お 部 屋 の グレ ー ド アッ プ の 
アレ ンジ も 承り ます 
ジュ ニア スイ ー ト 
マドリ ー ド : ア グマ ー ル ( 約 39m) 天 
バル セロ ナ : カ タロ ニア ・ プ ラ ザ ・ カ タル ー ニ ャ ( 約 44m) 

※ 一 方 の 都市 だ け の アッ プ ブ レー ド は 承れ ませ ん 。 

2 ア ・ プ ラ ザ ・ カ タル ー ニ ャ の ジュ ニア スイ ー ト は ダブ ル ベ ッ ド と な り 

。 ま た 、 独 立 し た シャ ワー ブー ス の み と な り ま す 。 予め ご 了承 下さ い 。 


※ お 問合せ を 頂い て か ら の 手配 こ な り ます 。 
満室 で 確保 で き な い 場合 も ご ざい ます 


。 予め ご 了承 下さ い 。 


利用 予定 
ズ (LX) ノエ ー ル フラ ンス 航空 (AF) / 日 本 航空 (JL) プ ANA(NH) 
発芽 地 : 東 京 (羽田 また は 成田 ) 

食事 : 朝 7 回 昼 4 回 ノ 夕 2 回 付 (機内 食 を 除く ) 


最少 催行 人 数 : 8 名 様 (定員 16 名 欄 ) 
旅券 残存 有効 期限 : シ ェ ン ゲン 協定 加盟 国 出 


空 会 社 : ル フト ハン ザ ドイ ツ 航 空 (LH) プス イス イン ター ナシ ョ ナル エア ライ ン 


国 時 3 ヶ月 以上 、 未 使用 査証 欄 見 開き 2 ペー 


ジ 以 上 
コー ス No.113S9 旅行 代金 (1 名 様 /2 名 1 室 利 用 ) 
出発 日 エコ ノミ ー ク ラス +-」/ さ 草 。--。 ビジ ネス クラ ス 


11 月 16 日 9 発 898.000 円 1.188,000 円 1.448,000 貴 
3 月 8 日 発 898.000 円 1.188.000 円 1.448,000 貴 
1 人 部 屋 利用 追加 代金 88,.000 円 (ダブ ル ) 


※1 人 部 屋 利用 追加 代金 は 個室 を 確保 する た め の 代 金 で あり 、 グ レー ドア ッ プ の 差額 で 
は あり ませ ん 。 

※ ビ ジネス フク ラス 、 上 級 エ コノ ミー クラ ス の 利用 区 間 は 、 東 京 一 欧州 内 乗 継 都市 間 の 往 
復 と な り ま す 。 

※ ビ ジネス クラ ス 、 上 級 エ コノ ミー クラ ス の お 席 は お 問合せ 頂い て か ら の 手配 と な り ま 
す 。 満 席 で 確保 で き な い 場 合 も ご ざい ます 。 予 め ご 了承 下さ い 。 

旅行 代金 に は 燃油 サー チャ ー ジ 、 宿 泊 税 を 含み ます 。 

※ 今 後 、 金 額 が 変動 し て も 差額 の 徴収 や 返金 は に ざい ませ ん 。 予 め ご 了承 下さ い 。 

人 空港 税 等 ( 約 12.530 円 ・22 年 6 月 1 日 基準 ) を 販売 店 に お 支払 いく だ さい 。 

※ 今 後 の 為替 の 変動 な ど に より 、 空 港 税 等 は 増 ま た は 減 と な る 場合 が あり ます 。 予 め ご 了承 下 
さい 。 


(08:30 一 12:15) 羽田 また は 成田 テ 欧 州 内 乗 継 都市 テマ ドリ ー ド 


1 属 2 軸 マドリ ー ド 到着 後 、 ホ テル へ 。 


[マドリ ー ド 泊 ] 団 味 


る 珠玉 の 名 画 コ レフ ショ ン ティ ッ セ ン ・ ボ ルネ ミッ サ 美 術 館 
マドリ ー ド 滞在 
= 中 ルー ベン ス が 下絵 を 描い た タビ スト リー な ど 多 く の 芸 術 品 が 

ある デス カル サス ・ レ アレ ス 修 道 院 (入場) を 訪ね ます 。 そ の 後 、 
の 中 世 か ら 20 世 紀 に いた る 膨大 な 絵画 が 充実 し て いる ティ ッ セ ン ・ 
ボル ネ ミ ッ サ 美術 館 ( 入 場 ) を 見 学 し ます 。 
1725 年 創業 、 今 も 名 店 と し て 人 気 の 「 ボ ティ ン 」 に て 。 
自由 行動 。 


[マドリ ー ド 泊 ] 飛 IolI8| 


黄金 の スペ イン 絵画 を 鎧 賞 マドリ ー ド 滞在 

各 貞 ソフ ィ ア 王妃 芸術 セン ター (入場 ) に て ピカ ソ の 傑作 「 ゲ ル 
ニ カ 」 を 鑑賞 。 そ の 後 、 プラ ド 美 術 館 (入場) へ 。 ゴ ヤ 、 ベラ スケ ス 、 
3 較 議 リリ ョ な どの スペ イン 絵画 を 鑑賞 し ます 。 

監 詳 生 主要 作品 を 見 学 後 、 館 内 で 解散 。 館 内 に は カフ ェ も あり ます 
の で 、 引 き 続 き ゆ っ くり と 美術 鑑賞 も 可能 で す 。 


ーー 


『 


仙 


[マドリ ー ド 泊 ] 還 | 


ぐ グ レコ が 愛し た 朋 し き 古 都 ト レ ド タ 
マドリ ー ド 束 ト レ ド 台 マドリ ー ド 
馬 3 目 占 都 トレ ド を 訪ね ます 。 大 聖堂 (入場 ) と 聖 具 室 (入場 ) に 
4 て 「 聖 衣 剥 礁 (エル ・ エ スポ リオ ) 」 な ど グ レコ の 作品 群 を 鑑賞 。 さ ら 
に グレ コ の 家 を 再現 し た エル ・ グ レコ 博物 館 (入場 ) を 見 学 。 そ し 
て 、 サ ント ・ ト メ 教 会 (入場) に て 傑作 「 オ ル ガ ス 伯 の 埋葬 」 を 鑑賞 


し ます 。 [マドリ ー ド 泊 ] 較 M| 


る スペ イン 絶頂 期 の 象徴 エル ・ エ スコ リア ル 修 道 院 タ 
マドリ ー ド 束 エ ル ・ エ スコ リア ル 修 道 院 下 
マドリ ー ド 到 バル セロ ナ 

5 監 語 時 スペ イン 王家 の 墓所 で 芸術 の 宝庫 エル ・ エ スコ リア ル 修 
道 院 ( 人 入場 ) を 見 学 し ます 。 見 学 後 、 再 び マ ドリ ー ド へ 。 
販 詳 特急 列車 AVE(1 等 車 ) に て パル セロ ナ へ 。 恒 食 は 車内 
に て ご 自由 に お 如 上 が り 下 さい 。 


[バル セロ ナ 泊 ] 較 [ 」 隔 


世紀 末 モ デル ニス モ 建 築 を 訪ね る 名 バル セロ ナ 滞 在 
ガウ ディ の 建築 知 を 見 学 。 未 完 の 大 作 に し て 傑 作 サ グラ ダ ・ 
ファ ミリ ア (入場 )、 ガ ウデ ィ と 同時 期 に 活躍 し た ド メ ネ ク ・ イ ・ モ ン 
タネ ー ル 設計 の 世界 遺産 サン ・ パ ウ 病 院 ( 入 場 ) を 訪ね ます 。 
屋 革 昼 老 繝 レス トラ ン 「 ロ ス ・ カ ラコ レス 」 に て 。 
七 話 還 モン タネ ー ル が 設計 し た モデ ル ニ ス モ 建 築 の 傑作 カタ ルー 
ニャ 音楽 堂 (人 場 ) を 見 学 し 、 郊外 に 静か に 佐 む ガウ ディ 建築 コロ 
ニア ・ グ エル 地下 聖堂 (入場 ) を 訪ね ます 。 

[バル セロ ナ 泊 ] 還 I| 


TTP 


ぐ 中 世 祈 り の 美 ・ カ タル ー ニ ニャ 美術 館 & 現 代 の 天才 ピカ ソ 、 ミ ロタ 

バル セロ ナ 滞 在 

馬主 時 カタ ルー ニャ の ロマ ネス ク 彫 刻 ・ 砲 画 を 集め た カタ ルー ニャ 
7 較 議 美術 館 (入場 ) を 見 学 。 そ の 後 、 旧 市 街 ゴ シッ ク 地区 の ピカ ン 美 術 

館 ( 入 場 ) に て 幼少 期 か ら 「 青 の 時 代 」 の 作品 を 鑑賞 。 


自由 行動 。 [バル セロ ナ 泊 ] 刻 加 
8 (06:45~16:50) バル セロ ナ ヶ 欧州 内 乗 継 都市 テ 
[機内 泊 ] 飛 | 」 床 


8 あほ (08:10~16:45) 羽 田 また は 成田 


小 


※3 日 目 は 徒歩 で の 移動 と な り ま す 。 
EAA ミュ ン ヘ ン 、 チ ュー リヒ 、 パ リ の いずれ か と な り ま 
昌義 柱 才 あ お その 場合 、 朝 食 は 軽食 を ご 用 意 し ます 。 

※ 各 美術 館 の 絵画 が 予告 な し に 修復 や 貸出 に な る こ が あ り ま す 。 ま た 、 館 内 ガイ ド が 禁止 
され て いる 美術 館 で は 自由 錯 賞 と な り ま す 。 予 め ご 了承 下さ い 。 

※ 各 教会 が 宗教 行事 等 の 理由 で 急 東入 場 で き な く な る こと が あり ます 。 その 場合 は 外観 見 
学 の み と な り ま す 。 予め ご 了承 下さ い 。 

※ 現 地 事情 に より 、 日 程 を 入れ 替え て ご 案内 する 場合 が ど ご ざい ます 。 

※ 記 載 の レス トラ ン は 、 急 な 休業 、 食 切 等 の 理由 で 、 他 の 同等 クラ ス の お 店 に ご 案内 させ て 
頂く 場合 び が ご ざい ます 。 
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革 @ 避 瞳 


芸術 の 都 パ リ の 名 画 ・ 名 美術 館 を 訪 ね ます 


パリ 美術 館 め ぐり 


了 e デ ex 


ヴェ ロ ネ ー ゼ [カナ の 婚礼 ] ルー ブル 美術 館 


主要 作品 を 鑑賞 し た 後 は 、 館 内 で 解散 し て 自由 行動 。 引 き 続き 
の 絵画 鑑賞 も お 楽し み 頂 け ま す 


EH 象 派 の 尻 堂 オル セー 美術 館 は も ちろ ん 、 モ ネ 「 睡 蓮 ] や 印象 派 


名 画 を 持つ オラ ンジ ュ リ ー 美 術 館 、E 象 派 の 由来 と な つた モネ 
の 作品 を 展示 する マル モッ タン 美術 館 を 訪ね ます 。 


世界 の 美 が 集う ルー ブル 美術 館 (3 日 目 ) 


今回 の ツア ー で は イタ リア 絵画 を 中 心 に 
観光 し ます 。 ダ ・ ヴ ィ ン チ の 「 モ ナ ・ リ 
ザ ] [岩窟 の 聖母 」「 聖 母子 と 聖 ア ン ナ ] 
の 3 点 は ルー ブル の 至宝 。 さら に 、 ラ フ 
ァ エ ロ の 「 美 し き 女 庭師 ]、 ヴ ェ ロ ネー ゼ 
の 大 作 「 カ ナ の 婚礼 ] な ど ル ネ サ ンス 名 画 
が 並び ます 。 
「 あ な た だ け 」 の 絵画 鑑賞 を ! 
手配 も 承り ます 。 
美術 館内 で ツア ー ブ グル ー プ と は 別に お 客 
様 だ け の 日 本 語 ガ イド 手配 も 承り ます 。 
お 好き な 絵画 を ご 自身 の ペー ス で 、 説 明 
を 聞き ・ 質 問 を し な が ら 、 プ ライ ベー ト 
名 画 錯 賞 を お 楽し み 下 さい 。 


ラフ ァ エ ロ 「 美 し き 女 庭師 ] 


※ ご 希望 を 頂い て か ら の 手配 と な り ます 。 予約 状況 より お 手配 で き な い 場 合 も あり 
ます ※ 特 に 鑑賞 し た い 絵 画 の ご 希望 が ある 場合 は 、 手 配 お 申込 時 に お 知ら せ 下 
さい 。 
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サン トシ ャ ペル ⑥pigprox - stock.adobe.com/jp 


(へ 2 


N 


オル セー 美術 館 ⑥neirfy - stock.adobe.com/jp 


中 印 家 派 の 殿堂 オル セー 美術 館 (2 日 目 ) 


オル セー は 印象 派 の 殿 
堂 で す が 、 象 派 以前 
の アン ブル の 古典 主 
義 、 ド ラク ロワ な どの 
ロマ ン 主 義 か ら 印 象 派 
前 の 名 作 も 展示 され 
て いま す 。 話題 作 マ ネ 
の 「 草 上 の 昼食 ] や 「 オ 
ラン ピア 」、 クー ル ベ 、 
モネ 、 ゴ ッ ホ 、 ル ノワ 
ー ル 、 セ ザン ヌ 、 ド ガ 
な ど を ご 鑑賞 いた だ け 
ます 。 ルプ ワ ミル ニラ タ ・ ド ・ ラ DA ト 


オラ ンジ ュ リ ー 美 術 館 (3 日 目 と マル モッ タン 美術 館 
(4 日 目 ) で モネ の 名 画 コ レフ ショ ン を 満喫 


有名 な 「 貞 蓮 ] の 連作 を 展示 する 

s 秒 ら 
か な 自然 光 に 了 ら され た 「 腫 蓮 ] 
に 囲ま れ た 空間 は 感動 的 で す 。 年 誠 四 
また モネ 以外 の 印象 派 作品 も 充 王 縛 識 
実 し て お り 、 こ ちら も 見 逃 せま 還 8 
せん 。 オラ ンジ ュ リ ー 美 術 館 
そし て 、 閑 静 な 住宅 街 に 建つ 邸 受 っ 
宅 ミ ュー ジア ム ・ 

は 、 世 界 最 大 の モネ の 
コレ クシ ョ ン を 保有 し て いま 
す 。 印象 派 と いう 名 称 の 由来 と 
な っ た 「EH 象 ・ 日 の 出 」 を 始め 、 
彼 の 作品 が ずら り と 並び ます 。 


マル モッ タン 美術 館 
@PackShot - stock.adobe.com/jp 


中 世 美 術 の 粋 ・ フ リュ ニー 美術 館 と 幻想 の 世界 ・ 


ギュ スタ フ ・ モ ロー 美術 館 (4 日 目 ) 


ミニ アテ ュー ル や 象牙 細工 な ど フ ラ 
ンス 中 世 美 術 ・ 装 飾品 が 集め られ た 
クリュニー 美術 館 。7 年 に 渡る 改修 
工事 を 終え 、 遂 に 今年 再 オ ー プ ン し 
まし た 。 中 で も 6 枚 か ら な る 「 買 婦人 
と 一 角 獣 ] の タビ スリ ー は 必見 で す 。 


一 方 、 モ ロー 美術 館 は 19 世 紀 未 に 
活躍 し た 幻想 の 芸術 家 ギ ュ ス タフ ・ 「 区 婦人 と 一般 獣 
モロ ー の 邸宅 兼 ア トリ エ だ っ た 場所 。 独創 的 な 画風 の 彼 の 作品 が 壁 一 直 
に 埋め 尽く され て いま す 。 


修復 が 続く ノー トル ダム 大 聖堂 と 色 と 光 の 携 
宴 サン ト ・ シ ャ ペル 礼拝 堂 (2 日 目 ) 


パリ の 歴史 が 始ま っ た セー ヌ 河 の 中 州 シ テ 島 へ 。 パリ の シン ボル ・ ノ ー 
トル ダム 大 聖堂 は 、2019 年 の 火災 以降 、 パ リ そ し て 世界 中 の 人 々 の 祈 
り の 下 、 修 繕 工事 が 進ん 
で いま す 。 そ の 後 、 パ リ 
最 古 の ステ ンド グラ ス を 
持つ サン ト ・ シ ャ ペル 
へ 。15 の 窓 に 展開 する 
1134 景 の 新旧 聖書 の 物 
語 が 、 美 し い 色 と 光 の 世 
界 を 創り 出し て いま す 。 


修復 が 続く ノー トル ダム 大 聖堂 
@Martin Helgemeir - stock.adobe.com/jp 


HOte| 2 か で me ne me 


バリ / マリ オッ ト ・ オ ペラ ・ ア ン バ サ ダー (A) 

オペ ラ 座 (ガル ニ エ 宮 ) 、 デ パー ト 街 か ら す ぐ と 

いう 好 立 地 で 、 地 下 鉄 ショ セ ・ ダ ンタ ン 、 オ ペ 

ラ 両 駅 か ら 徒歩 閣 内 で 街 歩 き に 便利 な ロケ ー シ 

ョ ン で す 。 

お 部 屋 の グレ ー ド アッ プ の アレ ンジ も 承り ます 。 

エグ ブ ゼ グティ ブス イー トル ー ム ( 約 52m) 
専用 の エグ ゼクティ ブ ・ ラ ウン ジ が ご 利 
※ キ ング サイ ズ の ベッ ド 1 台 と な り ま す 。 
※ お 問合せ いた だ いて か ら の 手配 と な り 

合 も ご ざい ます 。 予 め ご 了承 下さ い 。 


直 軸 け ま す 。 


す 。 満室 で 確保 で き な い 場 


利用 予定 航空 会 社 : 日 本 航空 (JL) 、ANA(NH)、 エ ー ル フラ ンス 航空 (AF) 
多発 着地 : 東京 (羽田 また は 成田 ) 

人 食事 : 朝 5 回 の 昼 3 回 1 回 付 ( 機 内 食 を 除く ) 

添乗 貞 : 同行 し ます 。 

最少 催行 人 数 : 8 名 様 (定員 16 名 様 ) 


金 旅券 残存 有効 期限 : シェ ン ゲ ン 協 定 加盟 国 出国 時 3 ヶ月 以上 、 未 使用 査証 欄 見 開 
き 2 ペー ジ 以 上 


コー ス No.111T7 


旅行 代金 (1 名 様 /2 名 1 室 利用 ) 


出発 日 エコ ノミ ー ク ラス 引き グラ ビジ ネス フク ラス 
11 月 14 日 月 発 998.000 円 、1.138,.000 円 1,.708,000 貴 
3 月 6 日 月 発 938.000 円 、 1.078,.000 円 1.648,000 幅 


1 人 部 屋 利用 追加 代金 180.000 円 (ダブ ル ) 


2 グレ ー ド アッ プ の 差 

額 で は あり ませ 

馬 ビ ジウ キ スク ラス 、 上 級 エ コノ ミー クラ ス の 利用 区 間 は 、 東 京 一 欧州 内 乗 継 都市 間 

の 往復 と な り ま す 。 

※ ビ ジネス クラ ス 、 上 級 エ コノ ミー クラ ス の お 席 は お 問合せ 頂い て か ら の 手配 と な 

り ま す 。 満席 で 確保 で き な い 場合 も ご ざ "いま す 。 予 め ご 了承 下さ い 。 

旅行 代金 に は 燃油 サー チャ ー ジ 、 宿 泊 税 を 含み ます 。 

※ 今 後 、 金 額 が 変動 し て も 差額 の 徴収 や 返金 は ご ざい ませ ん 。 予 め ご 了承 下さ い 。 
空港 税 等 (エコ ノミ ー ク ラス ・ 上 級 エ コノ ミー クラ ス 約 12.270 円 、 ビ ジネス クラ 

ス 約 18.740 円 ・22 年 6 月 1 日 基準 ) を 販売 店 に お 支払 い 下 さい 。 

※ 今 後 の 為 替 の 変動 な ど に より 増 ま た は 減 と な る 場合 が あり ます 。 予め ご 了承 下さ い 。 


東京 発 パリ 行 ・ 直 行 便利 用 
1 (08:30 12:15) 羽田 また は 成田 テ パ リ 


馬 計 バリ 到着 後 、 ホ テル へ 。 [パリ 泊 〕 団 困 
《EI 象 派 の 殿堂 ・ オ ル セ ー 美 術 館 ) パリ 滞在 
印象 派 絵画 の 殿堂 オル セー 美術 館 ( 入 場 ) に て マネ や ル 
ノワ ー ル 、 ゴ ッ ホ 、 セ ザン ヌ な どの 名 画 を ゆっ くり 鑑賞 し ます 。 
っ 詩人 類 オル セー 美術 館内 の レス トラ ン 「 ミ ュ ゼ ・ ド ル セ ー」 
(3 
販 話 パリ 発祥 の 地 シ テ 島 に て 現在 も 修復 工事 が 続く ノー ト 
ルダム 大 聖堂 (外観 ) を 訪ね 、 サ ント ・ シ ャ ペル (入場 ) へ 。 美 
し い ス テン ドグラ ス を 鑑賞 し ます 。 [パリ 泊 ] 画 lolI8 
《 モ ネ の [睡蓮 ] オラ ンジ ュ リ ー 美 術 館 と 
ルー ブル 美術 館 め っ た り 見 学 》 パリ 滞在 
由 設 時 モネ の 「 睡 蓮 ] の 部 屋 が 有名 な オラ ンジ ュ リ ー 美 術 館 


作 3 (入場 ) を 見 学 。 
3 語 較 諾 天 ル ー プ ル 美 術 館 (入場) の 見 学 。 ダ ・ ヴ ィ ン チ 「 モ ナリ ザ | 
笑 財 や ヴェ ロ ネ ー ゼ | カナ の 婚礼 」 を 始め と し た イタ リア 絵画 を 中 
心 に 鑑賞 し ます 。 ガ イド の 解説 で 主要 作品 を 鑑賞 後 は 、 館 内 
で 解散 し て 自由 行動 。 引 き 続き ご 自身 の ペー ス で ご 鑑賞 を お 楽 
し みく だ さい 。 [パリ 泊 ] 画 lol 
《 充 実 の モネ コレ クシ ョ ン ・ マ ル モ ッ タン 美術 館 と 
知る 人 ぞ 知 る 珠玉 の グリ ュ ニ ー & モ ロー》 パリ 滞在 
購 語 目 最 大 の モネ ・ コ レク ショ ン で 知ら れる マル モッ タン 美 
4 較 征 館 (人 場 ) を 見 学 。 
販 詳 | 貴婦人 と 一 角 獣 の タビ ピス リー| な ど 中 世 美 術 を 集め た 
クリ ュ ニ ー 美 術 館 (入場 )、 独 創 的 な 作風 の ギュ スタ ヴ ・ モ ロ 
ー の 子 宅 閉 ア トリ エ だ っ た 館 モ ロー 美術 館 ( 入 場 ) を 見 学 し ま 
す 。 [パリ 泊 ] 田 lol 
(パリ の 休日 ) パリ 滞在 

5 慌 認 記 目 自由 行動 。 パ リ 市 内 の 地下 鉄 と バス 、 ト ラム が 乗り 放題 
の [パリ ・ ヴィ ジッ ト ] を 活用 し て 見 どこ ろ に 尽き な い パ リ を 思 
い 思 い に お 過ごし 下さ い 。 [パリ 泊 ] 

パリ 発 東京 行 ・ 直 行 便利 用 

6 | (10:35 ~ 19:20) パ リ テ 
ホテ ル の お 部 屋 の ご 利用 は 12 : 00 まで と な り ま す 。 [機内 泊 ] 守 | ] 小 

7 | テ (06:55 ~ 15:50) 羽田 また は 成田 中 


※ 2.3.4 日 目 は 公共 交通 機関 と 徒歩 で の 移動 と な り ま す 。 

※ ノ ー ト ルダム 大 聖堂 は 現在 も 修復 工事 が 続き 、 作 業 用 の 足場 が 組ま れ て いま す 。 そ の た 
め 遠 方 か ら の 外観 見 学 と な り ま す 。 ま た 、 サ ント シャ ペル も 一 部 修復 工事 中 で す が 、 礼 
拝 堂 観光 に 影響 は ご ざい ませ ん 。 

※ 各 美術 館 の 絵画 が 予告 な し に 修復 や 貸出 に な る こ が あ り ま す 。 ま た 、 
され て いる 美術 館 で は 自由 鑑賞 と な り ま す 。 予め ご 了承 下さ い 。 

※ 各 教会 が 宗教 行事 等 の 理由 で 急 束 入 場 で き な く な る こと が あり ます 。 そ の 場合 は 外観 見 
学 の み と な り ま す 。 予め ご 了承 下さ い 。 

※ 現 地 事情 に より 、 日 程 を 入れ 替え て ご 案内 する 場合 が ご ざい ます 。 

※ 記 載 の レス トレ ラン は 急 な 休業 、 貸 切 等 の 理由 で 、 他 の 同等 クラ ス の お 店 に ご 案内 させ 
て 頂く 場合 が ど ざ いま す 。 


Rest4Ur4n1 で TTP ne 


オル セー 美術 館 の レス トラ ン に て お 食事 
「 ミ ュ ゼ ・ ド ル セ ー| (2 日 目 昼食 ) 
美しい 天井 フレ スコ 画 と シャ ン デ リア 、 
優美 な ロコ コ 調 の 内 装 な ど 、 こ こ に も | 美 
の 世界 ] が 広がっ て いま す 。 優雅 雰囲気 
の 中 で 、 正 統 派 フ ラン ス 料 理 を お 楽し み 
下さ い 。 


館内 ガイ ド が 禁止 


パリ 市 内 の 地下 鉄 や パス や トラ ム を 自由 
に 乗り 降り で きる 「 パ リ ・ ヴ ィ ジ ッ ト 」。 
観光 中 は も ちろ ん 、5 日 目 の 自由 行動 婁 
も 使用 で きま す の で 、 有 効 に 使っ て パリ 
の 街 歩き を 満喫 し て 下さ い 。 


(ーー 


PARIS VISITS 
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陽 春の 南 フラ ラン ス で ロマ ネス ク 美 術 に ふれ る 


プロ ヴァ ンス ・ ロ マネ スク の 休日 


2023 年 3 月 15 日 0 一 3 月 24 日傘 同行 講師 : 美術 史家 池田 健二 氏 


池田 健二 (いけ だ けん じ ) 氏 の 横顔 
1953 年 、 広 島 県 尾道 市 生ま れ 。 美術 史家 。 
専攻 は 中 世 ロ マネ スク 美術 。 上 智 大 学 文 学部 
卒 、 同 大 学 大 学院 博士 課程 終了 。 上 智 大 学 、 
茨城 キリ スト 教 大 学 な ど で 美 術 史 を 講義 。 新 
宿 、 横 浜 の 朝日 カル チャ ー セ ンタ ー で 講師 を 
務め る 。30 年 以上 に 渡り ヨー ロッ パ 各 地 の 口 
マネ スク 教会 を 調査 。 著 書 に カラ ー 版 中 公 新 書 「 フ ラン ス ・ ロ 
マネ スク へ の 旅 」「 ス ペイ ン ・ ロ マネ スク へ の 旅 」「 イ タリ ア 
ロマ ネス ク の 旅 」 他 。 


上 ブー ル ・ サ ン ・ タ ン ・ デ オル 


フラ ンス の 諸 地 方 の な か で も プロ ヴァ ンス は と り わ け 強 い 個 性 を 放つ 場所 で 
す 。 濃 い ブ ルー の 青空 、 オ リー ヴ や 糸 杉 の 繁 る 乾燥 し た 大 地 、 ロ マネ スク 探訪 の 
旅 は この 地 を 巡り 、 点 在 する 魅力 的 な 教会 を 訪れ ます 。 

旅 は 北 か ら 南 へ 、 西 か ら 東 へ と 進み ます 。 プ ロ ヴ ァ ン ス の 北 の 入口 ト リカ ス 
タン 地方 で は 、 ク リュ アス や ブー ル ・ サン ・ タン ・ デオ ル の 教会 を 訪れ 、 初 
期 ロ マネ スク の 力強い 建築 や 素朴 な 柱頭 の 美 を 楽し み ま す 。 堅固 で 硬質 な 外 石 
積み が 美しい サン ・ ポー ル や ヴェ ゾン の 大 聖堂 も 素敵 で す 。 プ ロ ヴ ァ ン ス 中 部 
に 連なる 渦 い た 山並 み 。 そ の 谷 に セナ ンク の 修道 院 が 潜ん で いま す 。「 プ ロ ヴ ァ 
0 EC に つの 

ー 畑 を 従え た 外観 も 見 事 で す 。 中 世に 教 庁 が 置か れ た アヴィ ニョ ン 、、 十 代 の 遺跡 と 中 世 の 修道 院 回 廊 が 残る サ 
0 レ ・ プロ ヴァ ンス 、 大 天使 を 刻む タン パン が 見 所 の サン ・ ガブ リエ ル 礼 拝 堂 
も 見 逃 せ ませ ん 。 ア ルル で は サン ・ トロフィー ム 大 聖堂 の ファ サー ド を 飾る 浮 彫 、 修 復 で 
見 違え る よう に 綺麗 に な っ た 回 廊 の 柱頭 を 読み 解き ます 。 デ ュ ラ ンス 川 の 岸 に 残る シル ヴァ 
カー ヌ の 修道 院 の 静寂 な ロマ ネス ク 世 界 も 見 逃 せ ませ ん 。 プ ロ ヴ ァ ン ス ・ ロマ ネス ク の 旅 
の 仕上 げ は 、 ル ・ トロ ネ の シト ー 派 修道 院 で す 。 す べ て の 雑念 を 払い 去っ た よう な 簡潔 な 
建築 は 、 禅 の 世界 に も 通じ る 精神 性 を 感じ させ ます 。 光 と 痢 の コン トラ スト が 見 事 な 回 廊 も 
印象 に 残り ます 。 

旅 の 最後 に 、 ニ ー ス の シャ ガー ル 美 術 館 と 、 マ チ ス が 手がけ た ヴァ ンス の ロザリオ 礼拝 堂 
を 訪れ ます 。 春 の 訪れ が 早い 南仏 の プロ ヴァ ンス で 、 ロ マネ スク の 教会 を 巡り 、 そ の 美 の 世 
界 に 浸る 旅 に 、 み な さま を お 誘い し ます 。 同行 講師 池田 健二 


サン ・ ガ ブリ エル 礼拝 党 


レ ・ サ ント ・ マ リー・ ド ・ ラ ・ メ ー ル の 教会 アヴィ ニョ ン の サン ・ ベ ネ ゼ 橋 ヴェ ゾン ・ ラ ・ ロ メー ヌ の ル ・ ト ロ ネ 修 道 院 
大 聖堂 
18 


(08:30 ~ 12:15) 羽田 また は 成田 テ 欧 州 乗 継 都市 ※ み マルセイユ 
民 注 マル セイ コ ユ 着 後 、 ホ テル へ 。 [マル セイ ユ 泊 ] 了 味 
リヨン 器 ク リュ アス 器 ニ ン フ の 谷 唆 モ ン テ リ マー ル 
マル セイ ユ を 発っ て ロー ヌ 河 畔 を 北上 。 ク リュ アス の 初 
期 ロ マネ スク 教会 (入場 ) を 見 学 。 
2 丘 の 上 に 建つ ラ ・ ガ ルド ・ ア デマ ー ル の 小 教 会 (入場 ) 
と 神秘 的 な ニン フ の 谷 の 小 教会 (人 場 ) を 訪問 。 夕 方 、 オ ラン 
ジュ で 古代 の 部 旋 門 (外観 ) と ロー マ 劇 場 (入場 ) を 見 学 。 
[オラ ンジ ュ 泊 ] 田 lollS| 


ma 語 モン テリ マー ル 束 トリ カス タン 地方 回 ヴェ ゾン ・ ラ ・ ロ メー ヌ 
較 プロ ヴァ ンス の 三 姉妹 略語 細 プロ ヴァ ンス の 入口 、 トリ カス タン 地方 の ロマ ネス ク 教 
会 を 巡る 一 日 。 後 陣 が 美しい ブー ル ・ サ ンタ ン デ オル (和信 場 ) 

12 世 紀 中 頃 、 プ ロ ヴ ァ ン ス に も シト ー 派 の 修道 院 が いく つも 創建 され う を 見 て か ら サン ・ レ ステ ィ テ ュ の 小 教 会 (入場 ) へ 。 


1 


ボー ム ・ ド ・ ヴ ニ 


まし た 。 そ の な か で も よく 保存 され た ル ・ ト ロ ネ 、 セ ナン ク 、 シ ル ヴ 臨 衣 補 サン ・ ポ ー ル ・ ト ロワ ・ シ ャ トー 入場 ) と ヴェ ゾン ・ ラ ・ 
ァ カ ー ヌ の 修道 院 は 「 プ ロ ヴ ァ ン ス の 三 姉 妹 ] と 呼ば れ て いま す 。「 生 ロメ ー ヌ の 大 聖堂 (入場 ) を 訪れ 、 建 築 や 回 廊 の 美 を 楽し む 。 
妹 ] で ある の は フラ ンス 語 で は 修道 芝 が 女性 名 詞 で あり 、 建 設 年 代 も 少 〔 オ ラン ジュ 泊 ) 較 回 
し ずつ 異な る か ら で す 。 そ し て また 、 シ トー 派 的 な ロマ ネス ク 教 会 の ヴェ ゾン ・ ラ ・ ロ メー ヌ 器 ヴ ナス ク 器 セ ナン ク 器 ア ヴィ ニョ ン 
簡素 で 厳格 な 建築 美 を 共有 し て いる か ら で す 。 三 つの 修道 院 を 巡り 、 語 語 時 彰 、 プ ロ ヴ ァ ン ス の 風景 と 教会 が 調和 する ボー ム ・ ド ・ ヴ 
それ ぞ れ の 同 異 を 確認 し な が ら 、 清 希 な 美 の 世界 に 浸る の も 、 こ の 旅 ニー ズ の 小 教会 (入場 ) を 訪問 。 続 け て ヴ ナ スク の プレ ロマ ネス 


4 | ク の 洗礼 堂 (入場 ) を 見 学 。 
シト ー 派 の 美 に 包ま れ た セナ ンク の 修道 院 (入場 ) を 探訪 。 
夕方 、 ル ・ ト ー ル の 教会 (入場 ) に 立ち 寄っ て か ら ア ヴィ ニョ ン へ 。 
[アヴィ ニ ヨ ン 泊 ] 嘱 Iolla 
アヴィ ニョ ン 玩 サン ・ レ ミ ・ ド ・ プ ロロ ヴァンス 玩 アル ル 
アヴィ ニョ ン で サン ・ ベ ネ ゼ 橋 ( 下 車 )、 大 聖堂 (入場 ) 、 
教皇 宮殿 (入場 ) を 観光 。 
5 較 較 配信 サン ・ レ ミ ・ ド ・ プ ロ ヴ ァ ン ス に 残る ゴッホ の 修道 院 ( 入 
場 ) を 訪問 。 続け て タン パン が 魅力 的 な サン ・ ガ ブリ エル の 礼 


の 楽し み の 一 つ で す 。 


1 人 


CE 條 織 の 生 軸 拝 堂 ( 入 場 ) と 、 壮 大 な モン ・ マ ジュ ー ル の 修道 院 ( 入 場 ) を 見 
学 し て か ら 、 古 都 ア ルル に 入る 。 [アル ル 泊 ] 飛 lolI| 

Hotel の APP 和 ョ 還 / ル ル 清 在 

〇 マル セイ ユ .… メ ルキ ュー ル ・ サ ント ル ・ プ ラド (A) 、 ま た は 、 メ = 葉 語 個 アル ル の 古代 劇場 (入場 ) と 円 形 剛 技 場 (入場 ) を 散策 し 
ルキ ュー ル ・ サ ント ル ・ ビ ュー ポー ト (A) 、 ホ リ デ イ イン ・ マ ル セ て か ら 、 サ ン ・ ト ロフ ィ ー ム 大 聖堂 (人 場 ) を 訪れ 、 フ ァ サ ー ド 
イ ユ ・ エ アボート (A) 、 6 の 浮 彫 や 回 廊 の 柱頭 の 美 を 楽し む 。 

〇 オラ ンジ ュ -… メ ルキ ュー ル ・ サ ント ル (B) 、 ま た は 、 グ ラン ド ホ 還 二 HDS まい 
テル ・ オ ラン ジュ (B) 、 イ ビス ・ オ ラン ジュ ・ ス ッ ド (⑥) の 教会 Reo 2 

〇 アヴィ ニ ヨ ン .… ア ヴィ ニ ヨ ン ・ グ ラン ド (A) 、 ま た は 、 メ ルキ ュー ル ・ ル に 戻り ます 〔 ア ルル 泊 ] 較 加 | 
アヴィ ニ ヨ ン ・TGV (B) 、 ベ スト ウェ スタ ン ・ プ ラス ・ ル ・ ラ ヴァ ラン (B) アル ル 器 エ クサ ン ・ プ ロ ヴ ァ ン ス 器 ニ ー ス 

〇 アル ル … ジ ュー ル ・ セ ザー ル (L) ( 旧 市 街 の 中 心 部 まで 徒歩 較 馬 語 上 プロ ヴァ ンス の 三 姉妹 の 一 つ 、 シ トー 派 の シル ヴァ カ 
内 、17 世紀 の 修道 院 を 改装 し た ホテ ル ) 、 ま た は 、 ル ・ ノ ー ル ・ ー ヌ 修道 院 ( 入 場 ) を 訪問 し て か ら エ クサ ン ・ プ ロ ヴ ァ ン ス に 
ピ ニ ュ ス (A) 、 ア ルル ・ プ ラ ザ (B) 7 下り 、 大 聖堂 (入場 ) と 洗礼 堂 (入場 ) を 巡る 。 

〇 ニー ス -- ス プレ ン デ ィ ド ホテ ル (A) 、 ま た は 、 メ ルキ ュー ル ・ プ ロム 語 放 計 シト ー 派 の 名 建築 ル ・ ト ロ ネ 修 道 院 ( 入 場 ) を 訪れ 、 教 
ナー ド ・ デ ザン グレ (A) 、 メ ルキ ュー ル ・ サ ント ル ・ ノ ー ト ルダム (B) 会 と 回 廊 の 見 事 な 建築 美 に 浸る 。 その後 、 ニ ー ス に 向かう 。 

※ 地 域 事情 に より 、 シ ャ ワー 部 屋 や ダブ ルル ー ム の 利用 と な る 場 [ニー ス 泊 ) 一 回 同 
合 が ご ざい ます 。 器 ニー ス mw ヴ ァ ン ス ニ ー ス 

久 利 用 予定 航空 会 社 : ルフ ト ハ ン ザ ドイ ツ 航 空 (LH) 、ANA(NH)、 エ ー ル フラ ンス 前 ニー ス の シャ ガー ル 美 術 館 (人 人 場 を 訪れ で 旧約 加 書 

定 ン ラン 8 較 議 を 才 く 連作 を 鑑賞 する 。 

4 本 航空 時 了 
EE ‥ 本 諾 : 焦 ヴァ ンス の 街 を 訪れ 、 マ ナス が 装 節 を 手がけ た ロ ザ リ 
食事 : 朝 8 回 ノ 昼 フ 回 ンタ 5 回 付 ( 機 内 食 を 除く ) オ 礼 拝 堂 (人 場 ) を 見 学 。 [ニー ス 泊 ] 贈 lolI8l 
る 添乗 員 : 同行 し ます 。 - ュー PR る 
シ 9 | (06:25 14:35) ニー ステ 欧州 乗 総 都市 テ [機内 泊 ] 計 |」 味 
る 趣 有効 限 ・ シェンゲン 李 定 加 国 出国 時 3 ヶ月 以上 、 示 使用 斉 上 10| (08:10 一 16:45) 羽田 また は 成田 隔 
き 2 ページ 


※ 欧 州 内 乗 継 都 市 は フラ ンク フル ト 、 ミ ュ ン ヘン 、 チ ュー リヒ 、 パ リ の いずれ か と な り ま 


ロー3NatttuA| 旅行 代金 (1 名 様 /2 名 1 室 利用 


※ 9 日 目 は 早朝 出発 に な る 場合 が ど ざい ます 。 その 場合 、 朝 食 は 軽食 を ご 用 意 し ます 。 


出発 日 エコ ノミ ー ク ラス 2 こ ウ ビジ ネス フク ラス ※ 各 美術 館 の 絵画 が 予告 な し に 修復 や 貸出 に な る こと が あり ます 。 ま た 、 館 内 ガイ ド が 禁止 
本 され て いる 美術 館 で は 自由 鑑賞 と な り ま す 。 予 め ご 了承 下さ い 。 
3 月 15 日 水 発 1.248,000 円 1.488,.000 円 1.698,000 幅 ※ 各 教会 が 宗教 行事 等 の 理由 で 急 中 入場 で き な く な る こと が あり ます 。 そ の 場合 は 外観 見 
~ 1 人 部 屋 利用 追加 代金 188000 円 (タダ ブル) 学 の み と な り ま す 。 予め ご 了承 下さ い 。 
__ 1 人 部 屋 利用 追加 代金 188,000 円 (タダ ブル) ※ 現 地 事情 に より 、 日 程 を 入れ 替え て ご 案内 する 場合 が ご ざい ます 。 
※1 人 部 屋 利 用 追加 代金 は 個 補 を 確保 する た め の 代金 で あり 、 グレ ー ド アッ プ の 差 


額 で は あり ませ 

馬 ビ ウキ スク ラス 上 級 エ コノ ミー クラ ス の 利用 区 間 は 、 東 京 一 欧州 内 乗 継 都市 問 
の 往復 と な り ま す 。 

※ ビ ジネス クラ ス 、 上 級 エ コノ ミー クラ ス の お 席 は お 問合せ 頂い て か ら の 手配 と な 
り ま す 。 満 席 で 確保 で き な い 場合 も ご ざい ます 。 予 め ご 了承 下さ い 。 
旅行 代金 に は 燃油 サー チャ ー ジ 、 宿 泊 税 を 含み ます 。 

※ 今 後 、 金 額 が 変動 し て も 差 顔 の 徴収 や 返金 は ご ざい ませ ん 。 予 め ご 了承 下さ い 。 
空港 税 等 (エコ ノミ ー ク ラス ・ 上 級 エ コノ ミー クラ ス 約 16.050 円 、 ビ ジネス ク 
ラス 約 83.960 円 ・ ら ら 年 6 月 1 日 基準 ) を 販売 店 に お 支払 い 下 さい 。 

※ 今 後 の 為替 の 変動 な ど に より 増 また は 減 と な る 場合 が あり ます 。 予め ご 了承 下さ い 。 
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ラプ 音楽 の 旅 
パリ ・ オ ペラ 座 く ガル ニ エ 宮 と く オ ペラ ・ バ ステ ィ ー ユ > 


2 つの 環 場 パ ! 


4 1 


還 1 
| + 入 


パリ ・ オ ペラ 座 ガル ニ エ 宮 ホワ イエ 


東京 て パリ 間 直 行 便 を 利用 、「 芸 術 の 都 ] パ リ に 4 連 泊 し て パリ ・ 
オペ ラ 座 の 2 つの 歌劇 場 で す ペ ラ や バレ エ の 公 洒 を 愉し ん で い 
た る アー で す 。 

ガル ニ エ 宮 は 、 ナ ポレ オン の 葛 に あたる ナポレオン 3 世に よっ 
て 、 パ リ の 街 の 近代 化 に 取り 組ん で いた 19 世 紀 、「 美 し い 時 ( ベ 
ル エ ポッ ク )」 と 呼ば れる 時 代 に 建設 され た 名 歌劇 場 で す 。 
現在 で も 、 絢 煽 豪 華 な ホワ イエ や 1964 年 に 劇場 内 の 天井 に 描か 
れ た シャ ガー ル の 名 画 「 夢 の 花束 」 か ら 世 界 一 美しい 歌劇 場 と い 
われ 、 芸 術 、 文 化 の 街 「 芸 術 の 都 ] パ リ を 代表 する フラ ンス の ラン 
ド マ ー ク で す 。 オ ペラ ・ バ パ バス ティー ユ は 1989 年 落成 。 舞 台 装置 は 
コン ピュ ー タ ー 制 御 と 外観 、 設 備 と も 当時 の 現代 建築 の 粋 を 集 
め た 、 世 界 最大 の 9 面 舞台 を 備え る 名 劇場 で す 。 


ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー<a 
12 月 11 日 発 | 


パリ ・ オ ペラ 座 オペ ラ 公 演 ヴェ ルディ [運命 の 力 」( 初 日 ) 

指揮 : ヤギ ル ・ ビ ニャ ミー ニ 

演出 : ジャ ン - ク ロー ド オー ヴ レ イ 

出演 予定 歌手 ジェ エイ ム ス ・ ク レス ウェ ル 、 ア ン ナ ・ ネ トレ プ コ 、 リ ュ 

中 テ ジ エ 、 ル ッ セ ル ・ ト ー マ ス 、 エ レー ナ ・ マ クシ モワ 、 ニ ニコ 
アラ イモ 


パリ ・ オ ペラ 座 オペ ラ 公 演 モー ツァ ルト 「 フ ィ ガ ロ の 結婚 」 
指揮 : ルイ ・ ラン グレ ー 

演出 : ネ チ ィ ア ・ ジ ョ ー ン ズ 

出演 予定 歌手 : ジェ ラル ド ・ フ ィ ン リ ー、 ミ ア ・ パ ーション 、 ル カ ・ ピ 
サロ ー ニ 、 ジ ャ ニー ヌ ・ ド ・ ビ ケ 、 ソ フィ ー・ コ ッ ホ 、 レ イチ ェ ル ・ フ 
レン ケル 


パリ ・ オ ペラ 座 バレ エ 団 公演 [白鳥 の 湖 」 
搬 付 : ルド ルフ ・ ヌ レ エ フ (マリ ウス ・ ペ ティ パ 、 レ フ ・ イ ワ ノ フ ) 
音楽 チャ イコ フス キー 


8、 ーーー ーーーーーーー= .$ 
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10 月 2 日 発 


ピエ ー ル = ロラ ン ・ エ マー ル ピア ノ ・ リ サイ タル 


ビア 回 エー ル ニ ラン ・ エ マー ル 


演奏 予定 

モー ツァ ルト 幻想 短調 K.397 

スウ ェ ー リ ンク 4 声 の エ ・ フ ァ ン タ ジ ア SwWV.261 
モー ツァ ルト 幻想 バハ 短 調 K.475 

ヴォ ルコ ンス キー AMusica Stricta (Fantasia ricercata) 
モー ツァ ルト 幻想 曲 へ 短調 K.Anh.32 

C.P.E. パッ ハ Fantaisie Wq 59/6 

モー ツァ ルト 幻想 曲 (未完 ) ハ 短 調 K.396 

ベー トー ヴェ ン 幻想 曲 ホ 短 調 Op.77 

ベン ジャ ミン Fantasy on lambic Rhythm 


パリ ・ オ ペラ 座 オペ ラ 公演 モー ツァ ルト 「 魔 笛 」 

指揮 : ア ント ネッ ロ ・ マ ナコ ル ダ 

演出 : ロ パー ト ・ カ ー セ ン 

出演 予定 歌手 : マ ウロ ・ ペ ー タ ー、 ル ネ ・ パ ー ペ 、 プ リティ ・ イ エン デ 、 カ 
リー ネ ・ ヴ ェ ッ テグ ブレ ン 、 志和 了 ナ ・ マ ギ エ ラ 


パリ ・ オ ペラ 座 オペ ラ 公演 ロッ シー ニ 「 チ ェ ネ レン トラ 」 


指揮 : デ ィ エ ゴ ・ マ テウ 

演出 : ギ ヨー ム ・ ガ リエ ン ヌ 

出演 予定 歌手 * ディ ミト リー・ コ ルチャ ッ ク 、 ヴィ ー ト ・ ・ プ リア ン デ 、 カ 
ル ロ ・ レ ポー レ 、 マ リー ヌ ・ シ ャ ニョ ン 、 ガ エレ ・ ア ルケ ー ズ 


オペ ラ 、 パ バレエ 、 リ サイ タル を 鑑賞 いた だ く お 席 に つい て 


出演 アー ティ スト や 演奏 演目 は 事前 の 告知 な く 変更 に し な る こと が あり ます 。 

それ を 理由 と し て 公演 が 中 止 と な っ た り チ ケッ ト が 払い 戻さ れる こと は あり ませ ん の で 、 予 
め ご 了承 くだ さい 。 

音楽 会 を 鑑賞 いた だ く 御 席 は 出来 る だ け 最 上 位 の カテ ゴリ ー で ご 用 意 す る よう に 努め ます 
が 、 以 下 の よ うに ご 用 意 い た し ます 。 

ガル ニ エ 宮 で の オペ ラ 公 演 


カテ ゴリ ー が 6 つ に 設定 され る 場合 、 上 位 か ら 3 つ 目 ま で の カテ ゴリ ー 

オペ ラス ディ ニョ ヨゴ で の 林 ペ ラ が レモ 公演 

カテ ゴリ ー が 10 つ に 設定 され る 場合 、 上 位 か ら 3 つ 目 ま で の カテ ゴリ ー 

38 人 0 二 三 三 CINGAUK の Ma2220/ 

カテ ゴリ ー が 6 つ に 設定 され る 場合 、 上 位 か ら 2 つ 目 ま で の カテ ゴリ ー 

お 二 人 で ご 参加 いた だ いた 場合 で も 離れ た お 席 に な る こと が あり ます 。 

席 番 は 、 原 則 、 公 演 直 前 の 抽選 と させ て いた だ きま す 。 チ ケッ ト の 原 券 は 、 抽 選 後 、 お 渡し し ま 
す 。 御 席 の 指定 、 ご 希望 は 承れ ませ ん 。 


トド 」 


(09:35 一 19:45) 羽田 また は 成田 (JL・NH・AF 便 の いずれ が) 
※ パ リ 


大 因 パリ 着 後 、 専 用 車 に て ホテ ル へ 。 


パリ 泊 ] 中 休 


パリ 滞在 

貝 語 時 ルー プル 美術 館 ( 入 場 ) へ ご 案内 し ます 。 

販 詳 生 自 由 行 動 

(12/11 発 : ご 希望 の 方 は 添乗 員 が クリ スマ スマ ー ケ ッ ト へ ご 案内 し 
ーー AT 2 較 較 ます 。) 

且 24 計 軽食 を お 部 屋 へ ご 用 意 し ます 。 

改選 軒 オペ ラ 座 に て オペ ラ 公 演 を 鑑賞 し ます 。 (10/2 発 は フィ ル 
ハー モニ ー・ ド ・ パ リ で ビ ピアノ ・ リ サイ タル を 鑑賞 し ます ) 

(詳細 は 左記 を ご 参照 くだ さい 。) 


パリ ・ オ ペラ 座 オペ ラ ・ バ ステ ィ ー ユ (内観 ) リ [パリ 泊 ] 了 義 lol | 瓶 
ee ee 連 

Hofel 1 | 七 設 四 オ ル セ ー 美 術 館 (入場 ) へ ご 案内 し ます 。 

3 議 還 由 上 由 行動 。 

1 且 4 き 軽食 を お 部 屋 へ ご 用 意 し ます 。 

ラグ ジュ アリ ー カ テ ゴ リ ー 民放 還 オペ ラ 座 に て オペ ラ 公 演 を 鑑賞 し ます 。 (詳細 は 左記 を 

STI ミミ ミミ パリ オペ ラ 座 ガル ニ エ 宮 か ら 200m、「 花 の 都 」 ご 参照 くだ さい 。) 

引 パリ を 代表 する 繁華 街 ヴ ァ ン ドー ム 広 場 の 高級 パリ 泊 ) 因 IGI 軸 
ショ ッ プ 街 か ら 500m、 ギ ャ ラリ ー・ ラ ファ イエ ッ パリ 潮 在 

トト まで 徒歩 3 分 の 場所 に ある 、 観 劇 や 街 歩き 、 買 由 主 還 オ ラン ジェ リー 美術 館 ( 入 場 ) へ ご 案内 し ます 。 

い 物 に 至便 な 5 つ 星 ホ テル で す 。 葉 詳 久 自 由 行 動 。 

1 ョ 記 回 25rf の ラグ ジュ アリ ー カ テ ゴ リ ー を 利用 し ま 4 較 較 取 4 記 軽食 を お 部 屋 へ ご 用 意 し ます 。 

2 に 2002 の 3 も 陽 22 半 6 (詳細 は 左記 を 

ご 参照 くだ さい 。 


る 利用 予定 航空 会 社 : 日 本 航空 (J ANA(NH) フエ ー ル フラ ンス 航空 (AF) [パリ 泊 ] 一 加 | 罰 
発着 地 : 東 京 (羽田 また は 成田 ) 

食事 : 朝 4 回 ノ 居 3 回 ノ 夕 3 回 (軽食 ) 付 (機内 食 を 除く ) 
ぐ 泊 乗員 : 同 行 し ます 。 


る ツア ー の 性 買上 、 未 学 児 の 参加 は お 断り し ます (10:35-19:00) パリ (JL・NH・AF 便 の いずれ が) 
旅券 残存 有効 期間 : シ ェ ン ゲ ン 協 定 加盟 国 出国 時 3 カ月 以上 。 5 後 の 出 発 便 の 場合 、 お 部 屋 は 15 時 まで ご 利用 いた だ け ま す 。 
コー ス No.111S6 旅行 代金 (1 名 様 /2 名 1 室 利 用 ) [機内 泊 ] 刻 | | 中 
ニー クラ 上 級 ぶさ ナ ーー ーー > Fa 
出発 日 四 妥 ノミ ー ク ラス 、 エコ) き ニラ っ ュ 。 ツネ スワ ラス 6 ※ (06:55 一 14:50) 羽田 また は 成田 
10 月 2 日 日 発 1.448,000 円 1.568,000 円 2.148,000 貴 中 
12 月 11 日 日 発 1.398,.000 円 1.508,.000 円 1.998,000 貴 和装 人 の 松 画 が 予告 な し に 人 や 貸出 に な る と が あり ます 。 ま た 、 信 内 ガイ ド が 上 
貼 加 代 10 有 』 発 320,000 円 (ダブ ル ) ※ 現 地 事情 に より 、 日 程 を 入れ 料 えて ご 案内 する 場合 が ござ いま す 。 
1 人 部 屋 利用 追加 代金 了 220.000 中 (ダブ ル ) 
※1 人 部 屋 利用 追加 代金 は 個室 を 確保 する た め の 代 金 で あり 、 ブ レー ドア ッ プ の 差額 で 
は あり ませ ん 。 
※ ビ ジネス クラ ス 、 上 級 エ コノ ミー クラ ス の 利用 区 間 は 、 東 京 一 欧州 内 乗 継 都市 問 の 往 
復 と な り ます 。 


※ ビ ジネス クラ ス 、 上 級 エ コノ ミー クラ ス の お 席 は お 問合せ 頂い て か ら の 手配 と な り ま 
す 。 満 席 で 確保 で き な い 場合 も ご ざい ます 。 予 め ご 了承 下さ い 。 


4 
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ラプ 音楽 の 旅 
く ウ ィ ー ii ーー 


魅惑 の オペ ラ 公 : 十 を 坦 有 
ワ ィ ー ン 首 音楽 の 旅 


@⑱y KO 
う 10 月 27 日 発 
テ > 白 < ーー ヽ ミレ ーー づい | 議会 1 旧 - べ * 1 
音楽 の 都 ウィ NN - ズ ン 中 は 、 市 内 全 所 の 音楽 会 場 で 、 連 10/28( 金 ) 19:00 開 演 予 定 ” ウィーン ・ フ ォ ル クス オー パー 
日 連夜 、 珠 玉 の オペ ラ が 繰り 広げ られ ます 。 プッ チー ニ 「 ラ ・ ボ エー ム 」 
この ツア ー で は 、 世 界 3 大 歌劇 場 の 一 つ に 数 えら れ 、 オ ペラ 公 は 諸島 
演 の 数 々 の 伝説 的 名 演 や 数 多 の 名 歌手 を 生み 出し て き て いる 還 生 S1B09BIAv 和 3 
ウィ ー ン 国立 歌劇 場 や 、 オ ペラ に うる さい “ウィ ー ン っ つ 子 "に 愛 10/29( 土 ) 19:00 開 演 予 定 ウィ ー ン 国立 歌劇 場 
され る 歌劇 場 フ ォ ル クス ・ オ ー パ ー で の オペ ラ 公 演 に スポ ッ ト ボー マス イス 軸 に 2 
回 マ 2 ー ン 
を あて 、 世 界 ト ッ プ レベ ル の アー ティ スト の 競演 に よる 今 シ ー 出 予定 歌手 * クリ ステ ィ ナ ・ BI ai ポポ フ 、 ア マル 
ズン の ハイ ライ ト オ ペ ラ を 、 滞 在 中 に 3 公演 お 楽し みい た だ き トゥ ブシ ン ・ エ ンク バー ト 
ます 10/30( 日 ) 19:00 開 演 予 定 ウィ ー ン 国立 歌劇 場 
? ドニ PS 
指揮 ジャン ルカ ・ カ プア ー ノ 演出: オットー・ シ ェ ン ク 
出演 予定 歌手 : ス ラヴ カ ・ ザ ミ フナ イコ ー ヴ ァ 、 ボ ブダ ン ・ ボ ルコ フ 、 ダ ヴィ 
デ ・ ル チア ー ノ 、 ア レッ クス ・ エ スポ シー ト 、 ミ リア ム ・ フ トロ ヴァ ッ ツ A 
GII 
6 E = 
12 月 4 日 発 9 ⑳) 
ーー 3 月 23 日 発 
12/5( 月 ) 19:00 開 演 予 定 ウィ ー ン 国立 歌劇 場 ーー 
プッ チー ニ 「 ト スカ ] 3/24( 人 金 ) 19:00 開 演 予 定 ウィ ー ン 国立 歌劇 場 
指揮 : ジャ コ リブ リ パ ン ラ イー 演出 : ル ガ レ ー テ ・ ヴ ァ ル マン チャ イコ フス キー「 エ ウ ゲ ニ ・ オ ネー ギン 」 
EE 指揮 : トー マス ・ ハ ヌス 演出 : ド ミト リー・ チ ャ ル ニ ャ コ フ 
ウィ ン ・ シ ュ ロ ッ ト 出演 予定 歌手 : 二 コー ル ・ カ ー、 マ リア ・ バ ラコ ヴァ 、 エ ティ エン ヌ ・ デ ュ 
12/6( 火 ) 19:00 開 演 予 定 ウィ ー ン 国立 歌劇 場 ビ ピュイ 、 イ ヴァ ン ・ ア ヨン ・ リ ヴァ ス 、 デ ィ ミ トリ ー・ イ ヴァ シェ ンコ 
ジャ ル ダ ー ノ 「 ア ンド レア ・ シ ェ ニ エ 」 3/25 ( 土 ) 19:00 開 演 予 定 "ウィー ン 国 立 歌劇 場 
指揮 : フ ラン チェ スコ ・ ラ ン ツ ィ ロ ッ タ 演出: オット ー・ シ ェ ンク 、 プッ チー ニ 「 ト スカ ]」 
出演 予定 歌手 : ヨ ナス ・ カ ウフ マン 、 カ ル ロ ス ・ ア ル ヴ ァ レ ス 、 マ リア ・ ア グ 指揮 : マ ルコ ・ ア ルミ リア ー ト 演出: マル ガレ ー テ ・ ヴ ァ ル マン 
レス タ 出演 予定 歌手 : フ ラッ シミ ア ・ ス ト ヤ ノ ヴァ 、 マ イケ ル ・ フ ァ ビ アー ノ 、 ル 
12/7( 水 ) 19:00 開 演 予 定 ウィ ー ン 国立 歌劇 場 カ ・ サ ル シ 
モー ツァ ルト 「 魔 笛 ] 3/26 (日 ) 19:00 開 演 予 定 ” ウィ ー ン 国立 歌劇 場 
NII 0 モー ツァ ルト 「 フ ィ ガ ロ の 結婚 」 《 新 制作 》 
演出 : モ ー> < ライ ゼー H 呈 主 
出 洒 予定 歌 手 : フ ラン ツ ニ ヨセフ ・ セ リフ 、 セ パス ティ アン ・ コ ー ル ヘッ 上 間 生 寺 キ ツ ン ド ソン Fr ウド ピリ プロ ラー の ー 
プ 、 ク レ メ ン ・ ウ ンタ ー ラ イナ ー、 プ ブレ ンダ ・ レ イ 、 エ リン ・ モ ルレ イ 内 ター・ ケ ルナ ー、 パ トリ シア ・ ノ ルツ 、 ス テ フ ァ ニー・ ハ ウツ ィ ー ル 内 
@⑱ 負 8 


メ ノ 


ブル ク 劇 場 (外観 )  @⑥kameraauge- stock.adobe.com/jp 


章 。)。 ニ ブル フ 措 場 特別 見 学 (3 日 旧 。 |]))。 ブル フ 貞 場 特別 見 学 (3 日 目 ( 6 


本 ハプスブルク 朝 の ウィ ー ン の 宮廷 劇場 と し て 完成 、 当 
初 の 建物 は ロコ コ 建 築 で 「 フ ラン ス 劇 場 ] と も 呼ば れ ま し た 。 そ の 


後 も オペ ラ や オー ケス トラ 公演 上 演 の 劇場 と し て 、 モ ー ツ ァ ル ト 
の 『 後 宮 か ら の 誘拐 ]、「 フ ィ ガ ロ の 結婚 』、『 コ ジ ・ フ ァ ン ・ ト ゥ ッ 
テ 』、 ベ ー ト ー ヴ ェ ン の 交響 曲 第 1 番 の 初演 会 場 に な り ま し た 。 

現在 は ドイ ツ 語 圏 演劇 の 中 心 劇場 で す が 、 秀 月 な クリムト 兄弟 に 
よる 天井 画 な ど 、 社 交会 場 と し て の 往時 を し の ば せま す 。 こ の 劇 
場 を 劇場 係 具 の 案内 で ツア ー の 参加 者 の 方 々 だ け で 特別 見 学 し 
ます 。 


※ ブ ルン 劇場 の 内 部 
巡 4 中 止 や 日 程 
くだ さ 


Hotel = と ここ ュー ュー 


5 ジー ジア フラ ウト ホテ ル ウィ ー ン (SL) 

エク スク ルー シブ カテ ゴリ ー 
ウィ ー ン の 中 心 部 を 囲む お リンク 
通り に 面 し 、 音 楽 会 場 で ある 
ウィ ー ン 楽 友 協会 や ウィ ー ン 国 
立 歌劇 場 、 そし て 街 随 一 の 繁華 街 
で ある “ケル ント ナー 通り "まで 、 
徒歩 2 一 3 分 の 絶好 の ロケ ー 
ショ ン に ある 5 つ 星 ホテ ル で す 。 
全日 空 ホ テル あっ た ころ の 日 本 @@ 語 記 Hotel Wien 
人 向け の ホス ピタ リティ ー は 今 お 部 屋 の 一 例 
も 受け 継が れ て いま す 。 

この ツア ー で は 、45m の "エク スク ルー シブ カテ ゴリ ー" の お 部 
屋 に 4 連 泊 。 ゆ っ た り 、 ゆ っ くり と お 過ごし くだ さい 


き 学 は 、 攻 な リハ バー サル な ど 、 劇 場 側 の や む を 得 な い 事 情 
を 変更 させ て いた だ く 場 合 が あり ます の で 、 予 め ご 了承 


久利 用 予定 航空 会 
ライ ンズ (LX) プ エ ー ル フラ ンス 航空 (AF) 日 本 航空 (JL) プ ANA(NH) 
多発 着地 : 東 京 (羽田 また は 成田 ) 

食事 : 朝 4 回 昼 2 回 ノ 夕 3 回 (軽食 ) 付 (機内 食 を 除く ) 


時 2 少 催 行人 数 : 6 名 様 ( 定 員 12 名 欄 ) 
ツア ー の 性 質 上 、 未 就学 児 の 参加 は お 断り し ます 。 
旅券 残存 有効 期間 : シ ェ ン ゲン 協定 加盟 国 出国 時 3 カ月 以上 。 


社 : ル フト ハン ザ ドイ ツ 航 空 (LH) プス イス イン ター ナシ ョ ナル エア 


旅行 代金 (1 名 様 /2 名 1 室 利用 ) 
出発 日 エコ ノミ ー ク ラス _ ミジュ ビジ ネス クラ ス 


10 月 27 日 本 発 1.118,000 円 1.338,.000 円 1.678,000 幅 

12 月 4 日 昌 発 1.118,000 円 1.398.000 円 1.758,000 貴 

3 月 23 日 本 発 1.118,000 円 1.398.000 円 1.598,000 貴 
1 人 部 屋 利用 追加 代金 139,000 円 (ダブ ル ) 


※1 人 部 屋 利用 追加 代金 は 個室 を 確保 する た め の 代金 で あり 、 グ レー ドア ッ プ の 差額 で 

は あり ませ ん 

※ ビ ジネス クラ ス 、 上 級 エ コノ ミー クラ ス の 利用 区 間 は 、 東 京 一 欧州 内 乗 継 都市 間 の 往 

復 と な り ま す 。 

※ ビ ジネス クラ ス 、 上 級 エ コノ ミー クラ ス の お 席 は お 問合せ 頂い て か ら の 手配 と な り ま 
す 。 満 席 で 確保 で き な い 場合 も ご ざい ます 。 予 め ご 了承 下さ い 。 

人 代金 に は 徐 辿 サー チャ ー ジ 、 宿 泊 税 を 含み ます 。 

※ 今 後 、 金 額 が 変動 し て も 差額 の 徴収 や 返金 は び ざ い ませ ん 。 予 め ご 了承 下さ い 。 

金 空港 税 等 ( 約 15.620 円 ・22 年 6 月 1 日 現在 ) を 販売 店 に お 支払 いく だ さい 。 

※ 今 後 の 為 替 の 変動 な ど に より 、 空 港 税 等 は 増 ま た は 減 と な る 場合 が あり ます 。 予 め ご 了承 下 

さい 。 


(09:15 一 15:20) 羽田 また は 成田 欧州 内 乗 継 都市 テウ ィ ー> 


1 唇 罰 ウィ ー ン 着 後 、 専 用 車 に て ホテ ル へ 。 
[ウィ ー ン 泊 ] 中 中 


ウィ ー ン 少 在 

監 語 置 シュテファン 寺 院 ( 入 場 )、 シ ェ ー ン ブル ン 宮 殿 (入場 )、 ケ 

ルン トナ ー 通 り ( 下 車 ) へ ご 案内 し ます 。 

販 話 諸 自 由 行動 (12/4 発 ご 希望 の か た は ウィ ー ン 浴 在 中 に 添乗 
2 蘭 計 目 市 内 の クリ スマ スマ ー ケ ッ ト へ ご 案内 し ます 。) 
本 4 久 軽 食 を お 部 屋 へ ご 用 意 し ます 。 
苦 公 畔 ウ ィ ー ン 国立 歌劇 場 ま た は ウィ ー ン ・ フ ォ ル クス オ ー 
パー に て オペ ラ 公 演 を 鑑賞 し ます 。 (詳細 は 左記 を ご 参照 くだ さ 
い 。) 


[ウィ ー ン 泊 ] 還 Iol 電 


ウィ ー ン 吾 バ ー デ ン 豆 ウ ィ ー ン 

慌 誕 モー ツァ ルト の オペ ラ や ベー トー ヴェ ン の 交響 曲 の 初演 会 場 
と し て 知ら れる ブル ン 劇 場 (入場 ) の 内 部 を 、 劇 場 の 係員 の 案内 で 
ツア ー の 参加 者 の 方 々 だ け で 特別 見 学 し ます 。 そ の 後 、 多 く の 音楽 
家 、 芸 術 家 が 愛し た ウィ ー ン 郊外 の 温泉 保養 地 バ ー デ ン を 訪れ ま 
3 詳 議 お 。 ペ ー ト ー ツ ェ ン が [第 九 」 交 故 曲 を 書き 上 げた ベー トー ヴェ ン ・ 
ハウ ス 人 入場) を 見 学 し ます 。 

語 洲 時 軽 食 を お 部 屋 へ ご 用 意 し ます 。 


折 則 よー ヽ 民 


ウィ ー ン 国立 歌劇 場 で オペ ラ 公 演 を 鑑賞 し ます 。 (詳細 
は 左記 を ご 参照 くだ さい 。) 

[ウィ ー ン 泊 ] 還 Gl 加 
ウィ ー ン 少 在 
丁目 自由 行動 。 


4 較 旧 7 帳 食 を お 部 屋 へ ご 用 意 し ます 。 


ウィ ー ン 国立 歌劇 場 で オペ ラ 公演 を 鑑賞 し ます 。 (詳細 
は 左記 を ご 参照 くだ さい 。) 
[ウィ ー ン 泊 ] 飛 | | 胃 
(09:40 て 17:40) ウィ ー ン 欧州 内 乗 継 都市 テ 
[機内 泊 ] 較 [ 」 味 


は ほ (06:55 一 19:25) 羽田 また は 成田 


小 


※ 欧 州 内 乗 継 都市 は フラ ンク フル ト 、 ミ ュ ン ヘン 、 チ ュー リヒ 、 パ リ の いずれ か と な り ま す 。 
※ ウ ィ ー ン 空港 で は ポー ター サー ビス が 手配 で き な い 場合 が あり ます の で 、 予 め ご 了承 くだ さ 


い 。 
※ 各 観光 箇所 の 日 程 ・ 順 路 や 見 学 時 間 が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 


オペ ラ を 鑑賞 いた だ く お 席 に つい て 


出演 アー ティ スト や 演奏 演目 は 事前 の 告知 な く 変更 に な る こと が あり ます 。 
それ を 理由 と し て 公演 が 中 止 と な っ た り 、 チ ケッ ト が 払い 戻さ れる こと は あり ませ ん の で 、 
予め ご 了承 くだ さい 。 


オペ ラ を 鑑賞 いた だ く 御 席 は 出来 る だ け 最 上 位 の カテ ゴリ ー で ご 用 意 す る よう に 努め ます 
が 、 以 下 の よ うに ご 用 意 い た し ます 。 

ウィ ー ン 国立 歌劇 場 で の オペ ラ 公演 

カテ ゴリ ー が 9 つ に 設定 され る 場合 、 上 位 か ら 3 つ 目 ま で の カテ ゴリ ー 

ウィ ー ン ・ フ ォ ル クス オー パー で の オペ ラ 公 演 

カテ ゴリ ー が 7 つ に 設定 され る 場合 、 上 位 か ら 2 つ 目 ま で の カテ ゴリ ー 


お 二 人 で ご 参加 いた だ いた 場合 で も 離れ た お 席 に な る こと が あり ます 。 


席 番 は 、 原 則 、 公 演 直 前 の 抽選 と させ て いた だ きま す 。 チ ケッ ト の 原 券 は 、 抽 選 後 、 お 渡し し 
ます 。 御 席 の 指定 、 ご 希望 は 承れ ませ ん 。 
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ぐ ウ ィ ー ン 楽 友 協 会 大 ホー ル 《 黄 金 の 間 》 ン く ウ ィ ー ン ・ コ ン ツ ェ ル ト ハ ウス > 


至高 の 響き オー ケス トラ 演奏 会 堪能 
アク ン 上 音楽 の 旅 


ン ツア ー ガ アジ た 


音楽 の 都 ウ ィ ー ン 。 シ ー ズ ン 中 は 、 市 内 各所 の 音楽 会 場 で 、 連 日 
連夜 、 珠 玉 の 音楽 会 が 繰り 広げ られ ます 。 

この ツア ー で は 、 オ ー ケ スト ラ の 演奏 会 に スポ ッ ト を あて 、 世 
界 最 高峰 の オー ケス トラ 、 ウ ィ ー ン ・ フ ィ ル ハー モニ ー 管 弦楽 
団 の 、 こ れ ま で 幾多 の 伝説 的 名 演 を 数 多く 生み 出し て きた 本 拠 
地 、 ウ ィ ー ン 楽 友 協 会 大 ホー ル 《 黄 金 の 間 》 で の 演奏 会 を 始め 、 
世界 トッ プク ラス の オー ケス トラ 、 ア ー テ ィ ス ト に よる 選 り す 
ぐり の 公演 を 、 旅 行 中 に 3 つ お 楽し みい た だ きま す 。 

また 、1 月 、2 月 の 出発 日 の 3 日 目 に は 、 楽 友 協会 の 係 貞 の 案内 
で 、 楽 友 協 会 の 内 部 を ツア ー 参 加 の お 客 様 だ け で 見 学 し ます 。 


ウィ ー ン 楽 友 協 会 (外観 ) 


に に 


12 月 15 日 発 1 月 10 日 発 
12/16( 金 ) 19:30 開 演 予 定 ウィ ー ン 楽 友 協会 大 ホー ル 《 黄 金 の 問 》 1/12( 木 ) 19:30 開 演 予 定 ウィ ー ン ・ コ ン ツ ェ ル ト ハ ウス 大 ホー ル 
NR ルド ルフ ・ ブ ー フ ビン ダー ピア ノ ・ リ サイ タル 
指揮 : ル ・ チ ェ フ ク ナ ヴ ォ リ アン ピア ノ : ル ドル フ ・ ブ ー フ ビン ダー 
ヴァ イオ リン : : キ リル ・ マ キシ モ フ ヴィ オラ : ニ キー タ ・ ゲ ルク ソフ 演奏 予定 曲目 : 
演奏 3 ベートーヴェン ピア ノ ソ ナタ 第 8 番 人 短調 作品 13「 奄 愉 大 ソナ タ 
モー ツァ / ヴァ イオ リン と ヴィ オラ の た め の 人 協奏 交 書 曲 変 長 調 K.364 ショ パン 幻想 即 尋 3 Op.66 
チャ イコ フス キー 交響曲 第 6 番 口 短調 作品 74「 悲 愉 」 ショ パン 夜 想 曲 第 8 番 変 二 長 調 Op.27-2 

ショ パン ワル ツ 第 7 番 和 ハ 短調 OD.64.2 

12/17( 土 ) 19:30 開 演 予 定 ウィ ー ン 楽 友 協会 大 ホー ル ( 黄 金 の 問 》 ショ パン ワル ツ 第 10 番 口 短調 Op.69-2 
ウィ ー ン 交響 楽団 演奏 会 ショ パン スケ ルツ ォ 第 2 番 変 口 短調 Op.31 
中 2 リス PP タオ エラ Mk タマ ョ パン リス タイマン ョ 1/13( 金 ) 19:30 開 演 予 定 ウィ ー ン 楽 友 協 会 大 ホー ル ( 黄 金 の 間 ) 
アル ト : テ レ サ ・ フ ロン ター ラー テノール : ス ティ ー ヴ ・ ダ ヴィ スリ ム 0 回 こ ke 
テノール : マ ル テ ィ ン ・ ミ ッ タ ー ル ッ ツ ナー バス : ク リス ト フ ・ フ ィ ラ ー ウィ ー ン ・ フ ィ ル ハー モニ ー 管 弦楽 団 演奏 会 
演奏 : 指揮 : ア ンド リス ・ ネ ルソン ス 
ハイ ドン : 交 導 曲 第 101 番 二 長 調 Hob./101「 時 計 」 演奏 予定 曲目 : マ ー ラ ー 交響曲 第 7 番 ホホ 短調 「 夜 の 歌 
ROLNSMR 1/14( 圭 ) 19:30 開 予定 ウィ ー ン 楽 友 協会 大 ホー ル ( 黄 人 金 の 問 ) 
12/18( 日 ) 11:00 開 演 予 定 ウィ ー ン 楽 友 協会 大 ホー ル ( 黄 金 の 間 ) ウィ ー ン 交響 楽団 演奏 会 SR 
ウィ ー ン ・ フ ィ ル バー モニ ー 管 玉藻 肖 夫人 指揮 コン スタ ン テ ィ ノ ス ・ カ リ デ ィ ス ピア ノ : ベ フ ゾ ド ・ ア ブ ド ゥ ライ モ フ 
指揮 : ダ ニ エ ル ・ パ バレンボイム 演奏 予定 曲目 
異 先 ] オル フ 1 21 
プラ ー ム ス ハイ ドン の 主題 に よる 奏 曲 変 口 長調 Op. 56a. チャ イコ フス キー ピア ノ 協 奏 変 口 短調 作品 23 
シェ ー ン ベル ク 管弦 楽 の た め の 変 奏 曲 Op. 31 ニー ル セ ン パン と シリ ンク フス BB 
ベー トー ヴェ ン 交響 曲 第 3 番 変 小 長調 op.55「 英 雄 ] チャ イコ フス キー 交響 曲 第 4 番 へ 短調 op.36 


弄 
に 


ui 株 
あ 0, 
に OO 


2 月 15 日 発 2 月 22 日 発 
2/17( 人 金 ) 19:30 開 演 予 定 ウィ ー ン 楽 友 協会 大 ホー ル ( 黄 人 金 の 間 》 2/24( 人 金 ) 19:30 開 演 予 定 ウィ ー ン ・ コ ン ツ ェ ル ト ハ ウス 大 ホー ル 
ウィ ー ン 交響 楽団 演奏 会 ウィ ー ン 交響 楽団 演奏 会 
間近 5 ー?9wー。 アノ JbND プー コピ ッ タ ー 指 提 者 は 正式 決定 次 第 、 ウ ィ ー ン ・ コ ン ツ ェ ル ト ハ ウス の ホー ムペ ー ジ で 
発表 に な り ま す 。 
ポ ボロディン 歌劇 [イー ゴリ 公 」 か ら 序 演奏 予定 曲 
グリ ー ク ピア ノ 協 奏 曲 イ 短調 Op.16 プ ブラームス 交響 曲 第 3 番 へ 長調 Op.90 
シベ リウ ス 交響曲 第 1 番 ホ 短 調 Op.39 ブラ ー ム ス 交 導 曲 第 4 番 ホ 短調 Op.98 
2/18( 土 ) 19:30 開 演 予 定 ウィ ー ン 楽 友 協会 大 ホー ル 《 黄 金 の 問 》 2/25( 土 ) 19:30 開 演 予 定 ウィ ー ン 楽 友 協 会 大 ホー ル ( 黄 金 の 間 )》 
ウィ ー ン 放送 交響 楽団 演奏 会 ウィ ー ン ・ ト ー ン キュ ンス トラ ー 管 弦楽 団 演奏 会 
指揮 : マ ルク ス ・ ポ シュ ナー ヴァ イオ リン : イ リア ・ グ リン ゴル ツ 指揮 : 佐 渡 裕 
演奏 3 演奏 予定 曲目 : マ ー ラ ー 交響曲 第 7 番 ホホ 短調 [ 夜 の 歌 ] 
マー ク ・ ア ンド レ ヴァ ァ イ オリ ン と 管弦 楽 の た め の 「an] 
ブル ッ ク ナ ー 交響曲 第 5 番 変 口 長調 2/26( 日 ) 11:00 開 演 予 定 ウィ ー ン 楽 友 協 会 大 ホー ル ( 黄 人 金 の 問 》 
ー ウィ ー ン ・ フ ィ ル ハー モニ ー 管 弦楽 団 演奏 会 
2/19( 日 ) 11:00 開 演 予定 ウィ ー ン 楽 友 協会 大 ホー ル 《 黄 金 の 間 ) ウリ ステ ィ アン - テ ィ ー レ マン 
ウィ ー ン ・ フ ィ ル ハー モニ ー 管 弦 栄 団 演奏 会 演奏 予定 曲目 : ブ ルッ フナ ー 交 導 曲 第 8 番 / ハ 短調 (ハー ス 版 
指揮 クリ ステ ィ ア ン ・ テ ィ ー レ マン 
シェ ー ン ベル ク [ 兆 夜 ] 〇 p.4 
リヒ ャ ルト ・ シ ュ ト ラウ ス 「 ア ルプ スズ 交響曲 ]Op.64 


0 8 一 ーー 


12 月 15 日 発 日 程 
(09:35 一 15:20) 羽田 また は 成田 テ 欧 州 内 乗 締 都 市 
ン 


1 月 10 日 発 
(23:05) 成 田 (AY 便 ) え ヘル シン キテ 


日 程 


2 月 15 日 ・2 月 22 日 発 日 程 
(23:05) 成 田 (AY 便 ) え ヘル シン キテ 


。 6 _- 1 (ウィ ー ン 光 国 還 〔 ウ ィ ー ン 泊 ]) 還 
EAA 旨 間 (10:45) ウ ィ ー ン (10:45) ウ ィ ー ン 
(ウィ ー ン 泊 ) 中 國語 叶 着 後 、 専 用 車 に て ホテ ル へ 。 着 後 、 専 用 車 に て ホテ ル へ 。 
ウィ ー ン 滞在 2 シュ テ フ ァ ン 寺 院 (入場 )、 シェ ー ン ブル ン っ シュ テ フ ァ ン 寺 院 (入場)、 シェ ー ン ブル ン 
の コン 抽 析 生 あ ジ 琴 り 宮 典 (入場 )、 ケ ルン トナ ー 通 り ( 下 車 ) 、 市 庁舎 宮 典 (入場 )、 ケ ルン トナ ー 通 り ( 下 車 ) 、 市 庁舎 
二 Et (車窓) へ ご 案内 し ます 。 (車窓 ) へ ご 案内 し ます 。 
り (F 電 へ ご 和 し ます 。 = (ウィ ー ン 泊り 果 同 (ウィ ー シ 治 中 
自由 行動 。( ご 希望 の か た は 決 乗 員 が ミク リ ウィ ー ン 器 バ ー デ ン 強 ウィ ー ン ウィ ー ン 到 バ ー デ ン 束 ウィ ー ン 
2 関 較 ニス ンー ケット へ ご 失 内 し ます 。) 本 証 数 々 の 伝説 的 名 演 を 生ん だ 世界 最高 の コ 馬主 数 ん の 伝説 的 名 演 を 生ん だ 世界 最高 の コ 
本 証 軽食 を お 部 屋 に ご 用 意 し ます 。 ン サ ー ト ホー ル 楽 友 協 会 (入場 ) の 内 部 を 、 協 会 ン サ ー ト ホー ル 薬 友 協 会 (入場 ) の 内 部 を 、 協 会 
丁丁 楽 友 協会 大 ホー ル 《 黄 金 の 間 》 に て の 係員 の 案内 の も と ツア ー の 参加 者 の 方 々 だ け の 係員 の 案内 の も と ツア ー の 参加 者 の 方 々 だ け 
[ウィ ー ン ・ ト ー ン キュ ンス トラ ー 菅 弦楽 団 演 で 特別 見 学 し ます 。 そ の 後 、 多く の 音楽 家 、 芸術 で 特別 見 学 し ます 。 そ の 後 、 多く の 音楽 家 、 芸術 
4 素 会 」 を 鑑賞 し ます 。 (詳細 は 左記 を ご 参照 くだ 3 家 が 愛し た ウィ ー ン 郊外 の 温泉 保 状 地 パ バー デン 3 家 が 愛し た ウィ ー ツ 郊外 の 温泉 保養 地 バ パー デン 
個 まい 。) を 薦 れ ます 。 ベ ー ト ー ヴ ェ ン が 「 第 九 」 交響 曲 を 書 を 訪れ ます 。 ベ ー ト ー ヴ ェ ン が 「 第 九 交響 貼 を 書 
[ウィ ー ン 泊 ] 層 ol 謙 き 上 げた ベー トー ヴェ ン ・ ハ ウス (入場) を 見 学 き 上 げた ベー トー ヴェ ン ・ ハ ウス (入場) を 見 学 
4 し ます 。 し ます 。 
ウイーン w パ ー デ ン m ウ イー フ 本 証 軽食 を お 部 屋 に ご 用 意 し ます 。 本 7 証 軽 食 を お 部 屋 に ご 用 意 し ます 。 
信 放 二 環 多く の 音楽 家 、 芸 術 家 が 愛し た ウィ ー ン 部 久 臣下 各 劇 場 に て 「 オ ー ケ スト ラ 演 奏 会 を 鑑 4 医 : 各 劇場 に て 「 オ ー ケ スト ラ 演 奏 会 を 鑑 
外 の 温泉 保 差 地 バー デン を 訪れ ます 。 ベ ー ト ー 個 賞 し ます 。( 詳 細 は 左記 を ご 参照 くだ さい 。) 叶 賞 し ます 。( 詳 細 は 左記 を ご 参照 くだ さい 。) 
ヴェ ン が 「 第 九 」 交響 曲 を 書き 上 げた ペー トー ン 、 J 
3 上 ジエン ・ ハ ウス (を 見 学 し ます 。 8 (ウィ ー ン 泊 ) 間 Il 骨 る (ウィー ン 泊 ) 悦 llol 骨 
っ 2 連 き 
本 を お 放 屋 に ご 用 し ます 国 (2 還 バー 
医 : 楽 友 協会 会 大 ホー ル (黄金 の 問 ) に て 監 主 時 フェ ル メ ー ル 「 絵画 芸術 」] や プリ ュー ゲル 「 バ 堅調 時 フェ ル メ ー ル 「 絵 画 芸術 ] や ヤブ リュ ー ゲ ル 「 バ 
「 ウ ー ン 交響 楽団 演奏 会 を 角 賞 し ます ( 詳 べ ベル の 塔 」 な ど 、 ハ プス ブル ク 家 が 収集 し た 15 一 18 ベル の 著 」 な ど 、 ハ プス ブル ク 家 が 収集 し た 1518 
人 の 世紀 頃 の 絵画 の 世界 屈指 の コレ クシ ョ ン を 誇る 美 世紀 頃 の 絵画 の 世界 屈指 の コレ クシ ョ ン を 誇る 術 
AS 術 史 美術 館 (入場) を 見 学 し ます 。 史 美 術 館 ( 入 場 ) を 見 学 し ます 。 
(ウィ ー ン 泊 ] 還 ICH 糧 。  / 較 議 還 上 由 行動 。 4 自由 行動 。 
ニン 所 本 2 人 軽食 を お 部 屋 に ご 用 意 し ます 。 民 な 本 軽食 を お 部 屋 に ご 用 意 し ます 。 
8 芋 な 写楽 友 協 会 大 ホー ル (黄金 の 間 》 に て 本 楽 友 協 会 大 ホー ル (黄金 の 問 》 で オー ケ 
ye に に 問 ト キー Ah 「 ウ ィ ー ン ・ フ ィ ル ハー モニ ー 警 蓄 楽 演奏 スト ラ 演 奏 会 を 鑑賞 し ます 。 (詳細 は 左記 を ご 
4 人 会 」 を 鑑賞 し ます 。 (詳細 は 左記 を ご 参照 くだ さ 参照 くだ さい 。) 
賞 し ます 。( 詳 細 は 左記 を ご 参照 くだ さい 。) い 。) [ウィ ー ン 泊 ] 履 |IGl 怪 
芽 自由 行動 。 1 [ウィ ー ン 泊 ] 以 IoI 四 5 
ホテ ル に て 。 、、 天 ィ ー ン 滞在 
(ウィ ー ン 泊 ) 較 IoII 0 本 環 楽 友 協会 大 ホー ル ( 黄 金 の 間 》 で 「 ウ ィ ー 
講和 沿 が ン ・ フ ィ ル ハー モニ ー 管 弦楽 団 演奏 会 」 を 鑑 
(09:40 て 17:40) ウ ィ ー ン 暫 本 叶 全 軽食 を お 部 屋 に ご 用 意 し ます 。 ら 賞 し ます (詳細 は た を ご 参照 ください,) 
ら (LH・AF・LX・JL・ NH 便 の いずれ か ) テ 欧州 内 乗 継 都 市 テ 苦 還 楽 友 協会 大 ホー ル 《 黄 金 の 問 》) で 「 ウ ィ ー 邊 由 和 動 DNS に 
[機内 泊 ] 画 [| | 中 ン 交 置 楽団 容 芸 」 を 角 革 し ます 。 (詳細 は 左 2 ホテ ル に て 
※(06:55 一 19:25) 羽田 また は 
8 上 還 6 (11:30) ウ ィ ー ン (AY 便 ) テ ヘル シン キテ (11:30) ウィ ー ン (AY 便 ) テ ヘル シン キテ 
生 [機内 泊 ) 田 [機内 泊 ] 画 [ | 下 
(14:15) 成田 ぼ (14:15) 成田 
四 困 詳 PS 
LM 内 乗 継 都市 は フラ ンク フル ト 、 ミ ュ ン ヘン 、 チ ュー リヒ 、 パ リ の いずれ か と 
ない 電 る が あ 楽隊 会 側 の や お る を 得 すい 事情 に より 、 
※ 和楽 友 隊 琶 学 な な 和仁 な い 事 情 に 
ぐ 利 用 予定 航空 会 社 :12 月 15 日 ・… ル フト ハン ザ ドイ ツ 前 空 (LH) ノエ ー ル フラ ンス 航空 (AF) 降り 呈し に 人 人 や 信介 に な る こ ゲ あり また 提 内 ガイド が 拓 上 され て 
ノ ス イス イン ター ナシ ョ ナル エア ライ ンズ (LX) / 日 本 航空 (JL ANA(NH) 全教 が 教主 の 理 田 で 信人 場 で きん く な る と と が あり ます 。 そ の 場合 は 外観 見 学 の み 
1 月 10 日 、2 月 15 日 、2 月 22 日 ・‥… フ ィ ン エ アー(AY) と な り ま す 。 予 め ご 了承 下さ い 。 
$ 発 着地: 東京 (羽田 また は 成田 ) ※ 現 地 事情 に より 、 日 程 を 入れ 替え て ご 案内 する 場合 が ど ざい ます 。 


人 食事 : 12/15 発 : 朝 4 回 / 昼 3 回 ノ 夕 3 回 付 ( う ち 軽 食 2 回 ) 、1/10 発 : 朝 4 回 の 昼 2 回 ノ タ 4 回 付 
(うち 軽食 3 回 ) 、2/15・22 発 : 朝 4 回 昼 3 回 ノ 夕 4 回 付 ( う ち 軽食 2 回 ) (いずれ も 機内 食 を 除く ) 
添乗 員 : 同 行 し ます 。 

最少 催行 人 数 : 6 名 様 (定員 12 名 様 ) 

ツア ー の 性 質 上 、 未 就学 児 の 参加 は お 断り し ます 。 

旅券 残存 有効 期間 : シ ェ ン ゲン 協定 加盟 国 出国 時 3 カ月 以上 。 


コー ス No.117T6 
コー ス No.117U7 


12 月 15 日 本 発 1 月 10 日 % 発 
2 月 15 日 ( 発 2 月 22 日 小 発 
旅行 代金 (1 名 様 /2 名 1 室 利用 ) 

出発 日 = エコノ ミー クラ ス エコ ノミ ニッ ラス 


12 月 15 日 本 発 998,.000 円 1,.268,000 円 1.458,000 幅 
0 


コー ス No.117U7 
コー ス No.117U7 


ビジ ネス フク ラス 


| 


1 月 10 日 % 発 1.208,000 円 年 1.458,000 貴 

2 月 15 日 (0 発 1.168,000 幅 還 二 1.458,000 円 

2 月 22 日 0 発 1.168,000 幅 一 1.458,000 貴 
1 人 部 屋 利用 追加 代金 150,000 円 (ダブ ル ) 


※1 人 部 屋 利 用 追加 代金 は 個室 を 確保 する た め の 代金 で あり 、 グ レー ドア ッ プ の 差額 で 

は あり ませ ん 。 

※ ビ ジネス フラ ス 、 上 級 エ コノ ミー クラ ス の 利用 区 間 は 、 東 京 一 欧州 内 乗 継 都市 間 の 往 

復 と な り ま す 。 

※ ビ ジネス クラ ス 、 上 級 エ コノ ミー クラ ス の お 席 は お 問合せ 頂い て か ら の 手配 と な り ま 
す 。 満 席 で 確保 で き な い 場合 も ご ざい ます 。 予 め ご 了承 下さ い 。 

旅行 代金 に は 燃油 サー チャ ー ジ 、 宿 泊 税 を 含み ます 。 

※ 今 後 、 金 額 が 変動 し て も 差額 の 徴収 や 返金 は ど び ざ い ませ ん 。 予 め ご 了承 下さ い 。 

空港 税 等 (12 月 発 15.430 円 、1 月 発 と 2 月 発 11.610 円 ・22 年 6 月 1 日 現在 ) を 販売 

店 に お 支払 いく だ さい 。 

※ 今 後 の 為 替 の 変動 な ど に より 、 

さい 。 


空港 税 等 は 増 また は 減 と な る 場合 が あり ます 。 予 め ご 了承 下 


Hote 


9 が 


) 内 は グレ ー ド 


エク スク ルー シブ カテ ゴリ ー 


ウィ ー ン の 中 心 部 を 囲 お リン ク 通 り に 直 
し 、 音 楽 会 場 で ある ウィ ー ン 楽 友 協会 や 
ウィ ー ン 国立 歌劇 場 、 そ し て 街 随 一 の 繁華 
プイ 上 り " 0 > 
ー 3 分 の 絶好 の ショ ン に ある 5 つ 6 
星 ホ テル で す 。 重病 
全日 空 ホ テル あっ た ころ の 日 本 人 向け の ホス ピタ リティ ー は 今 
受け 継が れ て いま す 。 


や 


この ツア ー で は 、45m の "エク スク ルー シブ カテ ゴリ ー" の お 部 屋 
に 4 連 泊 。 ゆ っ た り 、 ゆ っ くり と お 過ごし くだ さい 


演奏 会 を 鑑賞 いた だ く お 席 に つい て 
出演 アー ティ スト や 演奏 演目 は 事前 の 告知 な く 変 更に し な る こと が あり ます 。 
それ を 理由 と し て 公演 が 中 止 と な っ た り 、 チ ケッ ト が 払い 戻さ れる こと は あり ませ ん の で 、 
予め ご 了承 くだ さい 。 
演奏 会 を 鑑賞 いた だ く 御 席 は 出来 る だ け 最 上 位 の カテ ゴリ ー で ご 用 意 す る よう に 努め ます 


が 、 以 下 の よ うに ご 用 意 い た し ます 。 

楽 友 協会 (黄金 の 間 》) で の ウィ ー ン ・ フ ィ ル ハー モニ ー 管 弦楽 
カテ ゴリ ー が 8 つ に 設定 され る 場合 、 上 位 か ら 3 つ 目 ま で の カテ ゴリ ー 

楽 友 協 会 (黄金 の 間 ) で の ウィ ー ン ・ フ ィ ル ハー モニ ー 管 弦楽 団 以 外 の 演奏 会 

カテ ゴリ ー が 8 つ に 設定 され る 場合 、 上 位 か ら 2 つ 目 ま で の カテ ゴリ ー 

ウィ ー ン ・ コ ン ツ ェ ル ト ハ ウス で の 演奏 会 

カテ ゴリ ー が 8 つ に 設定 され る 場合 、 上 位 か ら 2 つ 目 ま で の カテ ゴリ ー 

お 二 人 で ご 参加 いた だ いた 場合 で も 離れ た お 席 に な る こと が あり ます 

席 番 は 、 原 則 、 公演 直前 の 抽選 と させ て いた だ きま す 。 チ ケッ ト の 原 券 は 、 抽選 後 、 お 渡し し 
ます 。 御 席 の 指定 、 ご 希望 は 承れ ませ ん 。 


団 演奏 会 


4 の 


ラ ャ プ 音 楽 の 旅 


ベル リン 国立 歌劇 場 オ ペラ 公演 


と ベル リン 


* ブ フィ ル ハ ー モ ニ 


管弦 楽団 演奏 会 


心 (て 拓 く ベル リン 音楽 の 旅 


ベル リン ・ フ ィ ル ハー モニ ー 大 ホー ル (内 観 ) ⑥Stephan Rabold Phil 


音楽 の 国 ド イツ の 首都 ベル リン 。 

世界 最高 話 の オー ケス トラ 、 ベ ルリ ン ・ フ ィ ル ハー モニ ー 管 弦 
楽団 や 、 世 界 有 数 の 歌劇 場 、 ベ ルリ ン 国 立 歌劇 場 で 、 世 界 ト ッ 
プク ラス の アー ティ スト に より 繰り 広げ られ る 音楽 会 は 、 世 界 
の クラ シッ ク 音 楽 フ ァ ン の 注目 を 集め ます 。 

この ツア ー で は 、 オ ー ケ スト ラ 演 奏 会 、 オ ペラ 公演 、 パ バレエ 公 
演 な ど 、 今 シー ズン の ベル リン の クラ シッ ク 音 楽 シ ー ン の ハイ 
ライ ト を 、 旅 行 中 に 3 つ 、 お 楽し みい た だ ける よう に 日 程 を 組 
み ま し た 。 


(の 
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12 月 8 日 発 


モー ツァ ルト 「 ポ ン テ の 王 ミ トリ ダー テ 」 

《 ベル リン バロック 週間 2022 》 

指揮 : マ ルコ ・ ミ ンコ ウス キィ 演出: 宮城 綿 

出演 予定 歌手 : ペ ネ ・ パ ティ 、 ア ナ ・ マ リア ・ ラ ビン 、 ア ン ゲ ラ ・ ブ 


ポー ル ニ = テア ント ワー ヌ ・ ベ ノ ス ニ テニ ジ アン 


ブー。 


ベル リン ・ フ ィ ル ハー モニ ー 管 弦楽 団 演奏 会 
指揮 : ア ンド リス ・ ネ ルソン ス ピア ノ : 内 田 光 3 
温 予 圧 | 

シェ ー ン ベル ク ピア ノ 協 壮 曲 Op. 42 
ブル ッ ク ナ ー 交響曲 第 7 番長 調 


っ で 


ベル リン ・ ド イツ 交響 楽団 演奏 会 

指揮 : エリ ム ・ チ ャ ン 層 アノ : ビ 下 三 泌 
演奏 予定 
ガブ リエ ラ ・ レ ー ナ ・ フ ラン ク 「3 つの ラテ ン ア メリ カ の 夢 ] 
バル トー ク 第 2 番 SZ.95 

チャ イコ フス キー 生 へ 短調 〇 D. 作 品 36 


ー ラ ン エマ ー ル 


ベル リン ・ フ ィ ル ハー モニ ー (外観 ) ⑥Heribert Schindler 
ー 一 一 8 
10 月 31 日 発 
プッ チー ニ 「 ト スカ ]」 
曲 揮 : マ ルコ ・ ア ルミ リア ー ト 演出: アル ビス ・ ヘ ル マ ニ ス 
出演 予定 歌手 : ア ンジ ェ ラ ・ ゲ オル ギュ ー、 マ ル チ ェ ロ ・ ア ル ヴ ァ レ ス 
リュ ド ヴ ィ ク ・ テ ジ エ 、 グ リ ゴ リ ー・ シ ュ カ ル パ 、 ジ ャ ン ・ マ ル テ ィ ニ ク 、 フ | 
ー リ アン ・ ホ フ マ ン | 
ヴェ ルディ 「 イ ル ・ ト ロ ヴ ァ ト ー レ 」 
曲 揮 : ア クセ ル ・ コ ー バ ー 演出: フィリ ッ プ ・ シ ュ テ ルツ ェ ル 


出演 予定 歌手 : マ リー ナ ・ レ ベ カ 、 エ カテ リー ナ ・ チ ャ イカ - ル ー ビ ン シュ タ 
ン 、 ヴ ラジ スラ フ ・ ス リム スキ ー、 グ リ ゴ リ ー・ シ ュ カ ル パ 


ベル リン ・ フ ィ ル ハー モニ ー 管 弦楽 団 演奏 会 
指揮 : キ リル ・ ペ トレ ンコ ヴァ イオ リン : ノ ア ・ ベ ン デ ィ ク スニ バル グ ブレイ 
: : ア ンド リュ ー・ ノ ー マ ン 「Unstuck] 

ト ヴァ イオ リン 拉 奏 変 口 長調 K. 20 
ト 交 置 曲 朋 へ 短調 Op.40 


っ で 


1 月 5 日 発 


ベル リン 国立 バレ エ 団 「 白 鳥 の 湖 」 
長 付 : パト リス ・ バ パー ル 


舞台 ・ 衣 装 : ルイ ザ ・ ス ピナ テッ リ 

曲 揮 : ポ ー ル ・ コ ネリ ー 演奏: ベル リン 国 立 歌 劇場 管弦 楽団 
プッ チー ニ 「 ラ ・ ボ エー ム 」 

旧 揮 マッシモ ・ ザ ネッ ティ 演出: リン ディ ・ ヒ ュー ム 


出演 予定 歌手 : ア イダ ・ ガ リフ ッ リ ー ナ ・ ア イー ダ 、 エ ヴェ リン ・ ノ ヴァ ク 、 
ト ・ コ ルチャ ッ ク 、 ア ダム ・ ク トニ ィ 


ベル リン ・ フ ィ ル ハー モニ ー 管 弦楽 団 演奏 会 


指揮 : ダニ エル ・ バレ ン ボ イム ピア ノ : マ ル タ ・ ア ル ゲ リッ チ 
演奏 予定 

チャ イコ フス キー ピア ノ 協 第 1 番 変 口 短調 Op.23 
ヴィ トル ド ・ ル トス ワ フ スキ 管 玉 楽 の た め の 協 


ベル リン 国立 歌劇 場 (外観 ・ 正 面 ) Marcus Ebener 


ンク 


ベル リン 国立 歌劇 場 (内 観 ) ⑥ Marcus Ebener 


( ) 内 は グレ ー ド 


ベル リン ノ ザ ウェ ステ ィ ン グラ ンド ホテ ル ベル リン (UL) 


リン デン スー ペリ アカ テ ゴ リ ー 

ベル リン 随 一 の 繁華 箱 *" ウ ンタ ー・ デ ン ・ リ ン デ ン " ま で 100m、 ベ 
ルリ ン 国 立 歌劇 場 や ベル リン の 象徴 、 ブ ラン デン ブル ク 門 まで 徒 
歩 5 分. ベル リン ・ フ ィ ル ハー モニ ー ま で 車 で 5 分 程度 の 好 立 地 
に ある 緑 豊か な 中 庭 を も つ 5 つ 星 ホ テル で す 。 


31mf の リン デン スー ペリ アカ テ ゴ リ ー を 利用 し ます 。 


利用 予定 航空 会 社 : ル フト ハン ザ ドイ ツ 航 空 (LH) プス イス イン ター ナシ ョ ナル エア 
ライ ンズ (LX) プ エ ー ル フラ ンス 航空 (AF) 日 本 航空 (JL) ANA(NH) 

発着 地 : 東 京 ( 羽 田 また は 成田 ) 

食事 : 朝 4 回 、 昼 3 回 、 夕 3 回 (軽食) 付 (機内 食 は 除く ) 

添乗 貞 : 同 行 し ます 。 

最少 催行 人 数 : 6 名 様 (定員 12 名 様 ) 

ツア ー の 性 質 上 、 未 就学 児 の 参加 は お 断り し ます 。 

旅券 残存 有効 期間 : シ ェ ン ゲン 協定 加盟 国 出国 時 3 カ月 以上 。 


[コー ス No.11686 | 旅行 代金 (1 名 様 /2 名 1 室 利用 ) 
出発 日 エコ ノミ ー ク ラス 圭 級 ビジ ネス クラ ス 


エコ ノミ ー ク ラス 
10 月 31 日 衣 発 1.028,000 円 1.248,000 円 1.488,000 幅 


12 月 8 日 本 発 998,.000 円 1.248,000 円 1.398,000 貴 
1 月 5 日 本 発 _998,.000 円 1.208,000 円 1.398,000 貴 
1 人 部 屋 利 用 追加 代金 「J 委 12 有 H 先 169,000 円 (ダブ ル ) 


有償 149,000 円 (ダブ ル ) 


※1 人 部 屋 利用 追加 代金 は 個室 を 確保 する た め の 代 金 で あり 、 グ レー ドア ッ プ の 差額 で 
は あり ませ ん 。 
※ ビ ジネス フラ ス 、 上 級 エ コノ ミー クラ ス の 利用 区 間 は 、 東 京 一 欧州 内 乗 継 都市 間 の 往 
復 と な り ま す 。 
※ ビ ジネス クラ ス 、 上 級 エ コノ ミー クラ ス の お 席 は お 問合せ 頂い て か ら の 手配 と な り ま 
す 。 満 席 で 確保 で き な い 場合 も ご ざい ます 。 予 め ご 了承 下さ い 。 
旅行 代金 に は 燃油 サー チャ ー ジ 、 宿 泊 税 を 含み ます 。 
※ 今 後 、 金 額 が 変動 し て も 差額 の 徴収 や 返金 は ど び ざ い ませ ん 。 予 め ご 了承 下さ い 。 

空港 税 等 ( 約 20.620 円 ・22 年 6 月 1 日 現在 ) を 販売 店 に お 支払 いく だ さい 。 
※ 今 後 の 為 替 の 変動 な ど に より 、 空 港 税 等 は 増 ま た は 減 と な る 場合 が あり ます 。 予 め ご 了承 下 
さい 。 


ブラ ン デ ンブルク 門 ⑥ moofushi - stock.adobe.com/jp 


(09:35 一 15:20) 羽田 また は 成田 テ 欧 州 内 乗 継 都市 テ ベ ルリ ン 


] 較 尾 : ベル リン 着 後 、 専 用 車 に て ホテ ル へ 。 
[ベル リン 泊 ] 味 味 


ベル リン 半 在 

監 語 時 ベル リン 市 内 観光 
由 話 諸 自 由 行 動 (12/8 発 ご 希望 の 方 は 添乗 員 が クリ スマ スマ 

2 ー ケ ッ ト へ ご 案内 し ます 。) 

本 2 時 軽食 を お 部 屋 へ ご 用 意 し ます 。 

苦 当 軒 ベル リン 国立 歌劇 場 に に こ 、 オ ペラ また は バレ エ を 鑑賞 
し ます 。 (詳細 は 左記 を ご 参照 くだ さい 。) 

べ 


[ベル リン 泊 ] 飛 Iol 較 


リ ベル リン 潮 在 
陸 還 請 下 ケ イド と 共に ベル リン 絵画 館 (入場 ) へ 。 じ っ くり 名 画 争 賞 を 。 
に 語 詳 邊 貼 行動 
3 上 記 証 軽食 を お 部 屋 へ ご 用 意 し ます 。 
本 本宮 劇場 に と 、 オ ペラ また は ベル リン ・ フ ィ ル ハー モニ ー 
管弦 楽団 演奏 会 を 鑑賞 し ます 。( 詳 細 は 左記 を ご 参照 くだ さい 。) 


[ベル リン 泊 ] 因 Gl 民 


ベル リン 潮 在 

ガイ ド と 共に ヨー ロッ パ 絵 画 の 傑作 が 集う ペル ガ モ ン 美術 

館 ( 入 場 ) へ 。 じ っ くり 名 画 鑑賞 を 。 

の | 自由 行動 。 

展 24 全 時 軽食 を お 部 屋 へ ご 用 意 し ます 。 

苦 紀 ベル リン ・ フ ィ ル ハー モニ ー 大 ホー ル に て 、 オ ー ケ スト 

ラ 演 奏 会 を 鑑賞 し ます 。 (詳細 は 左記 を ご 参照 くだ さい 。) 
[ベル リン 泊 ] Iol 壁 


(09:40-17:40) ベ ルリ ン 欧 州 内 乗 継 都市 テ 
ら 


〔 機 内 泊 ] 較 | 」 団 


ほ (06:55 一 19:25) 羽田 また は 成田 


小 


※ 欧 州 内 乗 継 都市 は フラ ンク フル ト 、 ミ ュ ン ヘン 、 チ ュー リヒ 、 パ リ の いずれ か と な り ま す 。 
※ ベ ルリ ン 空 港 で は ポー ター サー ビス が 手配 で き な い 場合 が あり ます の で 、 予 め ご 了承 く 
だ さい 。 

※ 各 観光 箇所 の 日 程 ・ 順 路 や 見 学 時 間 が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 


演奏 会 を 鑑賞 いた だ く お 席 に つい て 


出演 アー ティ スト や 演奏 演目 は 事前 の 告知 な く 変更 に し な る こと と が あり ます 。 
それ を 理由 と し て 公演 が 中 止 と な っ た り チ ケッ ト が 払い 戻さ れる こと は あり ませ ん の で 、 
予め ご 了承 くだ さい 。 


演奏 会 を 鑑賞 いた だ く 御 席 は 出来 る だ け 最 上 位 の カテ ゴリ ー で ご 用 意 す る よう に 努め ます 
が 、 以 下 の よ うに ご 用 意 い た し ます 。 

ベル リン ・ フ ィ ル ハー モニ ー で の ベル リン ・ フ ィ ル ハー モニ ー 管 弦楽 団 演奏 会 

カテ ゴリ ー が 8 つ に 設定 され る 場合 、 上 位 か ら 3 つ 目 ま で の カテ ゴリ ー 
ベル リン ・ フ ィ ル ハー モニ ー で の ベル リン ・ フ ィ ル ハー モニ ー 管 弦楽 団 以 外 の 演奏 会 
カテ ゴリ ー が 8 つ に 設定 され る 場合 、 上 位 か ら 2 つ 目 ま で の カテ ゴリ ー 

ベル リン 国立 歌劇 場 で の オペ ラ 公 演 

カテ ゴリ ー が 8 つ に 設定 され る 場合 、 上 位 か ら 2 つ 目 ま で の カテ ゴリ ー 


お 二 人 で ご 参加 いた だ いた 場合 で も 離れ た お 席 に な る こと が あり ます 。 
席 番 は 、 原 則 、 公 演 直 前 の 抽選 と させ て いた だ きま す 。 チ ケッ ト の 原 券 は 、 抽 選 後 、 お 渡 
し し ます 。 御 席 の 指定 、 ご 希望 は 承れ ませ ん 。 


ッ プ 
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ライ プ 音楽 の 旅 な ら で は の こだわ り ポ イン ト 


JTB ロ イヤ ル ロ ー ド 銀座 の 海外 「 ラ イブ ・ 音 楽 の 旅 ] で は 、 海 外 で の オー ケス トラ コン サー ト 、 
オペ ラ 、 バ レ エ や リサ イタ ル な ど 様 々 な 音楽 会 を 、 よ り 良い 御 席 で お 楽し みい た だ ける よう に 企画 
や 仕 入 に 努力 し て いま す 。 

“瞬間 芸術 "と いわ れる 音楽 は 、 絵 画 や 彫刻 の よう に 目 に 見 え を ませ ん か ら 、 そ の 日 、 そ の 会 場 に い 
な けれ ば 体験 で きま せん し 、 同 じ ア ー テ ィ ス ト に よる 同一 の プロ グラ ム で も 全く 同じ 演奏 は あり ま 
せん 。 一 回 限り の 機会 で す の で 、 ご 満足 いた だ ける 確率 の 高い 音楽 会 を 鑑賞 いた だ ける よう に 内 
容 を 吟味 し ます 。 

日 程 、 行 程 は 音楽 会 を 中 心 に 組み ます が 、 日 中 の 観光 や 食事 に つい て も 、 音 楽に 関係 する 内 容 
や 、 そ の 土地 の 食材 や 銘 品 を 楽し ん で い た だ ける よう に 工夫 いた し ます 。 

同好 の 参加 者 の 方 々 と 、 経 験 豊富 で お 客 様 か ら 高い 評価 を いた だ いて いる 音楽 を 愛す る 添乗 員 
が ご 一 緒 す る 「 ラ イブ ・ 音 楽 の 旅 ] を お 楽し みく だ さい 。 


最少 6 名 様 か ら 出発 決定 旅 に 合っ た ホテ ル を ご 提案 
2 0584 旦 


「 ラ イブ ・ 音 楽 の 旅 ] は 、 スム ー ズ に ご 旅行 を お 楽し みい 「 ラ イブ ・ 音 楽 の 旅 ] で は 、 基本 的 に 弊社 基準 で L グ レー 
た だ ける よう に 6 名 様 に ご 参加 いた だ けれ ば 出発 決定 を ド 以 上 の ホテ ル を 利用 し ます 。 また 、 音楽 鑑賞 の 劇場 の 
いた し ます 。 アク セス 、 街 歩き や お 買い 物 に 便利 な ホテ ル を 選定 し て 


少 人 数 の 旅行 だ か ら こ その 行き 届い た サー ビス で 、 皆様 
の 旅 が 、 より 想い 出 深 いも の に な る よう お 手伝い させ て い 
た だ きま す 。 


希少 価値 の ある チケ ッ ト 付 き 
ha 


「 ラ イブ ・ 音 楽 の 旅 ] で は 、 
入手 の 難し い 人 気 の 公演 
を 、 で きる 限り 上 席 で お 楽 
し みい た だ きま す 。 

も ちろ ん チケ ッ ト 代 人 金 は 全 


て 旅行 代金 に 含ま れ ま す 。 
※ ご 用 意 する お 席 の 詳細 は 各 コ ー ス の ペー ジ を ご 参照 くだ さい 。 


レ し リン ・ フ ィ ル 演奏 会 情景 
@stephani Pebold Heribert Schindler 


いま す 。 連 泊 を 基本 と する 日 程 を 組み ます の で 、 で きる 
だ け 広 め の お 部 屋 を ご 用 意 し ます 。 


お 部 屋 に 軽食 を ご 用 意 
べべ 


夜 の 公演 で は 、「 夕食 を 食べ る タイ ミン グ が 上 難しい] と お 
客 様 か ら ご 相談 を 受け る こと も し ば し ば 。 公演 前 に た くさ 
ん 食べ る と 眠く な っ て し まう し 、 公演 後 の レ スト ラン は 夜 遅 
く 心配 …。 そこ で 、 夜 の 公演 を 鑑賞 いた だ く 日 に は 、 お 部 
屋 入 れ の 軽食 (サン ドイ ッ チ な ど ) を ご 用 意 し ます 。 公演 
前 、 また は 終演 後 の 軽食 と し て お 召し 上 が りく だ さい 。 

※ 内 容 に つい て は 当社 に お 任せ いた だ きま す 。 


音楽 会 時 の 服装 の ご 案内 


音楽 会 は 社交 の 場 で も あり ます 。 


昼間 の 音楽 会 


出演 の アー ティ スト や 、 世界 中 か ら 集 まる 観客 の みな さん に 散 意 
を 表し て 失礼 の な い 服装 (スマ ー ト カジ ュ ア ル 以 上 ) の 用 意 を お 
願い 申し 上 げ ま す 。 

折角 の 機会 で す の で 、 男性 、 女性 を 問わ ず 、 お し ゃ れ を 楽し ま 
れる こと を お 勧め し ます 。 

※ 正 装 (フォ ー マ ル ) が 求め られ る 音楽 会 は 、 出 発 前 に 余裕 を も っ て お 知ら せい た 


ジャ ケッ ト 、 ス ー ツ 、 フ ノー ネクタイ も 可 
【 女 性 】 
NN 認 ウ シビ ニス 6 二 ベ ニッ 


【 男 性 
ジャ ケッ ト 、 ス ー ツ 、 ネ クタ イ 着 用 
し ます 。 【 女 性 】 


※ ご 不明 な 点 は 、 担当 まで ご 遠慮 な く お 問い 合わ せく だ さい 。 着物 、 ド レス 、 ワ ン ピ ー ス 、 ス ー ツ 


@Ichi_Nekota - stock.adobe.com/jp 


日 本 国内 で も 音楽 会 を 倫 し ん で いた だ きた い の で 、JTB ロ イヤ ル ロ ー ド 銀座 の 
国内 旅行 ブラ ンド 「 夢 の 休日 [四季 彩 紀行 ] の パン フレ ッ ト で 、" 音 楽 を 愉し む ” 
旅行 (ツア ー) を ご 案内 し て お り ま す 。 


0 月 28 明 ( 釜 / 発 莉 冊 立 劇 朋 オペ アパ レス 
新司 立 劇場 刻 場 25 周 年 記念 公演 新司 立 劇場 バレ エ 司 ) ジ ゼル リ く 新 剃 作 > 鑑賞 
ホテ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ ザ ・ メ イン 滞在 3 日 間 


5 - 
こ W 
層 如月 72 日 ( 地 ) 発 サン トリ ー ホ ー ル 大 ホー ル 
嫌 嶋 み どり 雄 寿 上 六 の 多 べ と ネ ルソン スン 措 癖 が スト ン 交 攻 楽 大 湊 奉 会 負 賞 
較 The Okura TOkyo へ ヘリテージ ・ ウ イン グ 滞 在 3 日 間 
人 
=W 本 夫 
可 朋 79 月 ( 直 ) 彩 し サ ホ ポー ル 
故 菩 巧 務 療 、 藤 同 真 央 ピア ノ 過 形 交響 楽 局 系 305 同 定期 渡 寿 会 鍋 賞 
則 天 間 温 泉 と 羽黒 山間 
「 
ッ HPRSE 
棚 月 29 月 ( 火 ) 発 高嶋 鞭 稚 劇場 府 楽 ホー ル 
活 過 実 准 恵 ピ アノ ・ リ サイ 夕 ル 鑑賞 
伊香 保温 泉 2 日 間 
折 () 
こ W 


72 月 7 日 ( 水 ) 発 サン トリ ー ホ ー ル 大 ホー ル 
パル レン ボ イ ム 靖 交 べ ベル リン 国 立 束 劇 瘍 管 政 楽 誠 パシ ュ タ ー ツ カ ペ レ ・ ベ ルリ ン 7 鑑賞 
ブラ ー ム スズ 交響 曲 全曲 演奏 会 と The Okura Tokyo へ ヘリテージ ・ ウ イン グ 滞 在 3 日 間 


2 。。 。 、 TI 」 胡 


72 月 2 日 ( 士 ) 発 サン トリ ー ホ ー ル 大 ホー ル 
パッ ハ ・ コ レギ ウム ・ ジ ャ パン / 聖 誠 の メサ イヤ リ と クリ スマ ス ・ コ ン サ ー ト 鑑賞 
The Okura Tokyo ヘリテージ ・ ウ イン グ 滞 在 3 日 間 


上 記 は 一 例 で す 。 艶 や か で 彩 に 満ち た 豚 し き 日 本 を 旅 する 「 夢 の 休日 ] [四季 彩 紀 行 ]」 も ぜひ ご 覧 くだ さい 。 


夢 の 休 日 国内 ーwmー 
間 


倒 


5 


。 且 
州 「 


5 


倒 


后 () 


全 


5 


人 


5 


候 


5 


29 


=ー い ご 2 に 】 に 一 ゴ 
ご 案 | (GE 品 ご 旅行 を さら に 快適 に 楽し ん し で いた だ く た め に お 申し 込み いた だ く 前 に 必ず お 読み くだ さい 。 


ヽ ュ 入 人 各 コ ー ス の ビジ ネス クラ ス 席 上級 ミー クラ ス 席 は 独自 に 設定 し た も の で 、 
ず お 申 し 込み に つい て 各 航空 会 社 が 提供 する お 客 様 向け サー ビス 、 付 帯 サ ービス や キャ ン ペ ー ン が 適 
旅行 代金 に つい て 用 に な ら な い 場 合 が ありま す 。 

人 旅行 代金 は エコ ノミ ー ク ラス 席 、 上 級 工 コノ ミー クラ ス 席 、 ビ ジネス クラ ス 席 を 手荷物 に つい て 

それ ぞ れ 利用 、 2 人 部 屋 を お 2 人 で ご 利用 いた だ く 場 合 の お 1 人 分 の 代金 で す 。 人 @ 機 内 に 無料 で 預け られ る 手荷物 の 個数 ・ 重 量 ・ サ イズ の 制限 は 航空 会 社 に より 異 
旅行 条件 ・ 旅 JC の 部 な り ま す 。 制限 を 超え る と 有料 と な る 場合 や 、 お 預かり で き な い 場合 が あり ます 
本 条件 は 2022 年 6 月 1 日 を 基準 と し て いま す 。 又 旅行 代金 は 2022 年 の で 、 各 航空 会 社 に お 問い 合わ せく だ さい 。 

中 現在 の 有効 な 運賃 ・ 電 準 と し て 算出 し て いま す 。 

お し 込み に つい て ーー 
@⑥ お 申し 込み 時 に は パス ポー ト 通 り の ロー マ 字 氏名 を お 申し 出 く だ さい 。 相違 が あぁ | ご 和 倫 泊 に つい て 

る と 航空機 に 搭乗 で きず 訂正 も 認め られ ず 旅行 契約 を 解除 いた だ く こ と も あ | 示 テ ルプ レー ド 

り ま す 。 こ の 場合 に は 当社 所 定 の 取消 料 を いた だ きま す 。 @JTB で は 、 各種 資料 や 現地 支店 か ら の 情報 、 長 年 の 経験 を 通じ て 、 ご 参加 いた 
人 @ 当 パン フレ ッ ト で は 6 歳 未 満 の お 子 様 の ご 参加 は ご 遠慮 W た だ いて お り ま す 。 だ いた 数 多く の お 客 様 の 評価 と 添乗 員 の レポ ー ト な ど を 参考 に 、 ブ レー ド 区 分 
@18 歳 未 満 の 方 の み の ご 参加 は お 受け で きま せん 。 を 行い 表示 し て お り ます 。 ま た 、 年 に 一 度 の 割合 で ホテ ル グ ブレ ー ド の 見 直し を し 
人 15 歳 未満 の 方 の ご 参加 に は 、 保 護 者 の 同行 を 条件 と させ て いた だ きま す 。 て お り ま す 。 

候 18 歳 未満 の 方 の ご 参加 に は 、 親 権 者 の 同意 書 が 必要 で す 。 代 ブ レー ド の 高い 順に [SL 一 [一 Aー Bl と な り ま す 。 
@⑯ 現 在 通 院 中 、 疾 患 ・ 障 が い を お 持ち の 方 、 特 別 な 配慮 を 必要 と する 方 は お 申し | 代 SL-- B の ホテ ル ブ レ ー ド は 当該 地域 内 で の 評価 と な り ま す 。 そ の た め 、 同 グレ 
込み 時 に 必ず お 申し 出 く だ さい 。 安 心して ご 参加 いた だ く た め に お 客 様 の 状況 を ー ド の ホテ ル で も 他 の 地域 と 設備 ・ サ ービス が 必ず し も 同等 で は あり ませ ん 。 

お うか が いし 、 コー ス の 内 容 と 照ら し 合わ せ た 上 、 可 能 な 範囲 内 で お 受け し ます 。 | お 部 屋 の ベッ ド タ イ プ に つい て 


その 際 、 医師 の 診断 書 や 航空 会 社 指定 の 英文 診断 書 の 提出 を お 願い する こと が | 介 2 人 用 の お 部 屋 に は 、 ツ イン ベッ ドル ー ム (ベッ ド が 2 台 ) と ダブル ベッ ドル ー ム 
あり ます 。 な お 、 お 客 様 の お 申し 出 に 基づき 当社 が お 客 様 の た め に 講じ た 特別 (キン ブサ イズ また は クイ ー ン サイ ズ の 大 型 ペ ベッ ド が 1 台 ) の 2 種類 が あり ます 。 
な 措置 に 要する 診断 書 取得 費用 は お 客 様 の ご 負担 と な か り ま す 。 ま た 、 現 ツイ ン ベ ッ ドル ー ム に は 2 つの ベッド マ ッ ト が 1 つの 桁 の 中 に 入っ て いた り 、 ク イ 
地 事情 や 関係 諸 機関 (交通 機関 、 宿 泊 機関 な ど ) の 状況 よど に より 、 旅 行 の 安 村人 の 8 ッ ド 1 台 と ソフ ァ ー ベ ッ ド の 組み 合わ せな ど 、 ベ ッ ド の 大 き さ が 違 
全 か つ 円 滑 な 実施 の た め に 介助 者 の 同行 な ど を 条件 と させ て いた だ いた り 、 ご タイ プ の お 部 屋 も あり ます 。 
参加 を お 断り する 場合 が あり ます 。 な お 、 ご 参加 に あたり まし て 、 添 乗員 は 介助 2 名 様 で 1 部 屋 を ご 利用 の 場合 
を 行う こと は で きま せん 。 @ 原 則 と し て ツイ ン ベ ッ ドル ー ム を 用 意 い た し ます が 、 ハ ネム ー ナ ー や ご 夫婦 な ど 、 
催行 中 止 の 連絡 に つい て カッ プル ル で ご 参加 の 場合 は ダブル ベッ ドル ー ム と な る 場合 が あり ます 。 同 性 同士 
@ お 申込 コー ス の ご 旅行 が 催行 され な い 場合 は 、4 月 27 日 一 5 月 6 日 、 7 月 20 の お 客 様 も ダブ プル ベ ッ ド ルー ム と な る こと が あり ます 。 そ の 場合 は 、2 台 目 の ベ 
て 8 月 31 日 、12 月 20 日 の 出発 日 は ご 出発 の 34 日 前 まで に 、 ッ ド と し て 簡易 ベッ ド ( エ キス トラ ベッ ド や ソフ ァ ー ベ ッ ド な ど ) を ご 用 意 す る よう 
その 他 の 出発 日 は ご 出発 の 24 日 前 まで に ご 連絡 いた し ます 。 こし ます が 、 国 や 地域 の ルー ル に より ご 用 意 で き な い こと が あり ます 。 
ゃ エ 三 妨 三 本 介 お 1 人 様 参 加 の 場合 、 他 の お 客 様 と の 相 部 屋 は お 受け し て いま せん 。 
ETIAS (欧州 渡航 情報 認証 制度 ) に つい て 1 名 様 で 1 部 屋 を ご 利用 の 場合 
押 表 証 で 欧州 に 渡航 (入国 お よび 乗り 継ぎ 2022 年 末 の 混入 か ら @「 お 1 人 部 屋 利 用 追加 代金 ] に て 承り ます 。 こ の 代金 は 、 お 部 屋 を お 1 人 で ご 利 
| の 衝 きら 人 HMI 還 0 いた だ く こ と を 確約 する 代金 で あり 、 原 則 と し て ベッ ド が 1 台 の お 部 屋 と な り 
請 ・ 許 可 が 義務 付け られ る 予定 で す ( 別 料 金 ノ 事 前 取得 要 ) 。 開始 時 期 、 取 得 方 まみ 。 また 、 複数 で お 申し 込み の お 客 様 の うち 、 ー 部 の お 客 様 が 取り 消し を さ 
法 、 金 額 等 詳細 は 現 段階 で は 未定 で す 。 以 下 HP より 最新 情報 は ご 確認 くだ さ れ た た め に ご 参加 の お 客 様 が 1 人 部 屋 の 利用 こ な っ た 場合 に は 、 取 り 消し を さ 
い 。http:/etias-euvisa.Com/ (2022 年 6 月 現在 ) 2 料 を 申し 受け る 他 、 ご 参加 の お 客 様 か ら お 1 人 部 屋 追加 代 
3 名 様 で 1 部 屋 を ご 利用 の 場合 
交通 機関 に つい て 候 旅 行 代金 の 割 引 は あり ませ ん 。2 人 用 の お 部 屋 に 簡易 ベッ ド (エキ スト ラベ ッ ド ) 
但 交 通 機関 の 遅延 ・ 不 通 ・ ス ケ ジ ュ ー ル 変更 ・ 経 路 変更 等 、 ま た これ ら に よっ て 旅 を 入れ 、3 名 様 で ご 利用 いた だ く た め 、 大 変 手狭 と な り ま す 。 
行 日 程 の 変更 ・ 目 的 地 滞在 時 間 の 短 李 お よび 観光 所 の 容 定 ・ 削除 等 が 生じ る ダブ ル ベ ッ ドル ー ム に 簡易 ベッ ド を 入れ る 場合 は 1 つの ベッ ド を 2 名 で ご 利用 い 
場合 が あり ます 。 こ の よう な 場合 、 責任 は 負い か ね ます が 、 当初 の 日 程 に 従っ た た だ く こ と に な り ま す 。 ま た 、 簡 易 ベ ペッ ド の 搬入 時 間 は 夜 遅く な る こと が 一 般 的 
旅行 サー ビス が 受け られ ます よう 手配 努力 を いた し ます 。 で す の で 、 ト リプ ル (3 名 様 で 1 部 屋 ) の ご 利用 は お すす めし て お り ま せん 。 ま 
島 豚 空 機 発着 時 間 は 、2022 年 1 月 第 1 週 の 冬期 スケ ジュ ー ル (2022 年 6 月 た 、 ト リプ ル 利 用 は お 申し 込み 後 の 手配 と な り 、 ホ テル に よっ て は ご 利用 いた だ 
喝 在 ) を 基準 と し て いま す 。 航空 会 社 の 都合 に より 、 発 着 時 間 、 便 名 、 系 合計 その 場合 は 、2 部 屋 の ご 利用 と な り 、 お 1 人 部 屋 追加 
乗 継 地 、 経 由 地 が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 ま た 3 月 下旬 以降 は 夏期 スケ ジ 代金 が 必要 と な り ま 
ュー ル と な り ま す の で お 問い 合わ せく だ さい 。 複数 の の お 部 屋 を ご 利用 いた だ く 場 合 
候 [直行 便 ] に は 「 ノ ンス トッ プ 便 ] の 他 に 途中 で 他 の 空港 に 立ち 寄る 「 経 由 便 ] も 人 ブルーズ ご 家族 参加 で 2 部 屋 以上 を ご 利用 いた だ く 場 合 で も 、 ホテ ル 事 情 に よ 
含ま れ ま す 。 出発 便 ・ 帰 国 便 お よび 現地 で の 航空 便 は 特に 「 乗 継ぎ ] [経由 便 ] り 、 お 隣り また は 同じ 了 弱 の お 部 屋 を ご 用 意 で き な い 場合 が あり ます 。 
と 明示 され て いな い 場 合 で も 乗 継ぎ ざ 、 経 由 便 を ご 利用 いた だ く 場 合 が あめ り ます 。 に ロッ パ の ホテ ル 事 情 
明示 され て いる 場合 で も 、 乗 継 ざ 、 経 由 地 が 変更 に な っ た り 、 乗 継ぎ 回 数 が 増 ッ パ の 伝統 的 な ホテ ル は 、 他 地域 に 比べ 一 般 的 に お 部 屋 が 狭く な る 場合 
える 場合 が あり ます 。 ま た 現地 で の 航空 便 は 必ず し も 最適 の 時 間 帯 を 選べ な い RC 
場合 も ちあ り ま す 。 い ずれ の 場合 も 旅行 代金 の 変更 は あり ませ ん 。 @ ヨ ッ パ の ホテ ル は 、 伝 統 的 な ヨ ピア ンス タイ ル と 近代 的 な アメ リカ ンス 
@ ご 夫婦 や ご 友人 同士 3 名 以上 で ご 参加 の 場合 、 確約 は 出来 か ね ます が 、 並び 席 タイ ル の 2 つの タイ プ の ホテ ル に 大 別 さ れ ま す 。 ヨ ー ロ ピア ンス タイ ル で は 、 建 
や お 近く の 席 に な る よう 努め て 手配 させ て いた だ きま す 。 (航空 機 の 座席 配列 や 物 の 構造 上 、 部 屋 の 広 さ や 眺望 、 調 度 品 等 も 画 一 で は あり ませ ん 。 ま た 、 ホ テ 
空港 で の 個人 チェ ッ ク イ ン 化 に 伴い 、 ご 夫婦 や 同一 グル ー プ の 方 で も 隣り 合わ せ ル に よっ て は 浴槽 の な い シ ャ ワー の み の お 部 屋 と な る 場合 が あり ます 。 
こ な ら な い 場 合 が あり ます 。 予約 状況 に より 、 通路 を は さん だ り 、 前 後 の 座 席 ま | お 部 屋 タ イプ に つい て 
た は 離れ た 座席 と な る こと が あり ます 。) 但 ホ テル に よっ て は 、 建築 の 構造 上 、 部 屋 の 広 さ や 調度 品 が 画 一 で な いた め 、 同 じ ツ 
候 航 空 機 の 座席 は 予約 状況 に より 、 窓 側 ・ 通 路側 の ご 希望 に 添え な い 場 合 が あり アー の お 客 様 に 同一 タイ ズ 同 - フ ロア の お 部 屋 を 提供 で き な い 場合 が あり ます 。 
ます 。 また 機材 変更 お よび 利用 便 変更 に より あら か じ め お 取り で き て いた お 席 が | ホテ ル の 設備 ・ 備 品 
変更 と な る 場合 も あり ます 。 介 地 域 に よっ て は 、 現 地 の 気 侯 、 生 活 習 慣 に より ホテ ル に 冷暖 房 設備 が な い 場 合 
信 共 同 運航 便 に つい て が あり ます 。 
ご 利用 に な る 航空 機 が 他 の 航空 会 社 の 機材 及び 客室 乗務 員 で 運航 され る 場合 が | 便 ホ テル に は お 部 屋 に 歯ブラシ 、 ス リッ パ の 用 意 が な い 場合 が 多い の で 、 日 本 か ら 
あり ます 。 利用 航空 会 社 に 共同 運航 便 の 旨 が 表示 され て いな い 場 合 で も 、 航 空 ス お 持ち に な る こと を お 勧め し ます 。 
ケ ジ ュ ー ル の 変更 に より 、 他 の 豚 空 会 社 と の 共同 運航 便 と な る こと が あり ます 。 介 ホ テル に よっ て は 環境 保護 の た め 、 ご 希望 され な いと お 部 屋 の タオ ル の 交換 が 行 
@ マ イレ ー ジ に つい て は 特別 運賃 を 利用 する た め 対 象 外 の 場合 が あり ます 。 マ イレ われ な い 場 合 が あり ます の で 予め ご 了承 くだ さい 
ー ジ に 関し て は 各 航 空 会 社 に 直接 お 問い 合わ せく だ さい 。 チェ ッ ク イ ン ・ チ ェ ッ クア ウト に つい て 
ビジ ネス フク ラス 席 ・ 上 級 エ コノ ミー フラ ス 席 に つい て 介 ホ テル の チェ ッ ク イ ン の 際 、 お 客 様 の 人 数 や 時 間 帯 に よっ て 時 間 が か か る 場合 が 
信 基 本 コー ス の ご 予約 と 同時 に お 申し 出 く だ さい 、。 あり ます 。 ホテ ル に よっ て は 宿泊 カー ド の ご 記入 が 必要 と な る 場合 が あり ます 。 ま 
介 お 申し 込み 後 の 手配 の た め 、 回 答 まで 時 間 を 要する 場合 が あり 、 ご 希望 に 沿え た 国際 電話 や お 部 屋 の ミニ バー 利用 の た め 、 ホ テル より 国際 クレ ジッ トカ ー ド の 
な い 場 合 が あり ます 。 予約 を お 取り で きず 基本 コー ス 自 体 を 取り 消す 場合 、 お 申 提示 また は 現金 で の デポ ジッ ト (保証 金 ) を 求め られ る こと が あり ます の で 、 国 
し 出 時 期 に より 取消 料 が 必要 と な り ま す 。 手配 完了 後 は ミー クラ ス 席 へ の 際 フ レジ ッ ト カ ー ド を お 持ち いた だ く こ と を お 勧め し ます 。 
変更 は お 受け で き な い 場合 が あり ます 。 改修 工事 に つい て 
@ 窓 側 / 通路 側 の ご 希望 は ば ビジ ネス フラ ス 席 ・ 上 級 エ コノ ミー クラ ス 席 利用 区 間 の 介 パ ン フ レッ ト に 掲載 し て いる ホテ ル は 予告 な く 改修 工事 を 行う 場合 が あり ます 。 
み 承 り ます 。 予約 時 に お 申し 出 く だ さい 。 な お 、 座席 数 に 限り が あり 、 ご 希望 に その た め 、 騒 音 が 発生 し た り 、 施 設 の 一 部 が 利用 で き な い 場 合 が あり ます 。 改 
沿え な い 場合 が あり ます 。 修 工事 等 に より 主 3 - 利 用 で き な い こと が 判明 し た 場合 、 販 売店 より ご 
人 座席 番号 は 航空 会 社 の 機材 変更 等 の 理由 で 変更 され る 場合 が あり ます 。 案内 いた し ます 。 ま た 、 改 修 中 で あっ て も ホテ ル は 通常 通り 営業 する こと が 多く 
@ 往 復 の 空港 、 現 地 で の 旅行 サー ビス 内 容 ( 穫 旋 ・ パ ス ・ ホ テル ・ 食 事 等 ) 、 日 本 あります の で 予め ご イ あ くだ さい 有 5 
発着 以外 の 航空 機 移動 時 の お 荷物 の 取扱 い に つ いて も エコ ノミ ー ク ラス 席 と 同 人 宿泊 都市 に より 滞在 寄付 金 (宿泊 税 ) が 課せ られ て いま す が 、 当 パン フレ ッ ト で 


条件 と な り ま す 。 は 旅行 代金 に 含ま れ て いま す 。(2022 年 6 月 1 日 現在 ) 
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り 2) 


に っ ーー 
延 泊 の ご 希望 に つい て 免税 手続 き に つい て 8 
@⑯ 延 泊 の ご 希望 は 可能 な 限り 追加 手配 に て 承り ます 。 @⑯ 免 税 手 続き は EU 加盟 国 を 旅行 する 場合 、 基 本 的 に ヨー ロッ パ 内 の 出発 空港 に 読 
@ 豚 空 座席 と 最終 宿泊 地 と 同じ ホホ テル の 予約 が お 取り で きる こと が 条件 と な り ま て 、 お 客 様 ご 自身 の 責任 に お いて 手続 き を し て いた だ きま す 。 そ の 際 、 航空 機 の 2 
す 。 また 延 泊 希 望 は 受付 後 の 手 配 こ な り ま す の で 、 お 客 様 の ご 希望 に 添え な い 遅延 や 免税 カウ ンタ ー の 混 条 の た め 、 乗 り 継ぎ 時 間 中 に 手続 き で き な い 場合 が く 
場合 が あり ます 。 そ の 場合 は 基本 の 日 程 に て ご 参加 いた だ きま す 。 あり ます 。 だ 
帰国 便 は 、 参加 コー ス と 同一 航空 会 社 、 同一 区 間 を 原則 と いた し ます 。 従 っ て ご 志 こ 
希望 の 帰国 日 に 同一 航空 会 社 の 運航 が な い 場 合 は 延 泊 を お 受け で きま せん 。 イス ラム 贈 へ の 旅行 に つい て に ) 


し 
と 


信 空 便 し 況 に より! 5 受 き な い 場合 が あり ます 。 計 
ます > | イス ラム 雪国 で は 、 宗孝 的 な 祝日 に は 観光 地 の オー プン 持 間 の 短 軟 、 商店 ・ ス 


ー ク (市 場 ) の 閉店 、 交通 機関 の スケ ジュ ー ル の 変更 等 の た め 、 日 程 の 変更 や 、 出 


和則 70 より 時 くま た は か る 賜 合 が ご ざい ます の で 予め ど 了 くだ さい 
上 に つい て 人 
6 5 - ラマ ン 6 年 邊 一 4 月 21 後 、 
@ 税 友 び 移動 に 使用 する [専用 パス ] つい て は 、 ご 参加 の 方 が 人 数 の 場合 伺 | コマ クン pm け の 和 り ・ ラ マゲ ン ア 季 の 3 日 問 
路 事 情 に より 再 人 二 に に @ 肌 が 起 出 する 服装 は 控え て くだ さい 。 ノ ー ス リー ブ や ショ ー ト パン ツ で は モス ク に 
乱 施 設 の 突然 の 休館 ・ 入 場 制限 や 交通 渋滞 、 そ の 他 の 現地 事情 や 天候 等 に より 、 入れ ませ ん の で ご 注意 くだ さい 、。 女 性 は 足腰 の ライ ン が 出 な いよ うな 服装 を ご 準 
観光 箇所 の 変更 また は 日 程 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。 ま た 、 そ れ に より 本 の 
時 間 等 に 影響 が で る 場合 も わり ます の で ご 了承 くだ さい 。 1 な 行事 の た め 、 寺 院 兄 が で き な い 場合 が あり ます 。 こ の 場合 
@ ヨ ー ロ の 各部 市 で は 、 日 曜 や 祝日 に 観光 箇所 や 商店 が 休業 と る 場合 が | 
あり ます 。 
@ 公 式 行 事 、 政 府 ・ 公 志 庁 の 命令 な ど に より 、 入場 観光 箇所 に 入場 で きず 外観 4 6 1 
の み の 観 光 ま た は 人 炎 和 所 の 観光 と な る 場合 が ぁ り ます パン フレ ッ ト 掲 載 の 現地 案内 情報 に つい て 


島 地 域 に よっ て は 、 現 地 の 気 候 、 生 活 習 慣 に より 列車 ・ パ バス 等 に 冷房 設備 が な い 信 当 パン フレ ッ ト 掲 載 の 写真 は 、 皆様 に その 場所 の イメ ー ジ を つか ん で いた だ く た 
場合 が め あります 。 め に 載せ て お り ま す 。 ツ アー に ご 参加 いた だ いて も 必ず し も 同じ 角度 、 同じ 高度 
島 教 会 ・ 博 物 館 ・ 美 術 館 ・ 遺 跡 な どの 観光 ・ 見 学 箇所 で は 、 2 か ら の 風景 を ご 覧 いた だ ける と は 限り ませ ん の で 予め ご 了承 くだ さい 。 
ず 修復 工事 が 行わ れる こと が 頻繁 に あり ます 。 こ れ ら に より 外観 、 内 部 の 一 介 当 パン フレ ッ ト 掲 載 の 地図 は 、 お よそ の 位置 関係 を 示す も の で 、 正確 な 縮尺 で 
を ご 覧 いた だ け な い こと が あり ます 。 は あり ませ ん 。 ま た 乗 継 地 を 含め 、 航 空 機 ル 一 ト を 示す も の で も あり ませ ん 。 宿 
泊地 を つなぐ こと を 基本 と し て いま す 。 


お 食事 に つい て 海外 着陸 情報 ・ 保 健 衛 生 に つい て _ 


旅行 代金 に は 、 日程 表 に 明示 し た 食事 の 料金 税 ・ サ ービス 料 が 含ま れ ま す 。 た 9 
30 れ た 飲 本 に 生生 ます 借 渡 航 先 に よっ て は 、 外 務 省 の 海外 危険 事情 等 、 安 全 関係 の 情報 が 出さ れ て いる 
ロ 生 * HG へ 、 ボ N この 福 認 く が 
スケジュール 等 の 都合 に より ホテ ル ま た は レス トラ ン で の 食事 が ポッ クス ミー ル USE4 
(箱入り の サン ドイ ッ チ ) な ど ご 軽食 に 代わ る 場合 が あり ます 。 島 現 地 の 治安 お よび 病 和 や 衛生 状況 な ど 海外 の 安全 こ 関 する 情報 は 、 次 の よう な 
谷 機 内 食 は 食事 回 数 に 含 含ま れ ま せん 。 方 法 で も ご 確認 いた だ け ま す 。 
利用 便 に より 機内 食 が 軽食 と な っ た り 、 提 供 さ れ な い 場 合 は 、 ホ テル ・ レ スト ラ 外務 省 海外 安全 ホー ムペ ー ジ : https7/Www anzenmofa.gOJjp 


ン で の 食事 と な る 場合 が あり ます 。 ま た 、 逆 に 飛行 時 間 帯 に より ホテ ル ・ レ スト 外務 省 ホ ー ム ペー ジ : https:/Wwwmofa.gojp/mofaj/ 
ラン で の 食事 が 機内 食 に 変更 に な る 場合 が あり ます 。 いずれ の 場合 も 旅行 代金 厚生 学 伯 省 検疫 所 FORTH 海外 で 健康 に 過ごす た め に | ホー ムペ ー ジ : https://wwwiorth.goJP/ 


の 変更 は あり ませ ん が 、 後 者 の 場合 は 、 他 の 日 へ の 振り 替え 、 又 は 、 当 該 食事 
代 の 払戻 し を いた し ます 。 革 圭 呈 ) 
人 日 程 に 記載 の 食事 の 内 容 は 、 レ スト ラン の 休業 な どの 理由 に より 変更 と な る 場合 個人 情報 に つ し て 
が あり ます 。 信 当 社 は 、 旅 行 申し 込み の 際 に お 申込 書 に ご 記入 いた だ いた お 客 様 の 個人 情報 ( 氏 
人 お客 様 の ご 希望 に よる メニ ュー の 変更 は お 受け で き な い 場合 が あり ます 。 変更 可 名 、 住所 電話 番 弘 メー ル ア ド レス 等 ) に つい て 、 お 客 様 この 連絡 、 お 申し 込 
否 も 含め 回 答 は 当日 の ご 案内 と な り 、 か か る 費用 は お 客 様 の ご 貧 担 と か お り ま す 。 みい た だ いた ご 旅行 に お ける 運送 ・ 宿 泊 機関 等 の 提供 する サー ビス 手配 や 団体 
分 ア ルコ ー ル の 試飲 を 含む コー ス で は 、 各 国 の 飲酒 可能 年 齢 の 基準 に 準じ ます 。 お 証取 得 の た め の 手 続き に 必要 な 範囲 内 で 利用 させ て いた だ きま す 。 
召し 上 が り に な ら な い 場 合 で も 払い 戻し は あり ませ ん 。 


昼 ・ 夕 食 時 の ミネ ラル ウォ ー タ ー、 夕 食 時 の コー ヒー また は 紅 | 空港 諸税 等 に つい て 


茶 に つい て > 守 還 の 注 建 な ど に より 洪 征 老 選 
⑯ ミ ネ ラル ウォ ー タ ー は 、 国 や 地域 に より 微 炭酸 の も の に な る 場合 が め り ます 。 SR 間 WMC 
アメリカ 、 カ ナダ スイス 、 北欧 、 パ ルト 3 国 、 ニュ ー ジ ー ラ ンド で は 通常 テー ブ 人 MA 1 

の 支払 い が 義 務 付 けら れ て いま す 。 


< 「 。 | 人 旅行 代金 に は 、 補 等 は 含ま れ て お り ませ ん 。 空港 税 等 の うち 、 指 空 発 
SE RMe2 軸 GS 容 戸 時 に 徴収 する 事 を 義務 付け られ て いる も の 、 ま た 、 日 本 の 各 空港 施設 使用 料 等 


が あり ます 。 施設 便 
1 = 和 ] 中 NR に に つい で て は 、 旅行 代金 と あわ せ て 日 本 円 で 販売 店 に お 支払 いく だ さい 。 ま た 、 他 
II に 現地 通貨 で お 支払 いい た だ く 空 港 税 等 も あり ます 。 (2022 年 6 月 1 日 現在 ) 。 
人 の 過 み 物 と な る 場合 が あり ます 。 @ 各 コー スペ ー ジ に 名 コ ー ス 毎 の 空港 税 等 総額 の お と な 1 人 分 の 目安 を 10 円 単位 
@ フ ルーズ 来 般 時 、 和食 ・ 中 華 料 理 を 除き ます 。 き 維 額 


の 日 本 円 で 明示 し て いま す 。 


@ 複 数 の 国 や 都市 を 訪問 する 旅程 で は 、 航空機 便 の 経由 する 国 や 都市 の 巡り 方 に 
0 よっ て その 合計 金額 が 異な る こと が ある た め 、 航 空 機 便 と 経由 地 の 確定 に より 、 
禁煙 に つい て 微 収 額 が 予約 完了 時 の 徴収 顔 か ら 変更 に な る 場合 が あり ます 。 
人 すべ て の 航空 会 社 が 全席 禁煙 こと な り ま す 。 人 空港 税 等 の 新設 また は 税額 が 変更 され た 場合 、 徴収 額 が 変更 に な る 場合 が あり 
@ 近 年 、 ア メリ カ 、 カ ナ 人 オセ アニ ア 、 ヨ ー ロ ッ パパ 台湾 、 香 港 、 シ ン ガ ポー ル 、 ます 。 
レー シア タイ を は じ め 茜 煙 化 が 広がり 、 空港 、 ホ テル 、 公 園 、 商業 施設 (し | (販売 店 に お 支払 いた だ く 日 本 円 換算 額 に つい て ) 
スト ラン 、 シ ョ ッ ピ ング セン ター 等 ) 、 娯 楽 施設 、 タ フシ ー な どの 交通 機関 等 公 條 販 売店 に お 支払 いい た だ く 日 本 円 換算 額 は 予約 が 完了 し た 日 に 確定 させ て いた 
の 場 で は 禁煙 と な っ て いる と ころ が 多く 、 違 反 者 に は 罰金 が 笠 せ られ ます 。 ホ だ さま す 。 日 本 円 換算 レー ト は 、 ポー 土曜 日 に 予約 が 完了 し た 場合 は 直近 の 月 曜 
テル 滞在 中 や 観光 ・ 食 事 な ど の 際 に は ご 注意 くだ さい (添乗 員 ま た は 現地 係員 よ 前 中 の 終値 、 日 一 火曜 日 に 予約 が 完了 し た 場合 は 1 週間 前 の 月 曜日 午前 中 
り ご 案内 し ます ) 。 の 終値 (いずれ も 三菱 UFJ 銀行 売 渡 レー ト / 月 曜日 が 祝祭 日 に あたる 場合 は 、 前 
@ ア メリ カ 、 オ セア ニア ヨー ロッ パ の ほとん どの ホテ ル で は 、 全館 禁煙 (ベラ ンダ 週 金曜 日 の 午前 中 の 終値 ) に より ます 。 そ れ 以 降 の 海 替 変動 に よる 追加 徴収 、 
を 含む お) と な っ て お り ま す 。 喫煙 室 が ある 場合 で も 数 が 非常 に 少な いた め 、 事 前 返 光 は いた し ませ ん 。 還 _ 
に リク フエ スト を お 受け する こと は で きま す が 確 約 は いた し か ね ます こと を 予め ご 介 お 申込 み 時 に 取消 待ち と な っ た 場合 は 、 予約 完了 と な っ た 日 の 換算 レー ト に て 


了承 くだ さい 。 禁煙 室 で の 喫煙 は 、 ホ テル より 高額 の 宮 金 を 請求 され る 場合 が 本 円 換算 額 を 確定 し ます 。 
あり ます 。 陸 
燃油 サー チャ ー ジ に つい て 

ーーー ka 旅行 代金 に 燃油 サー チャ ー ジ は 含ま れ て いま す 。 旅行 契約 成立 後に 燃油 サー チ 
高山 病 に つい て ャ ー ジ が 増額 また は 減額 され て も 、 増 額 分 の 追徴 な ら び に 減額 分 の 払戻 し は ご 
標高 1500m を 超え る よう な 高地 で は 、 低 圧 低 酸素 環境 へ の 急激 な 変化 に より 、 ざい ませ ん 。 

人 に よっ て 恩 苦 し さや 頭痛 と いっ た 高山 病 の 症状 を 感じ る こと が あり ます 。 予防 條 燃油 サー チャ ー ジ と は 、 燃 油 に 関連 する 原価 水準 の 異常 な 変動 に 対処 する た め 

に は 、 暴 飲 暴食 喫煙 を 避け 、 ゆ っ くり と 行動 する よう 心がけ る こと が 有効 で す 。 に 、 一 定 の 期間 、 一 定 の 条件 下 に 限っ て 航空 各社 が 国 寺 交 通 人 補選 に 申請 

普段 か ら 健 康 の すぐ れ な い 方 、 AA 事 認可 を 受け る 、 航 空 券 料 金 に は 含ま れ な い 付加 的 な 運賃 で あり 、 金 額 は 利用 航 

前 に 医師 と ご 相談 の 上 、 お 申し 込み くだ さ 空 会 社 、 利 用 区 間 に よっ て 異な り 、 利 用 する 旅行 者 全て に 課せ られ ます 。 


巴 


ご 旅行 柔 件 (要約) 


安全 な ツア ー 催 行 へ 向け て 


人 @ ご 出発 時 、 感染 症 が 疑わ れる 症状 や 発熱 が あり 、 他 の お 客 様 に 感染 の リス フク が 
ある と 判断 し た 場合 は 、 ご 旅行 へ の ご 参加 を ご 遠慮 いた だ く 場 合 が あり ます 。 
@ ご 旅行 中 に お いて も 感染 症 が 疑わ れる 症状 が 見 られ る 場合 は 、 医 療 機関 の 受 
診 、 PCR 検査 な ど 、 現地 の ガイ ドラ イン や 保険 会 社 の 案内 に 則っ た 対応 を ご 案 
内 し ます 。 (いずれ の ケー ス も 診察 ・ 検 査 ・ 離 団 等 に 関わ る 費用 は お 客 様 の 負担 
と な り ま す 。) 新型 コロ ナウ イル スズ ス 感染 症 が 補償 対象 と な る 海外 旅行 傷害 保険 


へ の ご 加入 を お 勧め し ます 。 


海外 旅行 保険 へ の ご 加入 の お すす め 


より 安心 し て ご 旅行 いた だ く た め に も 、 ご 旅行 中 の 病気 や 事故 ・ 盗 難 な ど に 
備え て 、 海 外 旅行 保険 に 必ず ご 加入 され る こと を お すす めし ます 。 保険 会 社 
(ジェ 
イア イ 傷 害 火 災 の 「Ji デ スク 」 な ど ) 外国 で の 治療 費用 や ご 自身 の 責任 に よ 
る 賠償 金 な ど は か な り 高 額 と な り ま す 。 ま た 、 賠 償 義 務 者 が 外国 の 運輸 機関 
や 宿泊 機関 な ご で ある 場合 、 賠 償 を 取り 付け る の は 容易 で は な い 場 合 も あり 
ます 。 さ ら に 国情 に より 賠償 額 が 非常 に 低く 、 十 分 な 補償 を 受け られ な いこ 


に より 、 日 本 語 に よる 緊 切 時 の 相談 な どの サー ビス も 受け られ ます 。 


と も あり ます 。 


男 募 集 型 企画 旅行 契約 


この 旅行 は 、 株 式 会 社 JTB( 東 京都 品川 区 東 品川 2-3-1 1 観光 庁 長官 登録 旅行 業 第 64 
号 。 以 下 「 当 社 ] と いい ます 。) が 企画 ・ 実 施す る 旅行 で あり 、 こ の 旅行 に 参加 され る お 客 
様 は 当社 と 募集 型 企画 旅行 契約 (以下 「 旅 行 契 約 ] と いい ます 。) を 締結 する こと に な り 
ます 。 旅 行 条 件 は 、 下 記 に よる ほか 、 別 途 お 渡し する 旅行 条件 書 (全文) 、 出 発 前 に お 渡 
OO 
の 部 に o 


旅 行 の お 申し 込み 及び 契約 成立 時 其 


当社 又は 当社 の 受託 営業 所 (以下 「 当 社 ら ] と いい ます 。) に て 必要 事項 を お 申し 出 の う 
え 、 下 記 の 申込 金 を 添え て お 申し 込み くだ さい 。 な お 、 申 込 金 の 額 は 、 原 則 と し て 旅行 
代金 の 20% 以 内 と な り ます 。 申 込 金 は 、 旅 行 代金 お 支払 い の 際 差 し 引か せ て いた だ き 
ます 。 電 話 、 郵 便 、 フ ァ フ シミ リ そ の 他 の 通信 手段 で お 申し 込み の 場合 、 当 社 ら が 予約 
の 承諾 の 旨 を 通知 し た 翌日 か ら 起算 し て 3 日 以内 に お 申し 込み 内 容 を 確認 の うえ 、 申 
込 金 の 支払 い を し て いた だ きま す 。 旅行 契約 は 、 当 社 ら が 契約 の 締結 を 承諾 し 、 申 込 
金 を 受領 し た と き に 成立 する も の と いた し ます 。 


田 申 込 金 
『 加入 金 (お ひと り ) 
の 0 出発 日 前 日 か ら 起算 し て 出発 日 の 前 日 か ら 起算 し て 
さか の ぼっ て 60 日 目 に あたる 日 まで さか の ぼっ て 61 日 目 以前 
50 万 円 以上 10 万 円 以上 旅行 代金 まで |10 万 円 以上 旅行 代金 の 20% 以 内 
30 万 円 上 50 万 円 未 満 | 5 万 円 以上 旅行 代金 まで | 5 万 円 じ 上 旅行 代金 の 20% 以 内 
15 万 円 以上 30 万 円 未満 | 3 万 円 以上 旅行 代金 まで | 3 万 円 以上 旅行 代金 の 20% 以 内 
10 万 円 以上 15 万 円 未満 | 2 万 円 以上 旅行 代金 まで | 2 万 円 以上 旅行 代金 の 20% 以 内 
10 亡 円 未 滴 。 | 旅行 代金 の 20% 上 旅行 代 金 まで 旅行 代金 の 20% 
較 旅 行 代金 の お 支払 い 


旅行 代金 は 旅行 開始 日 の 前 日 か ら 起 算 し て さか の ぼっ て 60 日 目 に あたる 日 以降 、21 日 
前 まで の 間 で 当社 が 定め る 日 に (お 申し 込み が 間際 の 場合 は 当社 ら が 指定 する 期日 ま 


で に ) お 支払 いく だ さい 。 ま た 、 お 客 様 が 当社 提携 カー ド 会 社 の カー ド 会 員 で ある 場合 、 


お 客 様 の 署名 な くし て 旅行 代金 、 取 消 料 、 追 加 諸費 用 な ど を お 支払 いい た だ く こ と が 
ビ に 交 0 が 2000 且 時 お 客 様 か ら お 申し 出 が な い 限 り 、 お 客 様 の 承諾 
日 と いた し ます 。 


旅行 企画 ・ 実 施 


株 式 会 社 | 


観光 庁 


本 旅行 業 協会 正 


長官 登録 旅行 業 第 64 


東京 都 品川 区 東 品川 2-3-11 〒140-8602 


し 2 


ん と 
に に JTB グ ルー プ は 世界 中 の 
| | の | 子ども た ち に 対す る 商業 的 
性 的 搾取 に 反対 し て いま す 


ポコ 避 証 全員 


ー 般 社団 法人 日 本 旅行 業 協会 正会員 


旅行 業 公正 取引 
協議 会 会 員 


コロ EC 


10450057 Visit World! 


ーー コー ス の 見 方 
@ 時 間 帯 の めやす 


00:00 04:00 06:00 08:00 12:00 


16:00 18:00 
程 表 内 記載 の 時 間 帯 は 、 航 空 機 、 バ ス な どの 発着 時 刻 を 元 に し た 時 間 の めやす 


23:00 24:00 


、 和 宿泊 ホテ ル の 立地 な ど に より 変 


で す 。 確 定 フラ イト スケ ジュ ー ル 、 季 節 、 天 候 、 曜 

わり ます 。 

日 程 表 中 の マー ク 
導 飛 行 機 只 列 車 詩 船 現 自 動車 (バス. ミニ バス ・ バ ン ・ セ ダン な ど ) 

@ 食事 マー ク 員 朝食 Iol 昼食 5] 夕食 軽食 | | 食事 な し 


当 パ ン フ レッ ト 掲 載 コ ー ス の 国 ・ 地 域 に は 2022 年 7 月 1 日 現在 、 外 務 省 か ら 感染 症 
危険 度 情報 「 レ ベル 2 : 不 要 不 急 の 渡航 は 止め て くだ さい 」 以 上 が 発出 され て いま 
す 。 当 社 で は 、 感 染 症 レベ ル が 「 レ ベル 1 : 十 分 注意 し て くだ さい ] 以 下 に 下がっ た 場 
足 、 も し く は レベ ル 2 の 場合 で も 渡航 先 の 感染 状況 や 出入 国 制 限 等 を 十分 に 確認 し 
安全 性 が 確保 で きる と 判断 し た 場合 は 催行 いた し ます 。 


「 た び ぴ レ ジ ] に 登録 し まし ょ う ! 
外務 省 の 「 た び レ ジ ] は 、 旅 行 日 程 ・ 滞 在 先 な ど を 登 
録 する と 、 旅 行先 の 最新 の 安全 情報 や 想 急 時 の 連 
絡 メー ル な ど が 受け 取れ る の で 便利 で 安心! 


お 申し 込み の 際 に は 、 旅 行 条 件 書 (全文 ) を お 受け 取り いた だ き 、 必 ず 事 前 に 内 容 を ご 確認 の うえ お 申し 込み くだ さい 。 
当 パ ン フ レッ ト と と も に 、 契 約 書面 の 一 部 と な り ま す 。 


男 「 通 信 契 約 ] を 希望 され る お 客 様 と の 旅行 条件 

当社 提携 クレ ジッ トカ ー ド 会 社 の カー ド 会 員 ( 以 下 「 会 員 ]」 と いい ます 。) よ り 「 会 員 の 署名 

な くし て 旅行 代金 や 取消 料 等 の 支払 い を 受け る ] こ と (以下 [通信 契約 ] と いい ます 。) を 

条件 に お 申し 込み を 受け る 場合 が あり ます 。 (受託 旅行 業者 に より 当該 取扱 い が で き な 

い 場 合 が あり ます 。 ま た 取扱 いで きる カー ド の 種類 も 受託 旅行 業者 に より 異な り ま す 。) 

@ 契 約 成立 は 、 当 社 ら が 電話 又は 郵便 で 旅行 契約 の 締結 の 承諾 通知 を 発信 し た と き 
(e-mail 等 電子 承諾 通知 を 利用 する 場合 は 、 そ の 通知 が お 客 様 に 到達 し た と き ) と 
し ます 。 ま た 申込 時 に は 「 会 員 番号 ・ カ ー ド 有効 期限 ] 等 を 通知 し て いた だ きま す 。 

@「 カ ー ド 利用 日 ] と は 旅行 代金 等 の 支払 い 又 は 払い 戻し 債務 を 履行 すべ き 日 を いい 
ます 。 旅行 代 金 の カー ド 利 用 日 は 「 契 約 成立 日 ] と し ます 。 ま た 取消 料 の カー ド の 利 
用 日 は 「 契 約 解除 依頼 日 ] と し ます 。 (但し 、 契 約 解除 依頼 日 が 旅行 代金 の カー ド 利 
用 日 以降 で あっ た 場合 は 、 当 社 ら は 旅行 代金 か ら 取消 料 を 差し 引い た 額 を 解除 依 
頼 日 の 翌日 か ら 起算 し て 7 日 以内 を カー ド 利 用 日 と し て 払い 戻し ます 。) 


男 旅 行 打 件 ・ 旅 行 代 金 の 基準 


この 旅行 条件 は 2022 年 6 月 1 日 を 基準 と し て いま す 。 又 、 こ の 旅行 代金 は 2022 年 6 月 
1 日 現在 の 有効 な も の と し て 公示 され て いる 運賃 規則 、 ま た は 、2022 年 6 月 1 日 現在 
認可 申請 中 の 航空 運賃 ・ 適 用 規則 を 基準 と し て 算出 し て いま す 。 


画 取 消 料 


旅行 契約 成立 後 、 お 客 様 の 都合 で 契約 を 解除 され る と き は 、 下 表 の 金額 を 取消 料 と し 

て 申し 受け ます 。 (お 1 人 様 ) 

注 ) 日 程 中 に 3 泊 以上 の フル ー ズ を 含み (日 本 発着 時 に 船舶 を 利用 する コー ス を 除く ) 、 各 コー スペ ー ジ に 取 
消 料 を 明示 し て いる コー ス は 、 各 コー スペ ー ジ に 明示 し て いる 金額 を 取消 料 と し て 申し 受け ます 。 


4/27 一 5/6、7/20 一 8/31 左記 以外 の 日 に 
契約 解除 の 日 12/20 一 1/7 に 開始 する 旅行 開始 する 旅行 
旅行 開始 日 の 前 日 か ら 起算 し て 
さか の ぼっ て 40 日 目 に あたる 日 旅行 代金 の 10% 無料 
以降 一 31 日 目 に あたる 日 まで 
旅行 開始 日 の 前 日 か ら 起 算 し て 
さか の ぼっ て 30 日 目 に あたる 日 | 旅行 代金 の 20% 
以降 3 日 目 に あたる 日 まで 
旅行 開始 日 の 前 々 日 当日 旅行 代金 の 50% 
旅行 開始 後 又は 無 連絡 不参加 | 旅行 代金 の 100% 


(受託 販売 ) 旅行 の ご 相談 か ら お 申し 込み まで 、 皆 様 の お 役に立つ 当店 を ご 利用 くだ さい 。 


旅行 業務 取扱 管理 者 と は 、 お 客 様 の 旅行 を 取り 扱う 営業 所 で の 取引 に 
関す る 責任 者 で す 。 こ の 旅行 契約 に 関し 、 担 当 者 か ら の 説明 に ご 不明 な 


点 が あれ ば 、 ご 遠慮 な く 上 記 の 取扱 管理 者 に お 対 ね くだ さい 。 請求 コー ド : 4444071 


